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第 １ 章  本 研 究 の 背 景 と 目 的  
１ - １  本 研 究 の 背 景  
（ １ ） わ が 国 に お け る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動  
日 本 で は 古 く か ら 滅 私 奉 公 と 言 う 言 葉 が あ る よ う に ， ボ ラ ン
テ ィ ア と は ， 自 身 の 身 を 削 り 奉 仕 す る こ と と 同 義 な こ と と 捉 え
ら れ て き た 。 し か し ， 近 年 で は ， ボ ラ ン テ ィ ア と は 一 般 に 「 自
発 的 な 意 思 に 基 づ き 他 人 や 社 会 に 貢 献 す る 行 為 」 を 指 し て ボ ラ
ン テ ィ ア 活 動 と 言 わ れ て お り ， 活 動 の 性 格 と し て ， 「 自 主 性
（ 主 体 性 ） 」 ， 「 社 会 性 （ 連 帯 性 ） 」 ， 「 無 償 性 （ 無 給 性 ） 」
な ど が あ げ ら れ る （ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 0 7 ） 。  
こ の 「 個 人 の 自 発 的 な 意 志 に 基 づ く 」 と い う 意 味 で の ボ ラ ン
テ ィ ア 活 動 が 広 く 一 般 に 広 ま っ た き っ か け は ， 1 9 9 5 年 に 発 生 し
た 阪 神 淡 路 大 震 災 で あ る 。 こ の 大 震 災 で は ， 約 1 5 0 万 人 も の 災
害 ボ ラ ン テ ィ ア が 復 興 支 援 に 参 加 し て お り ， そ の 年 は 「 ボ ラ ン
テ ィ ア 元 年 」 と 呼 ば れ る 。 ま た ， 最 近 で は 2 0 1 1 年 ３ 月 に 発 生
し た 東 日 本 大 震 災 の 際 に も ， 同 様 に し て 1 3 0 万 人 を 超 え る ボ ラ
ン テ ィ ア が 東 北 地 方 を 中 心 に 活 躍 し た こ と も 記 憶 に 新 し い （ 全
国 社 会 福 祉 協 議 会 ， 2 0 1 3 ） 。  
平 成 2 3 年 社 会 生 活 基 本 調 査 に よ る と ， 過 去 １ 年 間 に 何 ら か の
「 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 」 を 行 っ た 人 は 2 9 7 2 万 2 千 人 ， 行 動 者 数
の 1 0 歳 以 上 人 口 に 占 め る 割 合 は 2 6 . 2 ％ に の ぼ る と い う （ 総 務
省 ， 2 0 0 6 ） 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 と 一 言 に い っ て も 国 際 的 な ボ ラ
ン テ ィ ア か ら 地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア ま で 内 容 は さ ま ざ ま で あ る 。  
こ れ ま で ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 担 い 手 は 主 婦 層 が 中 心 で あ っ た
が ， 最 近 で は ， 定 年 退 職 者 層 の 参 加 率 が 増 加 し て お り （ 小 野 ， 2
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0 0 4 ） ， 退 職 後 ， 生 き が い を も っ て 過 ご す た め の 活 動 と し て ， ボ
ラ ン テ ィ ア 活 動 が 認 識 さ れ つ つ あ る こ と が う か が え る 。 ま た ，
サ ラ リ ー マ ン 時 代 の 経 験 を い か し て ， 従 来 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
に と ど ま ら ず ， N P O な ど の 事 業 性 の あ る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参
加 す る 人 も 増 え て い る （ 小 野 ， 2 0 0 4 ） 。 し た が っ て ， 今 後 ボ ラ
ン テ ィ ア 活 動 に 従 事 す る 人 は ま す ま す 増 加 す る も の と 予 想 さ れ
る 。  
で は ， 日 本 に お い て 一 体 ど の よ う な ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 人 々
が 参 加 し て い る の か を み る と ， 活 動 の 行 動 者 率 が 高 い 値 を 示 し
て い た の は 男 女 と も に 「 ま ち づ く り の た め の 活 動 」 （ 男 性 1 2 .
7 ％ ， 女 性 1 1 . 3 ％ ） で あ る （ 総 務 省 ， 2 0 0 6 ） 。 こ の ま ち づ く り
の た め の 活 動 の 一 つ と し て 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が あ げ ら れ る 。
ま ち づ く り と し て の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は ， た と え ば 街 路 沿
道 の 植 樹 枡 や 公 園 花 壇 な ど で 行 う 草 花 の 植 栽 管 理 が 想 像 で き よ
う 。  
わ が 国 に お け る ま ち づ く り と し て の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の
先 駆 的 事 例 の 一 つ と し て 「 花 い っ ぱ い 運 動 」 が あ げ ら れ る 。 こ
の 運 動 は ， 長 野 県 松 本 市 に 在 住 し た 小 松 十 三 夢 を 中 心 と す る
「 街 を 花 で い っ ぱ い に す る 会 」 に よ っ て 1 9 5 2 年 に 立 ち あ げ ら
れ た 。 そ し て ， 1 9 5 5 年 に は 「 第 １ 回 花 い っ ぱ い 運 動 全 国 大 会 」
が 開 催 さ れ ， 現 在 も 各 市 な ど の も ち ま わ り に よ り 毎 年 開 催 さ れ
て い る （ 相 田 ， 2 0 1 2 ） 。  
近 年 で は ， こ の よ う な 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 市 民 と 行 政 の
協 働 に よ る 活 動 と し て 多 く の 地 域 で 取 り 組 ま れ て い る （ 食 品 容
器 環 境 美 化 協 会 ， 2 0 1 2 ） 。 全 国 各 地 で 行 わ れ る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ
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ア 活 動 は ， 街 路 沿 道 や 公 園 な ど で 行 わ れ る 清 掃 ボ ラ ン テ ィ ア 活
動 同 様 ， 地 域 の 景 観 や 美 観 の 向 上 に 貢 献 す る が ， 公 共 空 間 を 美
し い 草 花 で 彩 る こ と は ， 季 節 感 を 創 出 し ， み ど り 豊 か な 生 活 環
境 の 創 造 に 貢 献 す る も の と い え る 。  
こ の よ う な 活 動 に お い て 行 政 が 支 援 す る 背 景 に は ， 行 政 の 負
担 軽 減 に 貢 献 し て い る こ と も 忘 れ て は な ら な い 。 事 実 ， ま ち な
か に 目 を 向 け る と ， 雑 草 が 生 い 茂 り ， 管 理 の 行 き 届 い て い な い
公 共 緑 地 も い ま だ 少 な く な い 。 行 政 の 財 源 が ひ っ 迫 す る 現 状 を
考 え る と ， こ れ ら 全 て を 行 政 で 整 備 す る こ と は 難 し い 。 そ の た
め ， 現 代 の 日 本 社 会 に お い て ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 活 用 し ，
よ り よ い 生 活 環 境 の 創 造 の た め に は 市 民 と 行 政 と の 協 働 に よ る
活 動 展 開 が 不 可 欠 で あ る 。  
 
（ ２ ） 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 現 状 と 本 研 究 の 目 的  
活 動 の 一 つ と し て 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 多 く の 自 治 体 で み
ら れ る よ う に な っ た こ と は 前 項 で 述 べ た と お り で あ る 。 食 品 容
器 環 境 美 化 協 会 （ 2 0 1 3 ） の 調 査 に よ る と ， 市 民 と 行 政 と の 協 働
に よ る ま ち づ く り 活 動 を 展 開 し て い る 3 7 1 の 自 治 体 の 中 で ， 園
芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 展 開 し て い る の は 2 0 8 自 治 体 に 上 っ て い
る 。  
そ の よ う な 中 ， 東 京 農 業 大 学 農 学 部 の キ ャ ン パ ス が お か れ て
い る 神 奈 川 県 厚 木 市 で は ， 市 民 と 行 政 の 協 働 事 業 の 一 つ と し て
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 「 花 未 来 事 業 」 を 2 0 0 3 年 か ら 展 開 し て
い る 。 本 事 業 は 「 厚 木 市 の 各 地 域 に 存 在 す る 都 市 公 園 の 一 部 を
花 壇 と し て 市 民 に 開 放 し ， 日 常 の 管 理 を 委 託 す る も の 」 で あ り
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（ 厚 木 市 ， 2 0 1 0 ） ， 公 園 施 設 で の 草 花 の 植 付 け ・ 育 成 管 理 を 住
民 団 体 に 任 せ て ， 地 域 の 公 園 施 設 を 市 民 に と っ て よ り 身 近 な も
の と し ， 公 園 施 設 に 対 す る 市 民 の 意 識 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と
し て い る 。  
活 動 の 参 加 者 に 委 託 さ れ て い る 活 動 内 容 は ， 草 花 の 播 種 ， 苗
の 植 え 付 け ， 除 草 ， 水 撒 ， 施 肥 な ど の 公 園 花 壇 の 維 持 管 理 作 業
で あ る 。 花 壇 に 植 え 付 け る た め の 草 花 の 種 子 ・ 苗 や ， 肥 料 な ど
の 園 芸 資 材 は 厚 木 市 か ら 各 団 体 に 提 供 さ れ て い る 。 本 事 業 は 2 0
0 9 年 現 在 で ６ 年 目 を 迎 え ， 活 動 の 現 状 や 制 度 の 改 善 点 な ど の 把
握 は 急 務 の 課 題 と 考 え ら れ る 。 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を は じ め
と す る 市 民 と 行 政 と の 協 働 に よ る ま ち づ く り 活 動 が 年 々 増 加 し
て い る 背 景 を 考 慮 す る と （ 食 品 容 器 環 境 美 化 協 会 ， 2 0 1 1 ， 2 0 1
2 ， 2 0 1 3 ） ， 厚 木 市 の よ う な 事 業 の 改 善 が 課 題 と し て あ げ ら れ
る 都 市 を 事 例 と し て ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 実 態 を 把 握 し ，
各 団 体 の 活 動 を 継 続 的 に 運 営 し て い く た め の 施 策 に つ い て 検 討
す る こ と は ， 今 後 の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 発 展 に 向 け て 意 義
あ る も の と 考 え ら れ る 。  
そ こ で ， 施 策 検 討 の 模 索 の 一 環 と し て ， 全 国 2 0 8 の 自 治 体 で
行 わ れ て い る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の う ち ， い く つ か の 代 表 都
市 の 事 例 を み て み る こ と と し た 。 そ し て ， 本 研 究 で は 代 表 都 市
の 選 抜 に あ た り ， 2 0 の 政 令 指 定 都 市 に 焦 点 を あ て る こ と と し た 。
そ の 理 由 と し て ， 政 令 指 定 都 市 で は ， 「 住 民 が 積 極 的 に ま ち づ
く り に 参 画 す る 住 民 主 体 の ま ち づ く り を 目 指 し ， 地 域 の 実 情 に
応 じ た 様 々 な 取 組 を 行 う 」 と し （ 指 定 都 市 市 長 会 事 務 局 ， 2 0 1
3 ） ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お い て も 各 政 令 指 定 都 市 に お い て
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様 々 な 支 援 体 制 が と ら れ て い る た め で あ る （ 表 １ - １ ） 。 各 都 市
で 展 開 さ れ て い る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 対 す る 支 援 制 度 に つ
い て 以 下 ， 簡 単 に 述 べ て い き た い 。 な お ， 各 都 市 の 支 援 内 容 は
ホ ー ム ペ ー ジ に よ っ て 確 認 し た 。  
①  札 幌 市  
 札 幌 市 で は ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 支 援 制 度 の 運 営 主 体 が
大 き く 二 つ に 分 か れ て お り ， 公 園 緑 化 協 会 内 に 設 置 さ れ た 花 と
緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 事 務 局 で は ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 ， 市 民 個 人 に 対
し て 交 流 会 や 園 芸 イ ベ ン ト ， 講 習 会 の 開 催 な ど の ソ フ ト 面 の 支
援 を 行 っ て い る （ さ っ ぽ ろ 花 と 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 事 務 局 ， 2 0 1
3 ） 。 一 方 ， 札 幌 市 各 区 の 土 木 セ ン タ ー で は 活 動 団 体 に 対 し て 花
苗 支 援 と い っ た ハ ー ド 面 の 支 援 を 行 っ て い る （ 札 幌 市 北 区 ， 2 0 1
3 ） 。  
②  仙 台 市  
 仙 台 市 で は ， 大 き く 二 つ の 支 援 制 度 が あ り ， そ れ ぞ れ ボ ラ ン
テ ィ ア 団 体 ， も し く は 企 業 へ の 支 援 を 行 っ て い る 。 双 方 と も 仙
台 市 公 園 緑 地 協 会 が 運 営 主 体 と な っ て い る 。 支 援 内 容 は ， そ れ
ぞ れ 花 苗 の 斡 旋 ， 助 成 金 の 支 給 と い っ た ハ ー ド 面 の 支 援 を 行 っ
て い る （ 仙 台 市 公 園 緑 地 協 会 ， 2 0 1 3 ） 。  
③  千 葉 市  
 千 葉 市 で は ， 主 に 二 つ の 支 援 制 度 が あ り ， 市 の 緑 政 課 内 に あ
る 花 び と 会 事 務 局 が 交 流 会 や 園 芸 イ ベ ン ト ， 講 習 会 の 開 催 な ど
の ソ フ ト 面 の 支 援 を 行 っ て お り ， 同 じ く 市 の 緑 政 課 内 の 緑 と 花
の 推 進 室 で は 花 苗 の 支 援 や コ ン ク ー ル の 開 催 を 行 っ て い る 。 支
援 対 象 は 主 に ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 や 企 業 と な っ て い る （ 千 葉 市 ， 2
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0 1 3 ； 千 葉 市 花 と ひ と の ネ ッ ト ワ ー ク 実 行 委 員 会 ， 2 0 1 3 ） 。  
④  さ い た ま 市  
 さ い た ま 市 で は ， 市 の み ど り 推 進 課 運 営 の さ い た ま 市 花 い っ
ぱ い 運 動 推 進 会 が ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 ， 市 民 個 人 を 対 象 に イ ベ ン
ト や 講 習 会 な ど の ソ フ ト 面 の 支 援 を 行 っ て い る 。 さ ら に 団 体 に
対 し て は 花 苗 の 支 援 も 行 っ て い る （ さ い た ま 市 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑤  相 模 原 市  
相 模 原 市 で は ， 相 模 原 市 み ど り の 協 会 と 市 の 市 民 協 働 推 進 課 が
ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 対 象 に 支 援 を 行 っ て い る 。 ど ち ら も 花 苗 な
ど の ハ ー ド 面 の 支 援 が 中 心 と な っ て い る が ， 市 民 協 働 推 進 課 で
は ニ ュ ー ス の 配 信 も 行 っ て い る （ 相 模 原 市 ， ２ ０ １ ３ ；  相 模 原
市 み ど り の 協 会 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑥  川 崎 市  
 川 崎 市 で は ， 川 崎 市 公 園 緑 地 協 会 が ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 対 象
に ， ハ ー ド 面 の 支 援 と し て 花 苗 ・ 資 材 の 支 給 ， ソ フ ト 面 の 支 援
と し て 交 流 会 を 実 施 し て い る （ 川 崎 市 公 園 緑 地 協 会 ， 2 0 1 3 ；  
川 崎 市 幸 区 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑦  横 浜 市  
 横 浜 市 で は ， 横 浜 市 緑 の 協 会 が ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 対 象 に ，
ハ ー ド 面 の 支 援 と し て 花 苗 の 斡 旋 ， ソ フ ト 面 の 支 援 と し て 交 流
会 ・ 講 習 会 な ど を 実 施 し て い る （ 横 浜 市 緑 の 協 会 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑧ 新 潟 市  
新 潟 市 で は ， 市 内 各 区 の 建 設 課 が ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 対 象 に 花
苗 の 支 援 と い っ た ハ ー ド 面 の 支 援 を 行 っ て い る 。 ソ フ ト 面 の 支
援 は 特 に 行 っ て い な い （ 新 潟 市 ， 2 0 1 3 ） 。  
7 
 
⑧  静 岡 市  
静 岡 市 で は ， 市 の 緑 地 政 策 課 が ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 対 象 に 花 苗
配 布 事 業 を 行 っ て い る 。 新 潟 市 同 様 ， ソ フ ト 面 の 支 援 は 特 別 行
っ て い な い （ 静 岡 市 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑨  浜 松 市  
浜 松 市 で は ， 市 の 緑 政 課 が ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 と 市 民 個 人 を 対
象 に し て 花 苗 の 支 援 を 行 っ て い る 。 浜 松 市 も 静 岡 市 同 様 ， ソ フ
ト 面 の 支 援 は 特 に 行 っ て い な い （ 浜 松 市 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑩  名 古 屋 市  
名 古 屋 市 で は ， 名 古 屋 市 み ど り の 協 会 が ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 対
象 に 花 苗 の 支 援 を 行 っ て い る 。 ソ フ ト 面 の 支 援 は 特 に 行 っ て い
な い （ 名 古 屋 市 み ど り の 協 会 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑪  京 都 市  
京 都 市 で は ， 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に お い て 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
に 対 す る 特 定 の 支 援 事 業 を 確 認 す る こ と は で き な か っ た 。 し か
し ， 市 内 の 山 科 区 の 支 援 事 業 が 掲 載 さ れ て い た の で 報 告 す る 。
山 科 区 の 支 援 は ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 対 象 に 主 に 花 苗 の 支 援 を 行
っ て お り ， ソ フ ト 面 の 支 援 は 特 に 行 っ て い な い （ 京 都 市 山 科 区 ，
2 0 1 3 ） 。  
⑫  堺 市  
 堺 市 で は ， 堺 市 公 園 協 会 の 運 営 す る 二 つ の 支 援 制 度 が あ り ，
花 と 緑 の ま ち づ く り 交 流 会 で は 交 流 会 や 園 芸 イ ベ ン ト ， 講 習 会
の 開 催 な ど の ソ フ ト 面 の 支 援 を 行 っ て お り ， み ど り 活 動 支 援 事
業 で は 花 苗 な ど の ハ ー ド 面 の 支 援 を 行 っ て い る （ 堺 市 ， 2 0 1 3 ；
 堺 市 公 園 協 会 ， 2 0 1 3 ） 。  
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⑬  大 阪 市  
 大 阪 市 で は ， 各 区 の 区 民 企 画 担 当 に お い て 展 開 さ れ る 「 種 か
ら 育 て る 地 域 の 花 づ く り 」 事 業 の 一 環 と し て ， 所 定 の 圃 場 で 市
民 ボ ラ ン テ ィ ア が 花 苗 を 育 成 し ， そ の 苗 を 各 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体
に 配 布 す る 仕 組 み を と っ て い る 。 ま た 各 団 体 に 対 し て 技 術 指 導
も 行 っ て い る （ 大 阪 市 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑭  神 戸 市  
神 戸 市 で は ， 主 に 二 つ の 支 援 制 度 を 展 開 し て お り ， 神 戸 市 立
花 と 緑 の ま ち 推 進 セ ン タ ー 内 に 設 置 さ れ た 花 み ど り 市 民 ネ ッ ト
ワ ー ク 事 務 局 で は 交 流 会 や 園 芸 イ ベ ン ト ， 講 習 会 の 開 催 な ど の
ソ フ ト 面 の 支 援 を ， 各 区 の 建 設 事 務 所 で は 花 苗 や 助 成 金 な ど の
ハ ー ド 面 と と も に ニ ュ ー ス レ タ ー 発 行 な ど の ソ フ ト 面 の 支 援 も
行 っ て い る （ 神 戸 市 ， 2 0 1 3 ；  神 戸 市 花 と み ど り 市 民 ネ ッ ト ワ
ー ク 事 務 局 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑮  岡 山 市  
岡 山 市 で は ， 二 つ の 支 援 制 度 が あ り ， 岡 山 市 公 園 協 会 で は 助 成
金 の 支 給 を ， 岡 山 市 庭 園 都 市 推 進 課 で は 花 苗 の 支 給 を 行 っ て い
る 。 双 方 と も ハ ー ド 面 の 支 援 を 中 心 に 行 い ， ソ フ ト 面 の 支 援 は
特 に 行 っ て い な い （ 岡 山 市 ， 2 0 1 3 ；  岡 山 市 公 園 協 会 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑯  広 島 市  
 広 島 市 で は ， ま ず 支 援 制 度 の 運 営 主 体 が 二 つ あ り ， 広 島 市 緑
政 課 で は ， ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 に 対 す る 支 援 と 市 民 個 人 な ど に 対
す る 支 援 の 二 つ の 制 度 を 有 し ， ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 へ の 支 援 で は
交 流 会 や 園 芸 イ ベ ン ト ， 講 習 会 の 開 催 な ど の ソ フ ト 面 の 支 援 を ，
市 民 個 人 に 対 す る 支 援 で は 花 苗 支 給 と い っ た ハ ー ド 面 の 支 援 を
9 
 
行 っ て い る 。 も う 一 方 の 運 営 主 体 で あ る 市 内 各 区 の 担 当 課 で は ，
活 動 団 体 に 対 し て 花 苗 の 支 援 を 行 っ て い る （ 広 島 市 ， 2 0 1 3 a ；  
広 島 市 b ；  広 島 市 2 0 1 3 c ） 。  
⑰  北 九 州 市  
市 の 緑 政 課 花 と み ど り 係 が ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 対 象 と し て 花 苗
の 支 援 を 行 っ て い る 。 ソ フ ト 面 の 支 援 は 特 に 行 っ て い な い （ 北
九 州 市 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑱  福 岡 市  
福 岡 市 で は ， 福 岡 市 み ど り 推 進 課 と 緑 の ま ち づ く り 協 会 に よ る
二 つ の 支 援 制 度 が あ り ， 双 方 と も 花 苗 の 支 援 を 中 心 に 行 っ て お
り ， ソ フ ト 面 の 支 援 は 特 に 行 っ て い な い （ 福 岡 市 ， 2 0 1 3 ；  福
岡 市 緑 の ま ち づ く り 協 会 ， 2 0 1 3 ） 。  
⑲  熊 本 市  
熊 本 市 で は ， 各 自 治 会 な ど へ の 花 苗 配 布 の 実 例 は あ る も の の ，
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 対 す る 助 成 制 度 に 関 す る 情 報 は 市 の ホ
ー ム ペ ー ジ で は 確 認 で き な か っ た （ 熊 本 市 ， 2 0 1 3 ） 。  
こ の よ う に ， 政 令 指 定 都 市 2 0 都 市 の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に
対 す る 支 援 制 度 に つ い て み て み る と ， 従 前 か ら の 花 苗 や 園 芸 資
材 な ど の ハ ー ド 面 を 中 心 に 従 来 型 の 支 援 す る 都 市 が 大 多 数 で あ
っ た が ， 参 加 者 ど う し の 交 流 会 や 園 芸 に 関 す る 講 演 会 の 主 催 ，
ま た ホ ー ム ペ ー ジ や ニ ュ ー ス レ タ ー を 用 い た 情 報 発 信 な ど ， ソ
フ ト 面 の 支 援 を 充 実 さ せ た 先 進 事 例 も い く つ か み ら れ た 。  
本 研 究 で は 事 業 転 換 時 期 を 迎 え て い る 神 奈 川 県 の 厚 木 市 に 焦
点 を あ て ， そ の 比 較 対 象 都 市 と し て 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 先
進 的 に 進 め て い る 北 海 道 札 幌 市 を 取 り 上 げ て ， 今 後 の 園 芸 ボ ラ
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ン テ ィ ア 活 動 の 継 続 に む け た 施 策 に つ い て 検 討 す る も の と し た 。  
 札 幌 市 で は 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 支 援 す る 制 度 と し て 「 さ
っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 を 2 0 0 9 年 よ り 展 開 し て い る が ，
こ の 制 度 の で き る 以 前 は ， 1 9 7 8 年 よ り 約 3 0 年 間 に わ た り 「 緑
の 愛 護 員 」 と い う 職 務 を 市 内 の 各 町 内 会 の 役 職 者 に 委 嘱 し ， 地
域 の 緑 化 活 動 で 指 導 的 な 役 割 を 担 っ て も ら っ て い た （ 札 幌 市 教
育 委 員 会 ， 1 9 9 4 ） 。 し か し ， 札 幌 市 で は 多 様 な ボ ラ ン テ ィ ア 団
体 の 発 生 や ， 愛 護 員 の 形 骸 化 ， そ し て 地 縁 団 体 の 負 担 軽 減 が 求
め ら れ て い た こ と か ら ， 2 0 0 9 年 に 「 緑 の 愛 護 員 」 を 廃 止 し ， 新
た に 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 を 設 置 し た 。  
こ の 新 制 度 は 札 幌 市 出 資 の 組 織 で あ る 財 団 法 人 札 幌 市 公 園 緑
化 協 会 内 に 設 置 さ れ た 「 さ っ ぽ ろ 花 と 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 事 務
局 」 に よ っ て 運 営 さ れ て い る 。 本 制 度 は ， 「 花 や 緑 に 関 す る ま
ち づ く り 活 動 を 自 主 的 に 取 り 組 む 市 民 を 公 募 し て 登 録 す る こ と
に よ り ， 活 動 主 体 間 の 情 報 共 有 や ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 推 進 す
る 」 も の で あ り （ 札 幌 市 ， 2 0 1 2 ） ， 花 と 緑 に 関 す る ワ ー ク シ ョ
ッ プ や 講 習 ・ 講 演 会 の 開 催 ， 会 報 や ホ ー ム ペ ー ジ で の 各 団 体 や
個 人 の 情 報 発 信 な ど ， ソ フ ト 面 の 支 援 を 中 心 に 行 っ て い る 。 ま
た ， 他 の 地 域 で も み ら れ る 支 援 制 度 で は ， 支 援 す る 対 象 が 市 民
に よ っ て 組 織 さ れ た 団 体 で あ る こ と が ほ と ん ど で あ る が ， 本 制
度 で は ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の み な ら ず ， 個 人 で 活 動 す る 市 民 個 人
に 対 し て も 支 援 を 行 っ て い る 。 こ の こ と は 他 の 地 域 の 支 援 制 度
で は み ら れ な い 特 筆 す べ き 点 で あ る 。  
す な わ ち ， 札 幌 市 で は ① 制 度 の 改 変 を 行 っ た 経 緯 が あ る ， ②
制 度 の 主 な 運 営 先 と し て 市 の 担 当 課 と は 別 に 本 制 度 を 専 門 業 務
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と す る 事 務 局 が 設 置 さ れ て い る ， ③ 支 援 内 容 が ハ ー ド 面 で は な
く ソ フ ト 面 が 中 心 で あ る ， ④ 支 援 対 象 が ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 だ け
で な く 市 民 個 人 を も 対 象 と し て い る ， こ と が あ げ ら れ ， 先 進 的
な 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 展 開 し て い る 。  
 本 研 究 で は 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 継 続 的 な 展 開 に 向 け た 方
策 を 導 き だ す た め ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 事 業 展 開 し て 歴 史
が 浅 く ， 事 業 の 改 善 が 課 題 と し て あ げ ら れ る 神 奈 川 県 厚 木 市 と ，
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 長 期 に わ た り 展 開 す る と と も に ， 制 度
の 支 援 制 度 の 改 変 を 行 い ， 様 々 な 支 援 策 を 講 じ て い る 北 海 道 札
幌 市 を 事 例 と し ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 継 続 的 に 展 開 し て い
く た め に 必 要 な 方 策 に つ い て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  
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各
区
の
土
木
セ
ン
タ
ー
花
び
と
会
事
務
局
（千
葉
市
緑
政
課
内
）
千
葉
市
緑
政
課
緑
と
花
の
推
進
室
 さ
い
た
ま
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
会
（さ
い
た
ま
市
み
ど
り
推
進
課
）
花
と
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
タ
ウ
ン
ガ
ー
デ
ナ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
市
民
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
個
人
・企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
個
人
花
苗
・資
材
の
支
給
○
×
×
○
×
×
×
○
○
※
３
低
価
格
で
の
花
苗
の
斡
旋
×
×
×
×
×
○
×
×
×
助
成
金
の
支
給
×
×
×
×
○
×
×
×
×
イ
ベ
ン
ト
・交
流
会
の
開
催
×
  
  
〇
※
１
  
  
〇
※
１
×
×
×
○
×
○
学
習
・ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
支
援
×
〇
〇
×
×
×
○
×
○
ニ
ュ
ー
ス
・通
信
の
発
行
×
〇
〇
×
×
×
○
×
×
各
団
体
の
情
報
発
信
サ
ポ
ー
ト
×
〇
〇
×
×
×
○
×
×
※
２
：本
制
度
は
街
路
沿
道
の
ま
す
花
壇
に
限
る
と
さ
れ
る
が
，
公
園
等
に
関
し
て
は
要
相
談
※
３
：花
苗
な
ど
の
支
援
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
み
仙
台
市
公
園
緑
地
協
会
仙
台
市
花
い
っ
ぱ
い
市
民
活
動
助
成
事
業
花
い
っ
ぱ
い
ま
ち
づ
く
り
助
成
花
壇
づ
く
り
助
成
千
葉
市
花
び
と
会
ま
す
花
壇
制
作
事
業
※
２
（北
区
の
事
例
）
備
考
欄
対
象
支 援 内 容
ハ ー ド 面
※
１
：団
体
と
個
人
共
通
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
あ
れ
ば
、
団
体
と
個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。
都
市
運
営
機
関
札
幌
市
花
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（札
幌
市
公
園
緑
化
協
会
内
）
さ
っ
ぽ
ろ
タ
ウ
ン
ガ
ー
デ
ナ
ー
制
度
花
未
来
事
業
事
業
名
称
ソ フ ト 面
花
い
っ
ぱ
い
運
動
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表
１
－
１
　
各
都
市
で
展
開
さ
れ
る
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
支
援
制
度
（そ
の
２
）
横
浜
市
新
潟
市
静
岡
市
浜
松
市
名
古
屋
市
相
模
原
市
み
ど
り
の
協
会
市
民
協
働
推
進
課
川
崎
市
公
園
緑
地
協
会
川
崎
市
各
区
の
担
当
課
（幸
区
の
事
例
）
横
浜
市
緑
の
協
会
新
潟
市
各
区
の
建
設
課
緑
地
政
策
課
緑
政
課
名
古
屋
市
み
ど
り
の
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
花
苗
・資
材
の
支
給
○
○
○
○
×
○
○
○
○
低
価
格
で
の
花
苗
の
斡
旋
×
×
×
×
○
×
×
×
×
助
成
金
の
支
給
×
○
×
×
×
×
×
×
×
イ
ベ
ン
ト
・交
流
会
の
開
催
×
×
○
×
○
×
×
×
×
学
習
・ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
支
援
×
×
×
×
○
×
×
×
×
ニ
ュ
ー
ス
・通
信
の
発
行
×
○
×
×
○
×
×
×
×
情
報
発
信
の
サ
ポ
ー
ト
×
×
○
×
×
×
×
×
×
川
崎
市
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
さ
が
み
は
ら
　
街
美
化
ア
ダ
プ
ト
制
度
花
の
ま
ち
づ
く
り
・み
ど
り
い
っ
ぱ
い
運
動
相
模
原
市
都
市
運
営
機
関
事
業
名
称
市
民
花
壇
・
ふ
れ
あ
い
花
壇
備
考
欄
支 援 内 容
ハ ー ド 面 ソ フ ト 面
沿
道
花
い
っ
ぱ
い
運
動
園
芸
資
材
交
付
制
度
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
象
花
や
ぐ
ま
ち
事
業
花
苗
配
布
事
業
緑
化
活
動
推
進
事
業
―
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表
１
－
１
　
各
都
市
で
展
開
さ
れ
る
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
支
援
制
度
（そ
の
３
）
京
都
市
大
阪
市
京
都
市
各
区
の
担
当
課
（山
科
区
の
事
例
）
大
阪
市
各
区
の
区
民
企
画
担
当
花
み
ど
り
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（神
戸
市
立
花
と
緑
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
内
）
神
戸
市
各
区
の
建
設
事
務
所
岡
山
市
公
園
協
会
庭
園
都
市
推
進
課
―
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
み
ど
り
活
動
支
援
事
業
「種
か
ら
育
て
る
地
域
の
花
づ
く
り
」事
業
花
と
み
ど
り
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
ち
の
美
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
緑
化
推
進
団
体
支
援
事
業
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
緑
と
花
の
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
花
苗
・資
材
の
支
給
○
×
○
○
×
○
×
○
低
価
格
で
の
花
苗
の
斡
旋
×
×
×
×
×
×
×
×
助
成
金
の
支
給
×
×
×
×
×
○
○
×
イ
ベ
ン
ト
・交
流
会
の
開
催
×
○
×
×
○
×
×
×
学
習
・ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
支
援
×
○
×
○
○
×
×
×
ニ
ュ
ー
ス
・通
信
の
発
行
×
○
×
×
○
○
×
×
各
団
体
の
情
報
発
信
サ
ポ
ー
ト
×
○
×
○
○
×
×
×
備
考
欄
支 援 内 容
ハ ー ド 面 ソ フ ト 面
都
市
運
営
機
関
堺
市
公
園
協
会
事
業
名
称
対
象
堺
市
神
戸
市
岡
山
市
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表
１
－
１
　
各
都
市
で
展
開
さ
れ
る
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
支
援
制
度
（そ
の
４
）
北
九
州
市
熊
本
市
市
内
各
区
の
担
当
課
（）
北
九
州
市
緑
政
課
花
と
み
ど
り
係
福
岡
市
み
ど
り
推
進
課
緑
の
ま
ち
づ
く
り
協
会
市
民
協
働
課
花
と
緑
の
広
島
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
魅
せ
る
花
づ
く
り
補
助
制
度
―
花
咲
く
街
か
ど
づ
く
り
事
業
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
緑
の
活
動
支
援
事
業
―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・企
業
個
人
宅
ま
た
事
業
所
内
の
民
有
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
―
花
苗
・資
材
の
支
給
×
○
○
○
○
○
○
低
価
格
で
の
花
苗
の
斡
旋
×
×
×
×
×
×
×
助
成
金
の
支
給
×
×
×
×
×
×
×
イ
ベ
ン
ト
・交
流
会
の
開
催
○
×
×
×
×
×
×
学
習
・ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
支
援
○
×
×
×
×
×
×
ニ
ュ
ー
ス
・通
信
の
発
行
×
×
×
×
×
×
×
情
報
発
信
の
サ
ポ
ー
ト
○
×
×
×
×
×
×
備
考
欄
事
業
名
称
対
象
支 援 内 容
ソ フ ト 面ハ ー ド 面
都
市
福
岡
市
運
営
機
関
広
島
市
広
島
市
緑
政
課
16 
 
１ - ２  園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 関 す る 先 行 研 究  
 こ れ ま で 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を は じ め と す る 花 と 緑 の ま ち
づ く り に 関 し て 行 わ れ て き た 先 行 研 究 を み て み る と ， 大 き く 二
つ の 研 究 内 容 に 分 類 す る こ と が で き る 。 一 つ は ， 園 芸 ボ ラ ン テ
ィ 活 動 を 実 践 す る 活 動 団 体 や 団 体 の 代 表 者 に 焦 点 を 当 て た 研 究
で あ り ， も う 一 方 は ， 各 団 体 に 所 属 す る 団 体 メ ン バ ー に 対 し て
調 査 し た 研 究 で あ る 。 以 下 ， 上 記 二 つ の 視 点 に 関 す る 先 行 研 究
に つ い て 詳 し く 述 べ て い き た い 。  
（ １ ） 市 民 団 体 の 実 態 や 団 体 代 表 者 の 意 識 の 把 握  
 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の よ う な 花 と 緑 の ま ち づ く り に 携 わ る
市 民 団 体 に 関 す る 先 行 研 究 を み て み る と ， 公 園 管 理 に 携 わ る 公
園 愛 護 会 に つ い て 発 足 の 経 緯 や 状 況 を 明 ら か に し た 研 究 （ 金
子 ・ 内 山 ， 1 9 8 3 ） ， 住 区 基 幹 公 園 の 管 理 活 動 に つ い て 団 体 の 形
成 過 程 か ら ， そ れ ら を 類 型 化 し 団 体 の 実 態 に つ い て 報 告 し た 研
究 （ 根 来 ・ 渡 辺 ， 1 9 8 7 ） ， 類 型 化 さ れ た 団 体 の 組 織 化 の 過 程 を
明 ら か に し た 研 究 （ 島 尾 ら ， 1 9 9 3 ） ， 神 戸 市 で の 公 園 管 理 活 動
に つ い て ， そ の 現 状 や 実 態 を 分 析 し ， 活 動 促 進 の た め の 支 援 策
を 考 察 し た 研 究 （ 岩 村 ・ 横 張 ， 2 0 0 1 ） ， 千 葉 市 で の 公 園 管 理 活
動 を 事 例 に ， 市 民 団 体 と 行 政 と の 連 携 に お い て ， 活 動 主 体 間 を
結 ぶ 中 間 的 な 組 織 の 必 要 性 を 説 い た 研 究 （ 山 崎 ら ， 2 0 1 1 ） ， 街
路 沿 道 の 管 理 活 動 に つ い て ， 道 路 の 美 観 向 上 な ど の 効 果 が あ る
こ と を 明 ら か に し た 研 究 （ 亀 野 ら ， 2 0 0 2 ） な ど が あ る 。  
こ の よ う に ， 花 と 緑 の ま ち づ く り に 携 わ る 市 民 団 体 に つ い て
は 多 く の 先 行 研 究 が 存 在 す る が ， そ れ ら の 多 く が 主 に 都 市 公 園
で 活 動 す る 市 民 団 体 を 対 象 と し た も の で あ る 。 都 市 公 園 の み な
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ら ず ， 街 路 空 間 や 病 院 な ど の 公 共 施 設 で 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
を 行 う 多 様 な 市 民 団 体 に 関 し て ， そ れ ら の 団 体 形 態 や 抱 え る 課
題 な ど に つ い て 整 理 ・ 考 察 し た 研 究 は 全 く み ら れ な い 。  
（ ２ ） 団 体 メ ン バ ー に 対 す る 意 識 の 把 握  
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど に 関 す る 先 行 研 究 の 中 で ， 実 際 の
活 動 に 従 事 す る 活 動 者 の 意 識 を 調 査 し た 研 究 を み る と ， 私 的 な
園 芸 活 動 が み ど り の ま ち づ く り へ と 広 が る 要 因 や 課 題 に つ い て ，
園 芸 愛 好 者 の 意 識 を 分 析 し た 研 究 （ 川 根 ら ， 2 0 0 0 ；  林 ら ， 2 0 0
0 ） ， 街 路 沿 道 で の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 対 象 に ， 活 動 年 数 の
異 な る ２ 団 体 の メ ン バ ー 間 の 意 識 の 違 い を 考 察 し た 研 究 （ T o d o
r o v a ら ， 2 0 0 4 ） ， ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 用 い ら れ る 植 物 材 料 を
調 査 す る と と も に ， メ ン バ ー が 捉 え た 課 題 に つ い て 検 証 し た 研
究 （ 林 ・ 保 久 良 ， 2 0 0 9 ） な ど が あ る 。 こ の よ う に ， 実 際 の 園 芸
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 携 わ る 活 動 者 に 関 し 調 査 し た 研 究 の 中 で ，
市 民 団 体 な ど に 所 属 し て 活 動 に 取 り 組 ん で い る 団 体 メ ン バ ー に
対 す る 調 査 は 少 な い の が 現 状 で あ る 。  
 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど で は ， 団 体 代 表 者 の 存 在 が 大 き く
影 響 す る と さ れ て お り （ 平 田 ， 2 0 0 0 ） ， 前 述 し た と お り 団 体 そ
の も の や 代 表 者 に 焦 点 を 当 て た 先 行 研 究 が 行 わ れ て き た 。 そ の
中 で 山 崎 ら （ 2 0 1 1 ） は 活 動 を 行 う 団 体 代 表 者 へ の 意 識 調 査 よ り ，
活 動 の 継 続 的 な 展 開 に は 他 団 体 や 他 組 織 と の 連 携 が 重 要 で あ る
と 述 べ て い る 。 し か し ， 団 体 間 の 連 携 を 今 後 推 進 す る に は ， 団
体 代 表 者 と 団 体 メ ン バ ー 各 々 に つ い て 詳 し く 調 査 す る だ け で な
く ， 両 者 の 意 識 の 相 違 に つ い て も 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え ら
れ る 。 こ れ ま で ， こ の こ と に つ い て 論 述 し た 研 究 は み ら れ な い 。
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し た が っ て ， 本 研 究 で は 厚 木 市 と 札 幌 市 を 事 例 と し て ， 多 様 な
団 体 形 態 の 代 表 者 を 対 象 に 調 査 す る と と も に ， 各 々 の 団 体 に 所
属 す る メ ン バ ー へ の 調 査 を 通 じ て ， 両 者 の 意 識 を 包 括 的 に 捉 え
て 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 継 続 的 に 展 開 す る た め の 施 策 に つ い
て 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  
 
１ - ３  本 研 究 の 構 成  
 本 研 究 は 五 つ の 章 か ら 構 成 さ れ る 。 ま ず ， 第 １ 章 で は ， 研 究
の 背 景 と 目 的 に つ い て 述 べ た 。  
 第 ２ 章 で は ， 厚 木 市 で 展 開 さ れ る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 「 花
未 来 事 業 」 を 対 象 と し て ， 団 体 代 表 者 と 団 体 メ ン バ ー へ の 意 識
調 査 よ り ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 事 業 展 開 し て 歴 史 が 浅 く ，
事 業 の 改 善 が 課 題 と し て あ げ ら れ る 「 花 未 来 事 業 」 の 実 態 把 握
を 試 み た 。  
 第 ３ 章 で は ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 先 進 的 に 進 め て い る 札
幌 市 の 「 タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 に つ い て ， ま ず 多 様 な ボ ラ ン
テ ィ ア 団 体 の 代 表 者 に 対 し て 意 識 調 査 を 行 い ， 団 体 活 動 を 継 続
的 に 進 め る た め の 方 策 に つ い て 検 証 を し た 。  
 第 ４ 章 で は ， 第 ３ 章 と 同 じ く 札 幌 市 で 展 開 さ れ る 「 タ ウ ン ガ
ー デ ナ ー 制 度 」 に 関 し て ， 団 体 代 表 者 で は な く ， 団 体 メ ン バ ー
を 対 象 と し て 意 識 調 査 を 行 い ， 団 体 メ ン バ ー と 代 表 者 の 意 識 の
整 合 性 の 観 点 か ら ， 今 後 の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の あ り 方 に つ
い て 考 察 し た 。  
 第 ５ 章 で は ， 各 章 か ら 得 ら れ た 知 見 を も と に ， 園 芸 ボ ラ ン テ
ィ ア 活 動 を 継 続 的 に 展 開 す る た め の 要 因 と 今 後 の あ り 方 に つ い
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て 提 示 し た 。 な お ， 本 章 の 構 成 は 図 １ - １ に 示 す と お り で あ る 。  
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第 １ 章  本 研 究 の 背 景 と 目 的  
第 ２ 章  厚 木 市 「 花 未 来 事 業 」 を 事 例 と し た 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
に お け る 参 加 者 意 識 と 活 動 継 続 の 条 件  
厚 木 市 で 展 開 さ れ る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 「 花 未 来 事 業 」 を 対 象 と し
て ， 団 体 代 表 者 と 団 体 メ ン バ ー へ の 意 識 調 査 よ り ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
を 事 業 展 開 し て 歴 史 が 浅 く ， 事 業 の 改 善 が 課 題 と し て あ げ ら れ る 「 花 未 来
事 業 」 の 実 態 把 握 を 試 み た 。  
第 ３ 章  札 幌 市 で 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 展 開 す る  
市 民 団 体 の 類 型 化 と そ の 特 徴  
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 先 進 的 に 進 め て い る 札 幌 市 の 「 タ ウ ン ガ ー デ ナ
ー 制 度 」 に つ い て ， ま ず 多 様 な ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の 代 表 者 に 対 し て 意 識 調
査 を 行 い ， 団 体 活 動 を 継 続 的 に 進 め る た め の 方 策 に つ い て 検 証 を し た 。  
第 ４ 章  札 幌 市 を 事 例 と し た 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お け る  
団 体 メ ン バ ー の 意 識 と 団 体 形 態  
第 ３ 章 と 同 じ く 札 幌 市 で 展 開 さ れ る 「 タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 に 関 し て ，
団 体 代 表 者 で は な く ， 団 体 メ ン バ ー を 対 象 と し て 意 識 調 査 を 行 い ， 団 体 メ
ン バ ー と 代 表 者 の 意 識 の 整 合 性 の 観 点 か ら ， 今 後 の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活
動 の あ り 方 に つ い て 考 察 し た 。  
第 ５ 章  総 合 考 察  
図 １ - １  本 研 究 の フ ロ ー 図  
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第 ２ 章  厚 木 市 「 花 未 来 事 業 」 を 事 例 と し た 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア
活 動 に お け る 参 加 者 意 識 と 活 動 継 続 の 条 件  
 
２ - １  背 景 ・ 目 的  
市 民 活 動 が 活 発 と い わ れ る 関 東 地 方 で は ， 市 民 と 行 政 と の 協 働
に よ る ま ち づ く り 活 動 を 導 入 し て い る 自 治 体 数 が 最 も 多 く ， 神
奈 川 県 で は 1 6 の 市 ・ 町 で 実 施 さ れ て い る （ 食 品 容 器 環 境 美 化 協
会 ， 2 0 1 0 ） 。 そ の 中 の 一 都 市 で あ る 厚 木 市 で は ， 「 さ わ や か な
環 境 配 慮 型 地 域 づ く り ， 心 や す ら ぐ 居 住 環 境 づ く り 」 に 取 り 組
ん で お り （ 厚 木 市 ， 2 0 1 0 ） ， そ の 一 環 と し て 公 園 花 壇 に お け る
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 「 花 未 来 事 業 」 を 2 0 0 3 年 か ら 展 開 し て
い る 。 本 事 業 は 2 0 0 9 年 現 在 で ６ 年 目 を 迎 え て い る こ と か ら ，
活 動 の 現 状 や 制 度 の 改 善 点 な ど の 把 握 が 課 題 と し て あ げ ら れ る 。
そ こ で 本 研 究 で は ， 展 開 さ れ て 歴 史 の 浅 い 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活
動 「 花 未 来 事 業 」 に 参 加 し て い る 活 動 団 体 の 実 態 を 明 ら か に す
る と と も に ， 団 体 メ ン バ ー へ の 意 識 調 査 か ら 各 団 体 の 活 動 が 継
続 的 に 展 開 さ れ る た め の 条 件 に つ い て 考 察 す る こ と を 目 的 と し
た 。  
 
２ - ２  研 究 の 方 法  
（ １ ） 調 査 対 象  
本 調 査 で は ， ま ず 神 奈 川 県 厚 木 市 の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 「 花
未 来 事 業 」 に 参 加 し て い る 4 7 団 体 （ 平 成 2 0 年 ４ 月 現 在 ） の う
ち ， 活 動 期 間 １ 年 以 上 の 4 3 団 体 に 対 し ， 厚 木 市 公 園 緑 地 課 を 通
じ て 本 調 査 へ の 協 力 依 頼 を 郵 送 し た ． そ の 結 果 ， 調 査 へ の 協 力
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の 得 ら れ た 2 3 団 体 （ 表 ２ - １ ） の 参 加 者 を 本 調 査 の 対 象 と 設 定
し た 。  
（ ２ ） 調 査 手 法  
 本 調 査 で は ， 上 記 2 3 団 体 の 団 体 メ ン バ ー に 対 し ア ン ケ ー ト 調
査 を 行 っ た 。 ま た ， 各 団 体 の 活 動 の 実 態 を 把 握 す る た め ， 協 力
の 得 ら れ た 2 3 団 体 の 定 例 の 活 動 に 参 加 し ， 団 体 の 活 動 状 況 の 把
握 な ど を 行 う と と も に ， 団 体 代 表 者 に 対 し て 聞 き 取 り 調 査 を 行
っ た 。  
調 査 は 2 0 0 8 年 ４ 月 1 9 日 か ら 同 年 1 0 月 1 8 日 に か け て 行 っ
た 。 ア ン ケ ー ト 用 紙 は ， 各 団 体 の 植 栽 活 動 に 参 加 し た 際 の 活 動
終 了 後 に 配 布 し ， そ の 場 で 記 入 し て も ら い 回 収 し た 。 ア ン ケ ー
ト 調 査 の 内 容 は ， 活 動 目 的 ， 活 動 に お け る 満 足 度 ， 活 動 に 対 す
る 地 域 住 民 の 反 応 ， 今 後 の 活 動 へ の 継 続 意 欲 ， 活 動 継 続 に 必 要
な 条 件 な ど で あ る （ 表 ２ - ２ ） 。 ア ン ケ ー ト の 用 紙 の 配 布 数 は 2
0 4 数 で 有 効 回 答 数 は 1 7 8 数 で あ っ た 。 団 体 代 表 へ の 聞 き 取 り 調
査 の 内 容 は ， 運 営 主 体 ， 活 動 目 的 ， 活 動 に お け る 満 足 感 ， 活 動
を 継 続 す る た め に 必 要 な 条 件 で あ る 。  
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１
　
調
査
団
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の
特
徴
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
番
号
団
体
名
調
査
実
施
日
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・月
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）
 活
動
場
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園
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）
*
1
林
第
４
を
良
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る
会
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･0
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19
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）
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ペ
ス
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の
会
20
09
･0
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01
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公
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）
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3
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つ
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げ
花
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ラ
ブ
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09
･0
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02
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）
*
4
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い
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20
09
･0
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06
地
区
公
園
12
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）
*
5
小
田
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架
下
公
園
20
09
･0
5･
09
街
区
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7枚
）
*
6
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か
み
公
園
20
09
･0
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09
街
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3枚
）
*
7
岡
田
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公
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20
09
･0
5･
10
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区
公
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16
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0枚
）
*
8
鳶
尾
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公
園
20
09
･0
5･
12
街
区
公
園
4枚
（*
4枚
）
*
9
下
河
原
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃ
ｨｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｸ
20
09
･0
5･
18
市
有
地
11
枚
（*
9枚
）
1
0
若
宮
公
園
(ﾌ
ﾗﾜ
ｰ
ｶﾞ
ｰ
ﾃ
ﾞﾝ
)
20
09
･0
5･
25
地
区
公
園
7枚
（*
5枚
）
1
1
戸
室
し
み
ず
公
園
20
09
･0
5･
26
街
区
公
園
9枚
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8枚
）
1
2
愛
名
第
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，
第
二
公
園
20
09
･0
5･
28
と
も
に
街
区
公
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8枚
（*
6枚
）
1
3
長
谷
は
ら
公
園
20
09
･0
6･
01
街
区
公
園
10
枚
（*
9枚
）
1
4
鳶
尾
緑
地
20
09
･0
6･
01
市
有
地
3枚
（*
3枚
）
1
5
坂
上
公
園
20
09
･0
6･
02
街
区
公
園
6枚
（*
6枚
）
1
6
く
り
の
実
，
水
の
輪
公
園
20
09
･0
6･
04
と
も
に
街
区
公
園
11
枚
（1
0枚
）
1
7
王
子
公
園
20
09
･0
6･
13
街
区
公
園
7枚
（*
7枚
）
1
8
そ
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だ
公
園
20
09
･0
6･
15
街
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公
園
6枚
（*
6枚
）
1
9
厚
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09
･0
6･
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街
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公
園
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枚
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）
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0
鳶
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弥
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20
09
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街
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公
園
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枚
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3枚
）
2
1
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子
宮
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公
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20
09
･0
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公
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）
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2
鳶
尾
西
公
園
20
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･1
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公
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公
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3枚
（*
3枚
）
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査
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紙
配
布
数
(回
収
数
)
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表２－２　アンケート調査の設問内容
質問内容 詳細
・園芸に関する目的（園芸を楽しみたい，園芸の知識や技術を活か
したい，園芸技術・知識を学びたい）
・個人的な目的（体を動かしたい，余暇を有意義に使いたい，健康を
維持・増進したい）
・地域・社会に関する目的（景観を向上したい，人間関係の輪を広げ
たい，地域の連帯感を強めたい）
・その他
・園芸に関する目的（園芸を楽しむことができた，園芸の知識や技術
を活かすことができた， 園芸技術・知識を学ぶことができた）
・個人的な目的（体を動かすことができた，余暇を有意義に使うこと
ができた，健康を維持・増進できた）
・地域・社会に関する目的（景観を向上することができた，人間関係
の輪を広げることができた，地域の連帯感を強めることができた）
活動継続に対する意識
（今後もこの活動を継続していきたいですか？）
５段階（強くそう思う～全くそう思わない）
参加者が捉えた，活動に対する地域
住民の反応（８選択肢から複数回答）
公園を訪れる人が増えた，活動中に声をかけられるようになった，
地域（公園）のゴミが減った，地域や公園に関心を持つ人が増えた，
植物や環境について話題がでるようになった，活動が地域の話題に
のぼるようになった，特になし，その他
活動が継続されるための条件
（10選択肢から複数回答）
園芸に興味があるメンバーが多い，園芸の知識や技術を持っている
メンバーが多い，園芸の新しい知識や技術を習得できる，メンバー
同士の交流を持つことができる，気軽に参加・活動できる形態，活動
場所（公園）の確保，周りの評価，市の支援（苗や肥料などの資材や
活動費など），特になし，その他
活動における満足度
（「その他」の項目を除いた参加目的11項目に対
し，強くそう思う～全くそう思わないの５段階）
活動に参加した目的
（12選択肢から複数回答）
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２ - ３  結 果  
（ １ ） 団 体 代 表 者 の 意 識  
（ ⅰ ） 活 動 団 体 の 属 性  
ま ず ， 参 加 団 体 の 基 礎 情 報 に つ い て 述 べ る （ 表 ２ - ３ ） 。 団 体
の 規 模 で は メ ン バ ー 数 が ３ ～ 2 3 名 と 小 規 模 の 団 体 で 構 成 さ れ て
い る 。 活 動 し て い る 場 所 も ， 公 園 区 分 の 中 で 最 も 公 園 規 模 の 小
さ い 街 区 公 園 と し て い る 団 体 が 2 3 団 体 中 2 0 団 体 と 多 数 を 占 め
て い た （ 表 ２ - １ ） 。 活 動 場 所 を 街 区 公 園 と し な い 団 体 を み て み
る と ， 団 体 ９ で は 市 有 地 ， 団 体 1 0 で は 地 区 公 園 ， 団 体 1 4 で は
市 有 地 で あ っ た 。  
メ ン バ ー の 年 齢 層 で は ， 団 体 2 2 と 団 体 2 3 の み 各 々 4 0 代 と 3
0 ～ 4 0 代 と 年 齢 層 の 若 い メ ン バ ー で 構 成 さ れ て い た が ， 残 り の
団 体 で は 年 齢 層 が 5 0 ～ 7 0 代 と ， 高 年 齢 層 の メ ン バ ー で 構 成 さ
れ て い た （ 表 ２ - ３ ） 。  
団 体 を 運 営 し て い る 主 体 で は ， 自 治 会 や 老 人 会 ， 婦 人 会 ， 加 え
て 子 ど も 会 な ど ， 地 域 組 織 を 母 体 と し て い る 団 体 が 1 0 団 体 あ り ，
反 対 に 運 営 主 体 を 自 治 会 な ど の 地 域 組 織 と は 別 と し ， 地 域 住 民
の 有 志 に よ る 集 ま り と な っ て い る 団 体 が 1 2 団 体 あ っ た 。 そ の 他
で は 団 体 1 8 の み 運 営 母 体 が 企 業 と な っ て い た 。  
（ ⅱ ） 活 動 に 参 加 し た 目 的  
次 に ， 各 団 体 が ど の よ う な 目 的 を も っ て 活 動 し て い る か 聞 き 取
っ た 内 容 に つ い て K J 法 （ 川 喜 田 ， 1 9 6 7 ） を 用 い て 分 類 し た 結
果 ， 三 つ の 活 動 目 的 に 分 類 す る こ と が で き た （ 表 ２ - ３ ， 図 ２ -
１ ） 。 一 つ 目 は 「 地 域 の 美 化 活 動 が し た く て 」 ， 「 ま ち を き れ
い に し た い 一 心 で 」 ， 「 子 ど も の 防 犯 の た め 」 な ど で 構 成 さ れ
26 
 
る こ と か ら 「 地 域 貢 献 」 と 解 釈 し た 。 二 つ 目 は 「 近 所 で 交 流 を
も ち た く て 」 ， 「 団 体 の サ ー ク ル 活 動 と し て 」 ， 「 地 域 の 住 民
で 何 か 活 動 を し た く て ， 花 壇 の 管 理 を や ろ う と 思 っ た 」 な ど で
構 成 さ れ る た め 「 交 流 」 と 解 釈 し た 。 三 つ 目 は 「 花 が 好 き だ っ
た の で ， 広 報 で み て や っ て み た い と 思 っ た 」 ， 「 花 が 好 き だ か
ら や ろ う と 思 っ た 」 な ど で 構 成 さ れ る の で 「 園 芸 活 動 」 と 解 釈
し た 。  
（ ⅲ ） 活 動 で 得 ら れ る も の  
続 い て 活 動 を 通 じ て 得 ら れ る も の に つ い て ， 聞 き 取 っ た 内 容 を
K J 法 （ 川 喜 田 ， 1 9 6 7 ） に よ っ て 分 類 し た 結 果 ， 三 つ に 分 類 す
る こ と が で き た （ 表 ２ - ３ ， 図 ２ - ２ ） 。 一 つ 目 は 「 近 所 の 人 々
と の 交 流 が も て る と い う の が 大 き い 」 ， 「 人 と の 交 流 を も つ の
が 楽 し い 」 な ど で 構 成 さ れ る こ と か ら 「 交 流 す る 楽 し み 」 と 解
釈 し た 。 二 つ 目 は 「 通 る 人 が き れ い と い っ て く れ る 」 ， 「 『 い
つ も き れ い に し て く れ て あ り が と う 』 と 言 わ れ る の が う れ し
い 」 な ど で 構 成 さ れ る た め 「 他 者 か ら の 評 価 （ ね ぎ ら い ） 」 と
解 釈 し た 。 三 つ 目 は 「 園 芸 は 楽 し い 」 ， 「 マ ン シ ョ ン に は 広 い
庭 が な い か ら 広 い 場 所 で 園 芸 が で き て う れ し い 」 な ど で 構 成 さ
れ る の で 「 園 芸 の 楽 し み 」 と 解 釈 し た 。  
（ ⅳ ） 活 動 を 継 続 す る た め に 必 要 な 条 件  
最 後 に ， 活 動 を 継 続 す る た め に 必 要 な 条 件 に つ い て 聞 き 取 り を
行 っ た 。 聞 き 取 っ た 内 容 に つ い て K J 法 （ 川 喜 田 ， 1 9 6 7 ） に よ
っ て 分 類 し た 結 果 ， 三 つ に 分 類 す る こ と が で き た （ 表 ２ - ３ ， 図
２ - ３ ） 。 一 つ 目 は 「 メ ン バ ー み ん な が 仲 良 く や る こ と 」 ， 「 仲
間 が 大 切 ， 仲 が 良 い こ と 」 な ど で 構 成 さ れ る こ と か ら 「 人 間 関
27 
 
係 の 良 さ 」 と 解 釈 し た 。 二 つ 目 は 「 『 地 域 に 役 立 っ て い る ん
だ 』 と い う 思 い 」 ， 「 周 り の 人 々 か ら の 声 は 励 み に な る 」 な ど
で 構 成 さ れ る た め 「 自 己 効 用 感 」 と 解 釈 し た 。 三 つ 目 は 「 自 由
に 参 加 で き る か ら 続 け ら れ る 」 ， 「 ボ ラ ン テ ィ ア な ん だ か ら 無
理 し な い で よ い 」 な ど で 構 成 さ れ る の で 「 無 理 の な い 活 動 参
加 」 と 解 釈 し た 。   
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表
２
－
３
　
団
体
代
表
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果
（そ
の
１
）
番
号
団
体
名
活
動
年
数
メ
ン
バ
ー
数
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
層
運
営
主
体
活
動
目
的
活
動
で
得
ら
れ
る
も
の
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
*
1
林
向
田
公
園
お
花
ク
ラ
ブ
3年
13
名
60
～
70
代
自
治
会
の
一
部
地
域
の
住
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
花
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。
「い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」と
言
わ
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。
周
り
の
人
々
か
ら
の
声
は
励
み
に
な
る
。
*
2
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
会
2年
13
名
60
～
70
代
有
志
団
体
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
た
い
一
心
で
。
園
芸
は
楽
し
い
，
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
て
い
る
，
気
持
ち
が
若
返
る
。
自
由
に
参
加
で
き
る
か
ら
続
け
ら
れ
る
。
楽
し
み
な
が
ら
体
に
無
理
せ
ず
や
っ
て
い
る
。
*
3
ま
つ
か
げ
お
花
ク
ラ
ブ
2年
10
名
50
～
70
代
有
志
団
体
近
所
で
交
流
を
も
ち
た
く
て
。
近
所
の
人
々
と
の
交
流
が
も
て
る
と
い
う
の
が
大
き
い
。
今
で
は
こ
う
い
っ
た
活
動
で
も
な
け
れ
ば
付
き
合
い
が
な
か
な
か
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ん
だ
か
ら
無
理
し
な
い
で
よ
い
。
*
4
う
ぐ
い
す
6年
12
名
60
～
70
代
自
治
会
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
た
か
っ
た
。
き
れ
い
に
な
る
と
人
が
集
ま
っ
て
き
た
，
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
が
楽
し
い
。
特
に
活
動
終
了
後
の
食
事
会
が
楽
し
み
。
「地
域
に
役
立
っ
て
い
る
ん
だ
」と
い
う
思
い
。
*
5
泉
町
を
き
れ
い
に
す
る
会
5年
*
9名
50
～
70
代
自
治
会
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
た
い
一
心
で
。
そ
の
一
つ
と
し
て
花
植
え
活
動
が
あ
る
と
思
う
。
「い
い
花
咲
い
て
る
な
ぁ
」，
「き
れ
い
だ
な
ぁ
」と
言
わ
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。
自
分
の
家
の
庭
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
や
る
こ
と
。
*
6
愛
甲
原
花
の
会
4年
*
3名
60
～
70
代
有
志
団
体
花
が
好
き
だ
っ
た
の
で
，
広
報
で
み
て
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
近
く
に
福
祉
施
設
が
あ
っ
て
そ
こ
の
人
々
が
休
憩
に
来
て
花
壇
を
見
て
喜
ん
で
い
る
の
が
う
れ
し
い
。
誰
か
が
花
を
み
て
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
や
り
が
い
に
な
る
。
*
7
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ふ
れ
あ
い
く
ら
ぶ
5年
16
名
60
～
70
代
老
人
会
子
ど
も
の
防
犯
の
た
め
。
近
く
の
会
社
の
O
Lさ
ん
た
ち
が
昼
食
を
と
る
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
，
「公
園
に
花
が
あ
る
と
安
心
し
て
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う
若
い
お
母
さ
ん
か
ら
か
ら
の
声
を
も
ら
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
が
仲
良
く
や
る
こ
と
。
*
8
野
菊
の
会
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ
2年
*
4名
60
～
70
代
有
志
団
体
花
が
好
き
だ
か
ら
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
市
の
広
報
で
こ
の
活
動
を
み
つ
け
て
参
加
し
た
。
人
と
の
交
流
を
も
つ
の
が
楽
し
い
，
小
さ
い
子
が
「水
や
り
手
伝
お
う
か
？
」と
い
っ
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。
活
動
が
強
制
で
は
な
く
自
由
に
参
加
で
き
る
。
*
9
木
売
場
自
治
会
2年
11
名
50
～
60
代
自
治
会
地
域
の
美
化
活
動
が
し
た
く
て
，
そ
の
一
つ
に
花
未
来
事
業
を
知
っ
て
参
加
し
た
。
特
に
な
し
特
に
な
し
1
0
戸
室
し
み
ず
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
花
の
会
2年
*
7名
50
～
70
代
婦
人
会
気
持
ち
よ
く
き
れ
い
な
公
園
に
し
た
か
っ
た
。
周
り
か
ら
の
評
判
が
あ
っ
て
な
お
さ
ら
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
，
公
園
へ
の
人
の
目
が
多
く
な
っ
た
か
ら
怪
し
い
人
が
い
な
く
な
っ
た
，
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
こ
う
い
っ
た
交
流
が
大
事
。
周
り
の
人
々
か
ら
『き
れ
い
だ
ね
』と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
。
1
1
愛
名
花
咲
グ
ル
ー
プ
6年
*
9名
60
～
70
代
有
志
団
体
花
が
好
き
だ
っ
た
の
で
参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
み
ん
な
で
わ
き
あ
い
あ
い
が
楽
し
い
，
公
園
が
き
れ
い
に
な
っ
た
ら
防
犯
に
役
立
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
の
仲
が
良
い
こ
と
。
1
2
鳶
尾
緑
地
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
3年
*
8名
50
～
70
代
有
志
団
体
草
が
ぼ
う
ぼ
う
で
ひ
ど
い
荒
れ
様
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
，
地
域
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
る
。
緑
地
の
周
り
の
ひ
と
が
訪
れ
る
よ
う
う
に
な
り
，
市
が
ベ
ン
チ
を
お
い
て
く
れ
た
，
犬
の
ふ
ん
が
減
っ
た
。
周
り
の
人
々
が
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
，
「自
分
た
ち
は
開
拓
者
な
ん
だ
」と
い
う
思
い
。
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表
２
－
３
　
団
体
代
表
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果
（そ
の
２
）
番
号
団
体
名
活
動
年
数
メ
ン
バ
ー
数
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
層
運
営
主
体
活
動
目
的
活
動
で
得
ら
れ
る
も
の
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
1
3
長
谷
は
ら
公
園
花
壇
グ
ル
ー
プ
3年
10
名
30
～
60
代
自
治
会
の
一
部
き
れ
い
な
公
園
に
し
た
か
っ
た
。
道
を
通
る
人
が
き
れ
い
と
い
っ
て
く
れ
る
，
み
ん
な
で
花
の
デ
ザ
イ
ン
を
話
し
合
っ
て
決
め
る
の
が
楽
し
い
新
し
い
集
落
の
中
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
う
ま
れ
る
こ
と
。
1
4
美
し
き
地
球
号
6年
*
3名
60
～
70
代
有
志
団
体
環
境
に
や
さ
し
い
，
エ
コ
と
い
う
も
の
に
興
味
が
あ
っ
て
参
加
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
広
い
庭
が
な
い
か
ら
広
い
場
所
で
園
芸
が
で
き
て
う
れ
し
い
，
幼
稚
園
の
送
り
迎
え
の
お
母
さ
ん
・お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
，
花
に
興
味
の
あ
る
人
は
花
壇
を
み
て
く
れ
る
。
「き
れ
い
に
な
っ
た
」な
ど
の
周
り
の
人
々
の
言
葉
。
1
5
王
子
２
丁
目
花
の
会
6年
*
6名
40
～
50
代
自
治
会
の
一
部
「何
か
公
園
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
？
」と
考
え
，
自
分
に
で
き
る
の
は
花
だ
け
だ
か
ら
花
壇
の
管
理
を
し
よ
う
と
思
っ
た
。
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
々
の
グ
ル
ー
プ
が
休
憩
し
て
い
て
，
花
壇
が
き
れ
い
だ
か
ら
と
言
っ
て
写
真
を
と
っ
て
い
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
，
花
で
人
を
結
ん
で
い
る
。
仲
間
が
大
切
。
仲
が
良
い
こ
と
。
1
6
森
の
里
花
咲
ク
ラ
ブ
6年
11
名
60
～
70
代
有
志
団
体
地
域
の
住
民
で
何
か
活
動
を
し
た
く
て
，
花
壇
の
管
理
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
み
ん
な
で
交
流
で
き
る
こ
と
，
私
の
生
き
が
い
。
み
ん
な
と
交
流
で
き
る
こ
と
。
1
7
そ
り
だ
ハ
イ
ツ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
5年
*
7名
60
～
70
代
有
志
団
体
団
地
の
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
。
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
，
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
い
て
，
そ
れ
が
周
り
の
人
の
た
め
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
。
年
齢
や
男
女
を
越
え
た
集
ま
り
だ
か
ら
，
そ
れ
が
い
い
。
1
8
す
ず
ら
ん
会
6年
*
6名
50
～
70
代
企
業
地
元
に
何
か
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
。
周
り
の
人
々
か
ら
の
声
が
あ
る
，
つ
ぼ
み
だ
っ
た
の
が
花
を
咲
か
せ
る
の
が
楽
し
み
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
。
1
9
や
よ
い
フ
ラ
ワ
ー
3年
10
名
50
～
60
代
有
志
団
体
高
校
生
が
い
つ
も
た
む
ろ
し
て
い
た
の
で
防
犯
の
た
め
。
「き
れ
い
だ
よ
」と
周
り
の
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
多
く
の
人
に
花
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
。
2
0
森
の
里
長
寿
会
5年
23
名
60
～
70
代
老
人
会
老
人
会
の
活
動
の
一
環
で
何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て
て
，
広
報
で
み
か
け
て
。
作
業
し
な
が
ら
の
会
話
が
楽
し
い
，
好
き
な
花
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
，
通
勤
や
散
歩
の
人
が
『花
壇
の
前
を
通
る
の
が
い
つ
も
楽
し
み
だ
』と
い
っ
て
く
れ
る
。
通
勤
や
犬
の
散
歩
途
中
の
人
々
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
。
2
1
パ
ー
ク
ハ
イ
ツ
本
厚
木
2年
*
3名
60
代
有
志
団
体
地
域
に
密
着
し
た
何
か
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
花
未
来
事
業
を
知
っ
て
参
加
。
今
ま
で
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
花
で
き
れ
い
に
な
る
と
う
れ
し
い
，
周
り
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。
周
り
の
人
々
か
ら
の
「ご
苦
労
様
」の
一
言
が
励
み
に
な
っ
て
い
る
。
2
2
鳶
尾
西
公
園
6年
*
7名
40
代
子
ど
も
会
子
ど
も
会
の
活
動
の
一
環
で
取
り
入
れ
た
。
近
所
の
人
た
ち
が
「子
ど
も
会
が
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
ね
，
あ
り
が
と
う
」と
声
を
か
け
て
く
れ
る
，
地
域
の
人
が
子
ど
も
を
見
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
防
犯
に
役
立
つ
。
特
に
な
し
2
3
S
m
ile
 f
lo
w
e
rs
3年
*
3名
30
～
40
代
有
志
団
体
公
園
が
暗
く
て
怖
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
変
え
た
か
っ
た
。
殺
風
景
だ
っ
た
公
園
が
花
壇
が
あ
る
こ
と
で
明
る
く
な
っ
た
。
活
動
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
。
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図 ２ - １  団 体 代 表 者 の も つ 活 動 目 的  
（ 図 中 の 番 号 は 各 団 体 の 番 号 と 一 致 す る ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14)環境にやさしい，エコというものに興味
があって参加した 
15)「何か公園にできることはないか？」と
考え，自分にできるのは花だけだから花
壇の管理をしようと思った 
18)地元に何か貢献したいという気持ちから 
21)地域に密着した何かをしたいと思ってい
たところに花未来事業を知って参加 
 
7)子どもの防犯のため 
19)高校生がいつもたむろしていたので
防犯のため 
23)公園が暗くて怖いイメージだったので
変えたかった 
まちの防犯 
地 域 貢 献 
 
1)地域の住環境を良くすることの一つと
花でまちをきれいにしようと思った 
2)まちをきれいにしたい一心で 
4)自分たちの住んでいるところは自分た
ちできれいにしたかった 
5)まちをきれいにしたい一心で，その一
つとして花植え活動があると思う 
9)地域の美化活動がしたくて，その一つ
に花未来事業を知って参加した 
10)気持ちよくきれいな公園にしたかった 
12)草がぼうぼうでひどい荒れ様だった，
地域をきれいにしたいという思いで活
動している 
13)きれいな公園にしたかった 
まちの美化 
 
3)近所で交流をもちたくて 
16)地域の住民で何か活動をしたくて，花壇
の管理をやろうと思った 
17)団地のサークル活動として 
20)老人会の活動の一環で何かやりたいと
思ってて，広報でみかけて 
22)子ども会の活動の一環で取り入れた 
交 流 
 
6)花が好きだったので，広報でみてやって
みたいと思った 
8)花が好きだからやろうと思った。市の広報
でこの活動をみつけて参加した 
11)花が好きだったので参加してみたいと思
った 
園 芸 活 動 
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2)園芸は楽しい 
13)みんなで花のデザインを話し合って決める
のが楽しい 
14)マンションには広い庭がないから広い場所
で園芸ができてうれしい 
17)花がきれいに咲いてくれるのがうれしい 
18)つぼみだったのが花を咲かせるのが楽しみ 
20)好きな花と一緒に活動できる 
21)今まで何もなかったところが花できれいに
なるとうれしい 
23)殺風景だった公園が花壇があることで明る
くなった 
園 芸 の 楽 し み 
 
2)情報交換の場になっている 
3)近所の人々との交流がもてるというのが大き
い，今ではこういった活動でもなければ付き
合いがなかなかない 
4)きれいになると人が集まってきた，メンバーと
の交流が楽しい，特に活動終了後の食事会
が楽しみ 
8)人との交流をもつのが楽しい 
10)高齢になってくるとこういった交流が大事 
11)みんなでわきあいあいが楽しい 
20)作業しながらの会話が楽しい 
交 流 の 楽 し み 
 
13)道を通る人がきれいといってくれる 
14)幼稚園の送り迎えのお母さん・おばあちゃ
んで，花に興味のある人は花壇をみてくれ
る 15)障害をもっている人々のグループが休
憩していて，花壇がきれいだからと言って写
真をとっていたのがうれしかった 
17)自分のためになっていて，それが周りの人
のためになってくれればいい 
18) 周りの人々からの声がある 
19)「きれいだよ」と周りの人から声をかけられ
る 
20)通勤や散歩の人が「花壇の前を通るのが
いつも楽しみだ」といってくれる 
21)周りから声をかけられるのがうれしい 
22)近所の人たちが「子ども会がきれいにして
くれているのね，ありがとう」と声をかけてく
れる，地域の人が子どもを見守ってくれるよ
うになり防犯に役立つ 
 
1)「いつもきれいにしてくれてありがとう」と言
われるのがうれしい 
5)「いい花咲いてるなぁ」，「きれいだなぁ」と言
われるのがうれしい 
6)近くに福祉施設があってそこの人々が休憩
に来て花壇を見て喜んでいるのがうれしい 
7)近くの会社の OL さんたちが昼食をとる憩い
の場になっている，「公園に花があると安心
して子どもを遊ばせることができる」という若
いお母さんからからの声をもらった。 
8)小さい子が「水やり手伝おうか？」といってく
れるのがうれしい 
10)周りからの評判があってなおさらゴミ拾い
をするようになった，公園への人の目が多く
なったから怪しい人がいなくなった 
11)公園がきれいになったら防犯に役立った 
12)緑地の周りのひとが訪れるよううになり，
市がベンチをおいてくれた，犬のふんが減っ
た 
 
他者からの評価（ねぎらい） 
図 ２ - ２  団 体 代 表 者 の 捉 え た 活 動 で 得 ら れ る も の  
（ 図 中 の 番 号 は 各 団 体 の 番 号 と 一 致 す る ）  
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図 ２ - ３  団 体 代 表 者 の 捉 え た 活 動 を 継 続 す る た め に  
必 要 な 条 件  
（ 図 中 の 番 号 は 各 団 体 の 番 号 と 一 致 す る ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2)自由に参加できるから続けられる，楽しみ
ながら体に無理せずやっている 
3)ボランティアなんだから無理しないでよい 
5)自分の家の庭と同じような気持ちでやるこ
と 
8)活動が強制ではなく自由に参加できる 
無理のない活動参加 
 
1)周りの人々からの声は励みになる 
4)「地域に役立っているんだ」という思い 
6)誰かが花をみて喜んでくれるのがやりがいになる 
7)周りの人々から「きれいだね」と言ってもらえるこ
と 
8)小さい子が「水やり手伝おうか？」といってくれる
のがうれしい 
10)周りからの評判があってなおさらゴミ拾いをする
ようになった，公園への人の目が多くなったから
怪しい人がいなくなった 
12)周りの人々が楽しみにしてくれているという思い 
14)「きれいになった」などの周りの人々の言葉 
18)地域の皆さんに楽しんでもらっているという思い 
19)多くの人に花を見てもらいたいという思い 
20)通勤や犬の散歩途中の人々が楽しんでくれてい
ること 
21)周りの人々からの「ご苦労様」の一言が励みに
なっている 
23)活動に参加した子どもたちが喜んでくれているこ
と 
自 己 効 用 感 
 
7)メンバーみんなが仲良くやること 
11)メンバーみんなの仲が良いこと 
13)新しい集落の中で人とのつながりがうまれ
ること 
15)仲間が大切，仲が良いこと 
16)みんなと交流できること 
17)年齢や男女を越えた集まりだから，それ
がいい 
人 間 関 係 の 良 さ 
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（ ２ ） 団 体 メ ン バ ー の 意 識  
（ ⅰ ） 調 査 対 象 者 の 属 性  
調 査 対 象 者 の 属 性 は 表 ２ - ４ に 示 す と お り で あ る 。 ま ず ， 性 別
で は 女 性 5 9 . 6 ％ ， 男 性 4 0 . 4 ％ と 女 性 が 多 か っ た 。 年 齢 層 で は ，
6 0 歳 代 が 最 も 多 く 4 1 . 0 ％ ， 次 い で 7 0 歳 以 上 3 0 . 3 ％ ， 5 0 歳
代 1 6 . 3 ％ と い う 順 で あ り ， メ ン バ ー の 7 0 ％ 以 上 を 6 0 代 以 上 の
高 齢 者 が 占 め る 結 果 と な っ た 。 次 に 職 業 で は ， 主 婦 が 最 も 多 く 3
7 . 6 ％ ， 次 い で 無 職 3 7 . 1 ％ と い う 結 果 か ら ， 団 体 メ ン バ ー の 多
く は 子 育 て を 終 え た 主 婦 層 や 定 年 退 職 を 迎 え た 人 々 な ど ， 時 間
的 に 自 由 度 の 高 い 人 々 で 構 成 さ れ て い る こ と が う か が え る 。 活
動 歴 で は ， ４ 年 以 上 ５ 年 未 満 の 人 が 最 も 多 く 3 1 . 5 ％ ， 次 い で ５
年 以 上 の 人 2 7 . 0 ％ と い う 順 で あ っ た 。  
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表２－４　団体メンバーの属性
属性 項目 回答者数(n)
女性 106 59.6
男性 *72 40.4
20歳未満 **4 *2.2
20代 **1 *0.6
30代 **8 *4.5
40代 **9 *5.1
50代 *29 16.3
60代 *73 41.0
70歳以上 *54 30.3
会社員 *18 10.1
契約・派遣・パート *12 *6.7
主婦 *67 37.6
自営業 **7 *3.9
学生 **4 *2.2
無職 *66 37.1
その他 **4 *2.2
1年未満 *21 11.8
1年以上2年未満 *18 10.1
2年以上3年未満 *22 12.4
3年以上4年未満 *13 *7.3
4年以上5年未満 *56 31.5
5年以上 *48 27.0
性別
年齢
職業
活動歴
割合(%)
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（ ⅱ ） 活 動 へ の 参 加 目 的  
団 体 メ ン バ ー が ど の よ う な 目 的 で 活 動 に 参 加 し て い る の か み て
み る と ， ア ン ケ ー ト で 最 も 回 答 の 多 か っ た 項 目 は 「 地 域 （ 公
園 ） の 景 観 向 上 ・ 美 化 に 貢 献 し た い 」 で 6 6 . 9 ％ ， 次 に 回 答 の 多
か っ た 項 目 は 「 人 間 関 係 の 輪 を 広 げ た い 」 5 2 . 8 ％ ， 次 い で
「 人 々 に 公 園 を 楽 し ん で も ら い た い 」 5 0 . 6 ％ ， 「 地 域 を 明 る く
し 防 犯 に 役 立 て た い 」 4 9 . 4 ％ と い う 順 で あ っ た 。 反 対 に 回 答 の
少 な か っ た 項 目 は ， 「 健 康 を 維 持 ・ 増 進 し た い 」 1 6 . 3 ％ ， 「 新
た な 園 芸 の 知 識 ・ 技 術 を 習 得 し た い 」 1 5 . 2 ％ ， 「 余 暇 を 有 意 義
に 使 い た い 」 1 4 . 6 ％ ， 「 園 芸 の 知 識 ・ 技 術 を 活 か し た い 」 1 1 .
8 ％ な ど で あ っ た 。 以 上 の よ う に ， 交 流 や 地 域 貢 献 な ど ， 社 会 的
な 目 的 に 対 す る 回 答 が 上 位 に あ が り ， 個 人 的 な 目 的 に 対 す る 回
答 は 少 な か っ た （ 図 ２ - ４ ） 。  
（ ⅲ ） 活 動 に お け る 満 足 度 と 地 域 住 民 の 評 価  
①  活 動 に お け る 満 足 度  
活 動 に お け る 満 足 度 に つ い て ， ５ 段 階 （ ５ ： 「 強 く そ う 思 う 」
～ １ ： 「 全 く そ う 思 わ な い 」 ） で 質 問 し た と こ ろ ， 1 1 項 目 全 て
で ５ ： 「 強 く そ う 思 う 」 と ４ ： 「 そ う 思 う 」 を 合 わ せ た 回 答 は 5
0 ％ を 超 え た 。 そ の 中 で 上 位 ５ 項 目 に つ い て み る と ， 「 人 間 関 係
の 輪 を 広 げ る こ と が で き た 」 9 6 . 6 ％ ， 「 地 域 （ 公 園 ） の 景 観 向
上 ・ 美 化 に 貢 献 で き た 」 9 6 . 1 ％ ， 「 人 々 に 公 園 を 楽 し ん で も ら
え た 」 9 5 . 5 ％ ， 「 園 芸 を 楽 し む こ と が で き た 」 9 2 . 1 ％ ， 「 地 域
の 連 帯 感 を 強 め る こ と が で き た 」 9 0 . 4 ％ で あ っ た （ 図 ２ - ５ ） 。  
②  団 体 メ ン バ ー の 捉 え た 地 域 住 民 の 評 価  
参 加 者 が 地 域 住 民 の 反 応 を ど の よ う に 捉 え て い る か を 探 る た め ，
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活 動 を 始 め て か ら 地 域 に ど の よ う な 変 化 や 反 応 が み ら れ た か を
複 数 回 答 で 質 問 し た 。 そ の 結 果 ， 最 も 回 答 の 多 か っ た 項 目 は
「 活 動 中 に 声 を か け ら れ る よ う に な っ た 」 5 1 . 7 ％ ， 次 い で 「 地
域 （ 公 園 ） の ゴ ミ が 減 っ た 」 4 4 . 4 ％ ， 「 公 園 を 訪 れ る 人 が 増 え
た 」 4 2 . 1 ％ ， 「 活 動 が 地 域 の 話 題 に の ぼ る よ う に な っ た 」 3 6 .
5 ％ の 順 で あ っ た （ 図 ２ - ６ ） 。  
（ ⅳ ） 活 動 継 続 に 対 す る 意 識 と 継 続 に 必 要 な 条 件  
①  活 動 継 続 へ の 意 欲  
ア ン ケ ー ト 調 査 で 「 今 後 も こ の 活 動 を 継 続 し た い と 思 い ま す
か ？ 」 を ５ ： 「 強 く そ う 思 う 」 ～ １ ： 「 全 く そ う 思 わ な い 」 の
５ 段 階 評 価 で 質 問 し た と こ ろ ， ５ ： 「 強 く そ う 思 う 」 ， ４ ：
「 そ う 思 う 」 と 回 答 し た 団 体 メ ン バ ー の 合 計 は 9 6 . 1 ％ で あ っ た 。
一 方 ， 「 ど ち ら と も い え な い 」 ， 「 あ ま り そ う 思 わ な い 」 と 回
答 し た 者 は 極 め て 少 な く 各 々 2 . 8 ％ と 1 . 1 ％ ， 「 全 く そ う 思 わ な
い 」 と 回 答 し た 人 は い な か っ た （ 図 ２ - ７ ） 。 こ の こ と か ら ， 参
加 者 は 活 動 に 対 し 継 続 的 な 参 加 を 望 ん で い る こ と が わ か っ た 。  
②  活 動 継 続 に 必 要 と す る 条 件  
 続 い て ， 活 動 を 継 続 す る う え で 必 要 と す る 条 件 に つ い て 検 証
し た 。 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 継 続 す る た め に ど の よ う な 条 件
が 必 要 か を た ず ね た と こ ろ ， 最 も 回 答 の 多 か っ た 項 目 は 「 気 軽
に 参 加 ・ 活 動 で き る 形 態 」 7 6 . 4 ％ で あ り ， 次 い で 「 参 加 者 ど う
し の 交 流 を も つ こ と が で き る 」 6 4 . 6 ％ ， 「 市 の 支 援 （ 苗 ・ 肥 料
な ど ） 」 6 0 . 1 ％ の 順 で あ っ た （ 図 ２ - ８ ） 。  
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図 ２ - ４  活 動 に お け る 参 加 目 的 （ 複 数 回 答 ）  
n = 1 7 8  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9.0 
11.8 
14.6 
15.2 
16.3 
23.0 
43.3 
43.8 
49.4 
50.6 
52.8 
66.9 
0 20 40 60 80 
その他
園芸の知識･技術を活かしたい
余暇を有意義に使いたい
新たな園芸の知識･技術を習得したい
健康を維持･増進したい
体を動かしたい
地域の連帯感を強めたい
園芸を楽しみたい
地域を明るくし防犯に役立てたい
人々に公園を楽しんでもらいたい
人間関係の輪を広げたい
地域(公園)の景観向上･美化に貢献したい
割合（％）
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図 ２ - ５  活 動 に お け る 満 足 度  
n = 1 7 8  
0 20 40 60 80 100
園芸の知識･技術を活かすことができた
園芸の新しい知識･技術を習得できた
健康の維持･増進できた
余暇を有意義に使うことができた
地域を明るくし，防犯に役立った
体を動かすことができた
地域の連帯感を強めることができた
園芸を楽しむことができた
人々に公園を楽しんでもらえた
地域(公園)の景観向上・美化に貢献できた
人間関係の輪を広げることができた
強くそう思う そう思う どちらともいえない
あまり思わない 全く思わない
割合（％）
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図 ２ - ６  地 域 住 民 の 評 価 （ 複 数 回 答 ）  
n = 1 7 8  
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29.8 
33.7 
36.5 
42.1 
44.4 
51.7 
0 20 40 60 
その他
特になし
植物・環境の話題が出るようになった
地域・公園へ関心を持つ人が増えた
活動が地域の話題に上るようになった
公園を訪れる人が増えた
地域(公園)のゴミが減った
活動中に声をかけられるようになった
割合（％）
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47.8%
そう思う
48.3%
どちらともい
えない
2.8%
あまり思わ
ない
1.1%
全く思わな
い
0.0%
図 ２ - ７  活 動 継 続 へ の 意 欲 （ 単 一 回 答 ）  
n = 1 7 8  
 
41 
 
図 ２ - ８  活 動 継 続 に 必 要 と す る 条 件 （ 複 数 回 答 ）  
n = 1 7 8  
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特になし
周りからの評価
園芸の知識･技術を持つﾒﾝﾊﾞｰが多い
園芸の知識･技術を習得できる
活動場所（公園）の確保
園芸に興味のあるﾒﾝﾊﾞｰが多い
市の支援(苗･肥料など)
参加者同士の交流をもつことができる
気軽に参加･活動できる形態
割合（％）
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２ - ４  考 察  
 本 研 究 で は ， 神 奈 川 県 厚 木 市 で 行 わ れ て い る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ
ア 活 動 「 花 未 来 事 業 」 に 対 す る 参 加 者 の 実 態 に つ い て 調 査 し た 。
参 加 者 の 多 く は 6 0 歳 以 上 の 高 齢 者 で あ り ， 子 育 て を 終 え た 主 婦
層 や 定 年 退 職 を 迎 え た 人 々 で あ る こ と が う か が え た 。 本 研 究 で
も 厚 木 市 で 行 わ れ る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 関 わ る 団 体 メ ン バ
ー へ の 意 識 調 査 よ り ， 彼 ら は 地 域 の 景 観 向 上 や 交 流 な ど ， 快 適
な 地 域 づ く り に 対 し 強 い 意 識 を も っ て 活 動 に 臨 ん で い る こ と が
明 ら か と な っ た 。  
杉 尾 （ 1 9 9 8 ） は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ ク ラ イ ス ト チ ャ ー チ に お
け る 外 部 の 視 線 を 受 け る 私 有 地 に お け る 緑 化 活 動 の 実 態 に つ い
て 調 査 し ， 多 く の 活 動 者 は 緑 化 活 動 の 目 的 と し て ， 植 物 へ の 興
味 や 自 身 が リ ラ ッ ク ス す る こ と よ り も ， ま ち の 景 観 美 化 を あ げ
て い た と 報 告 し て い る 。 こ の こ と か ら ， 杉 尾 （ 1 9 9 8 ） の 研 究 結
果 と 同 様 に ， 厚 木 市 の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 で も ， 参 加 者 の 多
く が 健 康 増 進 や 園 芸 の 知 識 ・ 技 術 習 得 な ど の 個 人 的 な 目 的 よ り
も ， 公 園 花 壇 を 管 理 す る こ と で 地 域 の 景 観 向 上 や ， 人 間 関 係 の
輪 の 拡 大 な ど ， 社 会 的 な 目 的 を 主 と し て 活 動 に 臨 ん で い る こ と
が わ か っ た 。 ま た ， 団 体 代 表 者 へ の 聞 き 取 り に よ っ て ， 各 団 体
で は 地 域 貢 献 ， 交 流 ， 園 芸 活 動 を 主 な 目 的 と し て 活 動 を 展 開 し
て い る こ と が 明 ら か と な っ た が ， 特 に 地 域 貢 献 や 交 流 を 目 的 と
し て あ げ る 団 体 が 多 か っ た こ と か ら ， 団 体 の 活 動 目 的 と メ ン バ
ー の 参 加 目 的 が 一 致 す る 傾 向 に あ っ た 。  
団 体 メ ン バ ー は 上 述 の よ う な 目 的 を も っ て 実 際 の 活 動 に 参 加 し ，
新 た な 人 間 関 係 を 築 き メ ン バ ー ど う し で 交 流 で き た こ と ， ま た
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地 域 の 景 観 向 上 ， 美 化 に 貢 献 で き た こ と に 高 い 満 足 感 を 示 し て
い た 。 辰 井 ・ 藤 井 （ 2 0 0 6 ） は 里 山 に お け る 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア 活
動 に つ い て 調 査 し ， 参 加 者 ら は 活 動 を 通 じ て 里 山 の 植 生 変 化 に
貢 献 で き た こ と に や り が い を 感 じ ， ま た 参 加 者 ど う し の 交 流 が
楽 し み と な っ て い た と 報 告 し て お り ， 本 研 究 の 研 究 結 果 と 一 致
し た 。 ま た ， 参 加 者 は 活 動 を 開 始 し て 公 園 の ゴ ミ の 減 少 や 公 園
利 用 者 の 増 加 な ど の 活 動 効 果 が み ら れ た こ と ， 活 動 に 対 す る 地
域 の 人 々 の ね ぎ ら い の 声 や 関 心 ， そ し て 活 動 に 対 し て の 評 価 が
得 ら れ た こ と を 認 識 し て い た 。 地 域 住 民 に よ る 緑 道 の 管 理 活 動
実 態 に つ い て 調 査 し た 駒 田 ・ 渡 辺 （ 2 0 0 6 ） の 研 究 に よ れ ば ， 活
動 者 の 半 数 以 上 が 活 動 を 行 う 上 で 地 域 住 民 か ら の 声 に 喜 び を 感
じ て お り ， 地 域 の 緑 化 活 動 の 現 状 に つ い て 述 べ て い る 報 告 の 中
で も （ 川 中 ， 2 0 0 3 ） ， 活 動 の 担 い 手 と な っ て い る 高 齢 者 は 自 ら
の 手 で 育 て た 植 物 を 地 域 の 人 々 が 見 て 楽 し む 姿 に 喜 び を 感 じ て
い た と あ る 。 さ ら に 社 会 福 祉 分 野 に お け る 高 齢 者 の 主 観 的 幸 福
感 に 関 す る 研 究 の 中 で 渋 谷 ・ 水 溪 （ 2 0 0 1 ） は ， 高 齢 者 は 「 他 人
の 役 に 立 っ て い る 」 と い う 満 足 感 に 支 え ら れ て お り ， 自 身 の 存
在 意 義 を 認 識 で き る こ と が 結 果 的 に 主 観 的 幸 福 感 や 生 き が い 感
を 高 め て い る と 論 じ て い る 。  
こ れ ら の 先 行 研 究 の 結 果 と 本 研 究 の 結 果 を 照 ら し 合 わ せ る と ，
厚 木 市 の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お い て も ， 団 体 メ ン バ ー ら は
地 域 に お い て 活 動 効 果 の み ら れ た こ と や ， 活 動 に 対 し 周 囲 の
人 々 が 評 価 し て い る こ と を 強 く 実 感 し て お り ， こ の こ と が 団 体
メ ン バ ー の 満 足 感 の 高 ま り に 関 係 し た も の と 推 察 さ れ る 。  
今 後 の 活 動 継 続 に 対 す る 団 体 メ ン バ ー の 意 識 に つ い て み る と ，
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彼 ら の 多 く は 活 動 へ の 継 続 的 な 参 加 を 希 望 し て い た 。 さ ら に ，
活 動 を 継 続 し て い く 上 で は ， 花 苗 な ど の 行 政 か ら の ハ ー ド 面 の
支 援 と と も に ， 気 軽 に 参 加 ・ 活 動 で き る と い う 条 件 や メ ン バ ー
ど う し の 交 流 や 人 間 関 係 の 良 さ と い う ソ フ ト 面 の 条 件 の 重 要 性
も 示 唆 さ れ た 。  
ハ ー ド 面 の 支 援 に つ い て は ， 高 齢 者 が 多 数 を 占 め る 本 事 業 で は ，
行 政 か ら の 花 苗 な ど の 園 芸 資 材 の 支 給 は ， 花 苗 を 種 か ら 栽 培 す
る 労 力 や 花 苗 を 購 入 す る 経 済 的 負 担 の 軽 減 に つ な が り ， 活 動 を
継 続 す る う え で 重 要 な 条 件 の 一 つ と い え る 。  
一 方 ， ソ フ ト 面 の 条 件 に つ い て は ， 公 園 の 雑 木 林 ボ ラ ン テ ィ ア
に つ い て 調 査 し た 倉 本 ・ 永 井 （ 2 0 0 2 ） の 研 究 で も ， 同 様 の 結 果
が 示 さ れ て い る の で ， 活 動 の 自 由 度 を 保 障 す る な ど の ソ フ ト 面
の 条 件 の 充 実 も 活 動 の 継 続 に 関 し て 重 要 な 要 素 の 一 つ と 考 え ら
れ る 。  
他 方 ， 他 の 多 く の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お い て ， 活 動 継 続 に は メ
ン バ ー の 確 保 が あ げ ら れ て い る が ， 本 研 究 の 調 査 時 点 で は あ げ
ら れ て は い な か っ た 。 し か し ， 6 0 歳 以 上 の メ ン バ ー が 7 割 を 超
え る 「 花 未 来 事 業 」 の 現 状 を 考 え る と ， 今 後 ， 活 動 を 継 続 す る
た め に は 次 世 代 を 担 う 参 加 者 の 確 保 が 重 要 に な る と 推 察 さ れ る 。  
こ の よ う に ， 事 業 開 始 か ら ５ 年 が 経 過 し た 厚 木 市 に お け る 園 芸
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が ， 現 在 ， 成 功 を お さ め て い る 背 景 に は ， 参
加 者 の 目 的 が 十 分 に 達 成 さ れ て い る こ と ， ま た 行 政 か ら の 園 芸
資 材 な ど の 支 援 と と も に 気 軽 に 参 加 で き る な ど ， 活 動 の 自 由 度
が 大 き い こ と ， そ し て 団 体 内 の 人 間 関 係 が 良 好 な こ と が あ げ ら
れ る 。  
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第 ３ 章  札 幌 市 で 展 開 さ れ る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お け る 市
民 団 体 の 類 型 化 と そ の 特 徴   
 
３ - １  背 景 ・ 目 的  
 今 日 ， 街 路 空 間 や 公 園 花 壇 な ど で の 市 民 に よ る 植 栽 の 管 理 ボ
ラ ン テ ィ ア 活 動 （ 以 下 ， 本 稿 に お い て 「 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活
動 」 と す る ） が 多 く の 自 治 体 で み ら れ る よ う に な っ た 。 こ れ ま
で の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は ， 主 と し て 町 内 会 や 自 治 会 な ど の
地 縁 団 体 を 母 体 と し た 愛 護 会 な ど の 活 動 の 一 環 と し て 行 わ れ る
こ と が 多 か っ た が （ 金 子 ・ 内 山 ， 1 9 8 3 ） ， 近 年 の ま ち づ く り に
対 す る 市 民 の 高 い 関 心 な ど を 背 景 に ， 地 縁 団 体 の 他 に 花 壇 の 植
栽 を 主 目 的 と し て 活 動 す る 園 芸 愛 好 家 に よ る 団 体 も み ら れ る よ
う に な っ て い る （ 中 瀬 ・ 林 ， 2 0 0 2 ；  都 市 緑 化 基 金 ， 2 0 0 5 ） 。  
 そ こ で 本 研 究 で は ， 札 幌 市 の 展 開 す る 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー
デ ナ ー 制 度 」 に 登 録 し て い る 市 民 団 体 を 対 象 に ， 街 路 空 間 や 公
園 花 壇 ， そ の 他 の 公 共 施 設 な ど で 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 実 践
す る 市 民 団 体 の 類 型 化 を 試 み る と と も に ， 活 動 を 運 営 す る 上 で
の 課 題 を 整 理 し ， 行 政 支 援 の あ り 方 に つ い て 考 察 す る こ と を 目
的 と し た 。  
 
３ - ２  研 究 の 方 法  
（ １ ） 調 査 対 象  
本 研 究 で は ， 札 幌 市 の 展 開 す る 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制
度 」 に 登 録 し て い る 市 民 団 体 を 対 象 と し た 。 2 0 1 1 年 現 在 ， こ の
制 度 に は 2 4 の 市 民 団 体 が 登 録 し て お り ， 市 内 の 街 路 沿 道 の 緑 地
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帯 ， 公 園 や 公 共 施 設 の 花 壇 で 植 栽 管 理 を 行 っ て い る 。 本 研 究 で
は ， 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 に 登 録 す る 2 4 の 市 民 団
体 全 て に 調 査 依 頼 書 を 送 り ， 協 力 の 得 ら れ た 2 1 団 体 の 代 表 者 に
対 し て 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た 。  
（ ２ ） 調 査 手 法  
調 査 期 間 は 2 0 1 1 年 ８ 月 1 9 日 ～ ９ 月 1 2 日 の 約 １ か 月 間 と し ，
聞 き 取 り 調 査 で は ， 団 体 代 表 に 直 接 対 面 し ， 団 体 の 活 動 年 数 お
よ び 頻 度 ， メ ン バ ー 数 お よ び 構 成 ， 活 動 目 的 ， 活 動 内 容 ， 地 域
組 織 と の 連 携 の 有 無 ， 行 政 か ら の 支 援 内 容 ， 活 動 を 運 営 す る 上
で の 課 題 な ど に つ い て 聞 き 取 り を 行 っ た 。 さ ら に ， 聞 き 取 り 内
容 を 補 完 す る た め ， 「 さ っ ぽ ろ 花 と 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 事 務 局 」
が 登 録 す る 市 民 や 団 体 に 向 け て 毎 月 発 行 し て い る 花 と 緑 の ネ ッ
ト ワ ー ク 通 信 も 参 考 と し た 。  
 
３ - ３  結 果  
代 表 者 へ の 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 ， 自 宅 兼 事 務 所 の 庭 で の 代 表 者
個 人 に よ る 活 動 で あ っ た １ 団 体 に つ い て は 調 査 対 象 か ら 除 外 し
た 。 そ の た め ， 計 2 0 の 市 民 団 体 に つ い て 以 下 の 分 析 を 行 う も の
と し た 。 2 0 団 体 の 調 査 時 期 お よ び 基 礎 情 報 を 表 ３ - １ に ， 活 動
場 所 の 位 置 を 図 ３ - １ に 示 す 。  
ま ず ， 対 象 と な っ た 市 民 団 体 を 活 動 場 所 の 相 違 に よ り 二 つ に
分 類 し た 。 街 路 沿 道 の 緑 地 帯 な ど で 植 物 の 管 理 を 行 っ て い る 団
体 を 「 街 路 系 」 ， 一 方 ， 公 園 内 や 住 宅 地 の 区 画 整 理 な ど で 生 じ
た 遊 休 地 内 ， ま た は 病 院 な ど の 公 共 施 設 内 に 設 置 さ れ た 花 壇 で
活 動 を 行 っ て い る 団 体 を 「 花 壇 系 」 と し た 。  
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こ れ ら 二 つ の 系 統 各 々 に つ い て ， 地 域 組 織 （ 本 稿 で は ， 地 域
組 織 を ， 地 域 住 民 を 主 体 と し た 「 町 内 会 」 と 地 域 外 か ら の 人 の
参 加 も み ら れ る 「 近 隣 企 業 ・ 学 校 」 に 大 き く 二 分 し た い ） か ら
の 花 苗 や 運 営 費 の 提 供 ， あ る い は 協 働 で の 植 栽 管 理 の 実 施 と い
う か た ち で 連 携 を 図 っ て い る 市 民 団 体 を 「 地 域 連 携 型 」 ， 地 域
組 織 と 上 記 の よ う な 連 携 を 行 わ ず ， 団 体 単 独 で 活 動 を 展 開 し て
い る 市 民 団 体 を 「 単 独 型 」 と し た 。 な お ， 本 研 究 で 対 象 と し た 2
0 団 体 の う ち ， 町 内 会 本 体 に よ る 制 度 へ の 登 録 は １ 団 体 も み ら れ
な か っ た 。 以 上 ， 市 民 団 体 を 計 ４ 集 団 に 類 型 化 し ， そ の 結 果 を
表 ３ - ２ に ， ４ 集 団 の 模 式 図 を 図 ３ - ２ に 示 す 。  
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学
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壇
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20
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テ
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1
2
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病
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ィ
ア
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-プ
い
ず
み
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11
･8
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8
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院
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鉢
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と
屋
上
テ
ラ
ス
の
植
栽
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名
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～
60
代
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ン
テ
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ア
の
園
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(主
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域
外
か
ら
の
参
加
)。
1
3
園
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療
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 “
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～
ん
の
会
”
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11
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･2
9
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院
内
花
壇
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)
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～
60
代
園
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療
法
士
ら
を
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心
と
す
る
集
ま
り
(主
に
地
域
外
か
ら
の
参
加
)。
1
4
大
学
村
の
森
を
守
る
会
20
11
･8
･3
0
公
園
内
の
一
部
植
栽
15
年
10
名
(1
0名
)
60
～
70
代
地
域
の
有
志
。
1
5
環
境
サ
ポ
-タ
-ズ
「三
次
郎
の
会
」
20
11
･9
･1
公
園
内
の
一
部
植
栽
補
注
1
2年
23
名
(1
5名
)
60
～
70
代
地
域
の
有
志
。
1
6
ゆ
め
ガ
-デ
ン
サ
ポ
-タ
-ズ
(南
羊
ヶ
丘
町
内
会
)
20
11
･9
･6
道
路
残
地
内
花
壇
2年
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名
(1
0名
)
60
～
70
代
地
域
の
有
志
。
1
7
伏
見
ガ
-デ
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グ
サ
-ク
ル
陽
だ
ま
り
20
11
･9
･7
遊
休
地
内
花
壇
初
年
23
名
(1
6名
)
40
～
70
代
地
域
の
有
志
。
1
8
あ
る
ば
ロ
-ズ
20
11
･9
･8
公
園
内
花
壇
1年
10
名
(5
名
)
50
～
70
代
主
に
園
芸
学
校
の
受
講
時
の
仲
間
を
中
心
に
結
成
(主
に
地
域
外
か
ら
の
参
加
)。
1
9
豊
平
公
園
 花
と
ハ
-ブ
の
会
20
11
･9
･8
公
園
内
の
一
部
植
栽
補
注
1
1 年
25
名
(7
名
)
60
～
70
代
公
園
側
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
で
集
ま
っ
た
人
々
(主
に
地
域
外
か
ら
の
参
加
)。
2
0
市
立
札
幌
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
や
さ
し
さ
ジ
ェ
ン
ト
ル
(園
芸
部
)
20
11
･9
･1
2
病
院
内
花
壇
15
年
18
名
(1
5名
)
50
～
70
代
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
園
芸
部
(主
に
地
域
外
か
ら
の
参
加
)。
表
３
－
１
　
市
民
団
体
の
基
礎
情
報
補
注
１
：こ
れ
ら
3グ
ル
ー
プ
が
活
動
す
る
公
園
で
は
，
公
園
管
理
事
務
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
，
主
に
公
園
管
理
事
務
所
の
指
導
の
も
と
植
栽
管
理
や
除
草
な
ど
の
作
業
と
，
  
  
  
  
  
管
理
事
務
所
の
許
可
す
る
範
囲
で
自
主
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
補
注
２
：街
づ
く
り
全
般
に
関
わ
る
街
づ
く
り
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
17
年
，
花
壇
の
植
栽
管
理
を
主
に
行
っ
て
い
る
花
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
6年
活
動
し
て
い
る
。
49 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
札幌市の概略地図 
○ 
図－1 市民グループの活動場所の位置図 
※ 図中の丸囲み数字は表－1中の番号と対応している。なお，活動グル プーが
地図右側に偏在しているが，その理由として，札幌市西部は主に森林地帯と
なっており，活動グル プーのみられないことが挙げられる。 
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（ １ ） 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型  
こ の 集 団 に は ， 街 路 沿 道 の 緑 地 帯 で 植 物 の 維 持 ・ 管 理 を 行 っ て
い る 四 つ の 市 民 団 体 （ 団 体 ２ ， ３ ， ４ ， ６ ） が 該 当 す る （ 表 ３ -
１ ， 表 ３ - ２ ） 。 こ の 集 団 の 特 徴 と し て ， メ ン バ ー が 活 動 場 所 周
辺 の 地 域 の 有 志 か ら 成 っ て い る こ と に 加 え ， 総 メ ン バ ー 数 が 5 0
名 以 上 ， 実 働 メ ン バ ー 数 も 2 0 ～ 5 0 名 と い う 大 規 模 な 団 体 が 全
て こ の 集 団 に 含 ま れ る こ と が あ げ ら れ る 。 し か し ， そ の 中 で ，
唯 一 団 体 ２ に 関 し て は ， 総 メ ン バ ー 数 ， 実 働 メ ン バ ー 数 と も に 1
4 名 と ， 他 の 三 つ の 団 体 に 比 べ て 人 数 が 少 な い 小 規 模 の 団 体 で あ
る 。 実 働 メ ン バ ー の 年 齢 層 を み て み る と ， 団 体 ２ で 3 0 ～ 6 0 代 ，
団 体 ４ で 4 0 ～ 7 0 代 ， 団 体 ３ ， ６ で 5 0 ～ 7 0 代 で あ り ， 6 0 代 以
上 の 高 年 齢 層 は も ち ろ ん の こ と ， 3 0 ～ 5 0 代 の 中 年 齢 層 の メ ン バ
ー の 参 加 も み ら れ る 。  
該 当 す る 四 つ の 団 体 の 活 動 目 的 を み て み る と ， 団 体 ２ で は 地 域
の つ な が り づ く り ， 団 体 ３ ， ４ ， ６ で は 地 域 の 街 路 を 美 し い 草
花 で 彩 る こ と で あ り ， こ の 集 団 で は 活 動 目 的 が 美 し い ま ち 並 み
の 形 成 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 醸 成 な ど ， よ り よ い ま ち づ く り へ
と 向 け ら れ て い た 。  
四 つ の 団 体 全 て で 地 域 組 織 と の 連 携 を 図 っ て お り ， 花 苗 の 植 付
け で は ， 地 域 に お け る イ ベ ン ト の 一 つ と し て 地 域 住 民 と と も に
植 栽 を 行 っ て い る 。 そ の 際 に 団 体 ３ ， ６ の 活 動 で は ， 近 隣 企 業
も C S R 活 動 の 一 環 と し て 植 栽 活 動 に 携 わ っ て い る 。 団 体 ２ ， ４
で は ， 近 隣 の 小 学 校 に お い て 総 合 学 習 の 一 環 と し て 通 学 路 沿 い
に 児 童 と と も に 花 苗 の 植 栽 を 行 っ た り ， 団 体 ４ ， ６ で は 地 域 で
行 わ れ る バ ザ ー に 企 画 ・ 出 店 す る な ど ， 地 域 住 民 と の 交 流 を 積
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極 的 に 行 っ て い る 。  
こ の よ う に ， こ の 集 団 は 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て 幅 広 く 活 動
展 開 す る こ と で ， 行 政 か ら は 花 苗 な ど に 関 し て 町 内 会 と 同 程 度
の 支 援 を 受 け る 一 方 ， 近 隣 企 業 か ら の 協 賛 金 や バ ザ ー 出 店 に よ
る 収 益 な ど で 運 営 費 を 捻 出 し て い る 。 団 体 ２ に つ い て は ， 町 内
会 か ら も 運 営 費 の 一 部 補 助 を 受 け て い る 。  
こ の 集 団 の 課 題 と し て ， 団 体 ３ ， ４ ， ６ で は 総 メ ン バ ー ， 実 働
メ ン バ ー と も に 多 く 在 籍 し て い る こ と か ら ， 日 常 の 植 栽 管 理 を
行 う 実 働 メ ン バ ー の 確 保 に 関 す る こ と で は な く ， 将 来 的 に 活 動
を 担 う 次 世 代 の メ ン バ ー の 確 保 ・ 育 成 に 関 す る こ と が あ げ ら れ
た 。 団 体 ２ で は ， 次 世 代 の メ ン バ ー に 関 す る こ と よ り も ， 町 内
会 と の 良 好 な 関 係 を 継 続 し て い く こ と が あ げ ら れ た 。  
（ ２ ） 街 路 系 ・ 単 独 型  
こ の 集 団 に は ， 街 路 沿 道 の 緑 地 帯 で 活 動 す る 三 つ の 市 民 団 体
（ 団 体 １ ， ５ ， ７ ） が 該 当 す る 。 こ の 集 団 の 特 徴 と し て ， メ ン
バ ー は 主 に 地 域 の 有 志 か ら な っ て お り ， 総 メ ン バ ー 数 が 1 5 ～ 2 6
名 で ， 実 働 メ ン バ ー 数 も ８ ～ 1 2 名 と 小 規 模 の 団 体 で 構 成 さ れ て
い る こ と が あ げ ら れ る 。 実 働 メ ン バ ー の 年 齢 層 に つ い て み て み
る と ， 団 体 ５ で は 5 0 ～ 7 0 代 ， 団 体 １ ， ７ で は 6 0 ～ 7 0 代 で あ
っ た 。  
三 つ の 団 体 各 々 の 活 動 目 的 を み て み る と ， 団 体 １ で は 緑 地 帯 の
景 観 向 上 と 植 物 栽 培 を 楽 し む こ と ， 団 体 ５ で は 楽 し み な が ら 街
路 沿 道 を 草 花 で 彩 る こ と ， 団 体 ７ で は 無 理 な く 楽 し く 活 動 す る
こ と で あ り ， こ の 集 団 で は 美 し い ま ち 並 み 形 成 な ど の ま ち づ く
り は も と よ り ， 無 理 な く 植 物 の 管 理 を 通 じ て メ ン バ ー ど う し で
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楽 し み を 共 有 す る こ と を 目 的 に 活 動 し て い る こ と が わ か る 。  
こ の 集 団 は ， 町 内 会 や 近 隣 企 業 と 協 働 で の 活 動 展 開 な ど ， 地 域
組 織 と の 連 携 を 行 っ て い な い こ と か ら も ， 共 通 の 趣 味 や 興 味 な
ど で つ な が る サ ー ク ル 活 動 の 要 素 が 強 い こ と が う か が え る 。 そ
の た め ， 活 動 に 必 要 な 花 苗 な ど の 資 材 は 行 政 か ら の 支 援 や メ ン
バ ー 個 人 に よ る 持 ち 込 み ， そ し て 前 年 度 栽 培 し た 植 物 か ら 採 取
し た 種 子 の 利 用 が 中 心 と な っ て い る 。  
こ の 集 団 の 課 題 と し て は ， 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 と は 異 な り ，
植 栽 の 管 理 を 担 う 実 働 メ ン バ ー の 確 保 が あ げ ら れ た 。 そ の 理 由
と し て ， も と も と 団 体 規 模 が 小 さ く 実 働 メ ン バ ー が 「 街 路 系 ・
地 域 連 携 型 」 に 比 べ て 少 な い こ と と ， 高 齢 化 に よ る 健 康 上 の 理
由 か ら 参 加 で き な く な る メ ン バ ー が 出 て き て い る こ と が 関 係 し
て い る と 考 え ら れ る 。  
（ ３ ） 花 壇 系 ・ 地 域 連 携 型  
 こ の 集 団 に は ， 住 宅 地 の 区 画 整 理 や 道 路 整 備 で 生 じ た 遊 休
地 ・ 道 路 残 地 に 造 ら れ た 花 壇 で 活 動 す る 三 つ の 市 民 団 体 （ 団 体
９ ， 1 6 ， 1 7 ） が 該 当 す る 。 こ の 集 団 の 特 徴 と し て は ， メ ン バ ー
が 地 域 の 有 志 か ら 成 っ て お り ， 総 メ ン バ ー 数 1 6 ～ 2 3 名 で ， 実
働 メ ン バ ー 数 も 1 0 ～ 1 6 名 と 小 規 模 の 団 体 で 構 成 さ れ て い る こ
と が あ げ ら れ る 。 実 働 メ ン バ ー の 年 齢 層 を み て み る と ， 団 体 ９
は 不 明 ， 団 体 1 7 で 4 0 ～ 7 0 代 ， 団 体 1 6 で 6 0 ～ 7 0 代 で あ っ た 。
こ の 集 団 で は 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 ほ ど ， 幅 広 い 活 動 展 開 は
行 っ て い な い 。 ま た ， 団 体 規 模 も 小 さ い た め ， 町 内 会 か ら 運 営
費 の 補 助 を 受 け 連 携 を 図 っ て い る 。 中 で も 団 体 1 7 で は ， 団 体 代
表 が 町 内 会 の 役 員 も 務 め て お り ， 町 内 会 と の つ な が り が 強 い 。  
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 該 当 す る 三 つ の 団 体 の 活 動 目 的 を み て み る と ， 団 体 ９ で は
「 み ん な で つ く る 花 壇 」 を テ ー マ に ， も と も と あ る 緑 と と も に
ま ち 全 体 を ガ ー デ ン 化 す る こ と ， 団 体 1 6 で は 地 域 住 民 が と も に
共 有 で き る ガ ー デ ン を 創 る こ と ， 団 体 1 7 で は 「 き れ い ・ 安 心 ・
安 全 」 な 町 内 環 境 の 整 備 を 目 的 と し て お り ， 三 つ の 団 体 と も に
地 域 の 景 観 向 上 や コ ミ ュ ニ テ ィ 醸 成 な ど ， 地 域 へ と 目 が 向 け ら
れ て い る 。  
こ の 集 団 の 課 題 と し て は ， 主 に リ ー ダ ー や 次 世 代 の メ ン バ ー 獲
得 と 地 縁 団 体 や 地 域 住 民 と の 良 好 な 関 係 維 持 が あ げ ら れ た 。 団
体 ９ で は ， ６ か 所 あ る 花 壇 ご と に 担 当 リ ー ダ ー が お り ， 彼 ら を
中 心 に 活 動 が 展 開 さ れ て い る が ， そ の 一 つ で リ ー ダ ー 不 在 と な
り 活 動 の 停 滞 が み ら れ た こ と か ら ， 次 を 担 う リ ー ダ ー の 発 生 を
期 待 し て い た 。 ま た ， 町 内 会 と の つ な が り が 強 く ， 支 援 も 受 け
て い る こ と か ら ， 活 動 運 営 の た め に は 町 内 会 と の 良 好 な 関 係 維
持 も 課 題 と し て あ げ ら れ た 。 団 体 1 6 で は ， 団 体 の 次 世 代 を 担 う
後 継 者 の 獲 得 と ， 運 営 費 の 確 保 に 関 す る こ と が 課 題 と し て あ げ
ら れ た 。 団 体 1 7 で は ， 花 壇 周 辺 に 居 住 す る 住 民 か ら ， 花 壇 の 景
観 や 土 壌 に 関 す る こ と で 苦 情 が 寄 せ ら れ た こ と が あ り ， 周 辺 住
民 の 理 解 を 得 ら れ る よ う ， 良 好 な 関 係 を 築 い て い く こ と が 課 題
と し て あ げ ら れ た 。  
（ ４ ） 花 壇 系 ・ 単 独 型  
こ の 集 団 に は ， 他 の ３ 集 団 と 比 較 し て 最 も 多 く 1 0 の 市 民 団 体
（ 団 体 ８ ， 1 0 ， 1 1 ， 1 2 ， 1 3 ， 1 4 ， 1 5 ， 1 8 ， 1 9 ， 2 0 ） が 該 当
す る 。 こ の 集 団 の 特 徴 と し て ， メ ン バ ー が 地 域 の 有 志 か ら 構 成
さ れ る と こ ろ も あ れ ば ， 一 方 で 地 域 外 か ら の 有 志 で 構 成 さ れ る
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と こ ろ も あ り 多 様 で あ る 。 団 体 規 模 は 団 体 ８ を 除 き ， 総 メ ン バ
ー 数 が ６ ～ 2 5 名 ， 実 働 メ ン バ ー 数 も ６ ～ 1 5 名 の 小 規 模 で あ る
こ と が あ げ ら れ る 。 団 体 ８ の み ， 総 メ ン バ ー 数 ， 実 働 メ ン バ ー
数 と も に 4 3 名 と ， 同 集 団 の 中 で は メ ン バ ー 数 の 多 い 団 体 で あ る 。
実 働 メ ン バ ー の 年 齢 層 を み て み る と ， 団 体 1 1 で 3 0 ～ 4 0 代 ， 団
体 1 0 で 3 0 ～ 6 0 代 ， 団 体 1 2 ， 1 3 で 5 0 ～ 6 0 代 ， 団 体 1 8 ， 2 0
で 5 0 ～ 7 0 代 ， 団 体 ８ ， 1 4 ， 1 5 ， 1 9 で 6 0 ～ 7 0 代 で あ り ， 同
世 代 の 人 々 で 構 成 さ れ た 多 彩 な 団 体 か ら 成 っ て い る 。  
 こ の 集 団 で は ， 地 域 組 織 と の 連 携 ， 交 流 は 特 に 行 っ て お ら ず ，
「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 同 様 に サ ー ク ル 活 動 の 要 素 が 強 く ， 活 動 目
的 も 多 様 化 し て い る 。 団 体 ８ ， 1 5 ， 1 9 で は ， 活 動 す る 公 園 を 管
轄 す る 管 理 事 務 所 の 指 導 の も と ， 植 物 の 維 持 ・ 管 理 を 行 っ て お
り ， 美 し い 地 域 の 景 観 づ く り と い う よ り も ， 植 物 管 理 や メ ン バ
ー と の 交 流 を 楽 し む こ と に 重 き を お い て い る 。 中 で も ， 団 体 1 5 ，
1 9 で は ， 活 動 を 楽 し む と 同 時 に ， 多 く の 市 民 に と っ て よ り 身 近
な 場 所 と な る よ う 公 園 の 魅 力 を 伝 え る こ と も 目 的 と し て い る 。  
団 体 1 0 ， 1 8 は メ ン バ ー が オ ー プ ン ガ ー デ ン の 実 施 者 や 園 芸
学 校 の 受 講 生 な ど ， 園 芸 に 関 心 の あ る 市 民 に よ る 集 ま り で ， 活
動 場 所 の 近 隣 以 外 か ら の ボ ラ ン テ ィ ア の 参 加 も み ら れ る 。 そ の
た め 園 芸 技 術 を 活 か し て ， ま ち づ く り に 貢 献 し た い と い う 目 的
で 活 動 し て い る 。  
団 体 1 1 は 小 学 校 の P T A の 有 志 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア サ ー ク ル
で あ る 。 活 動 場 所 が 小 学 校 内 の 花 壇 で あ る が ， 児 童 と 協 働 で の
植 栽 管 理 な ど は 特 に 行 っ て お ら ず ， あ く ま で も メ ン バ ー の み で
の 活 動 と し て 行 わ れ て い る 。 活 動 目 的 は ， 児 童 ら の た め に 校 内
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を 美 し い 花 々 で 彩 る と と も に ， 自 身 ら も 無 理 な く 楽 し く 活 動 す
る こ と と し て い る 。  
団 体 1 2 ， 1 3 ， 2 0 は ， 病 院 や 福 祉 施 設 で 活 動 し て い る 市 民 団
体 で あ る 。 活 動 目 的 を み て み る と ， 病 院 や 施 設 の 緑 化 や 景 観 向
上 は も と よ り ， 入 院 患 者 や 施 設 利 用 者 に 対 し て ， 身 近 に み ど り
を 感 じ る こ と の で き る 空 間 の 提 供 を 目 的 と し て い る 。 特 に 団 体 1
3 で は ， 施 設 利 用 者 へ の 園 芸 療 法 を 目 的 と し て お り ， 他 の 市 民 団
体 と は 性 格 が 異 な っ て い る 。  
団 体 1 4 で は ， 園 芸 植 物 を 植 栽 し て 維 持 ・ 管 理 す る の で は な く ，
札 幌 市 に 自 生 し て い る 山 野 草 を 維 持 ・ 管 理 し ， 古 く か ら の 景 観
を 守 る こ と を 目 的 と し て い る 。  
こ の よ う に 活 動 目 的 が 団 体 に よ っ て 様 々 で あ る こ と に 伴 い ，
現 在 ， 各 団 体 が 抱 え て い る 運 営 上 の 課 題 も 多 数 あ げ ら れ た 。 団
体 1 2 ， 1 9 で は 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 同 様 ， 実 働 メ ン バ ー の 確 保
が あ げ ら れ た 。 団 体 1 5 ， 1 8 で は 運 営 費 に 関 す る 事 が 重 要 な 課
題 で あ る こ と が わ か っ た 。 団 体 1 3 ， 2 0 で は ， 活 動 場 所 が 病 院
や 福 祉 施 設 と い う こ と も あ り ， 施 設 内 で の 植 物 へ の 薬 剤 処 理 に
対 す る 配 慮 や ， 病 院 患 者 や 施 設 利 用 者 の 怪 我 な ど が 無 い よ う ，
細 心 の 注 意 を 払 う こ と が 重 要 な 課 題 と さ れ て い た 。 ま た ， 団 体
８ ， 1 0 ， 1 1 で は 運 営 上 の 課 題 は ， 現 在 特 に な い と い う 回 答 で あ
っ た 。  
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花
苗
や
運
営
費
の
提
供
植
栽
管
理
の
協
働
実
施
花
苗
や
運
営
費
の
提
供
植
栽
管
理
の
協
働
実
施
花
苗
な
ど
情
報
な
ど
2
平
岡
み
ど
り
の
輪
循
環
通
の
緑
地
帯
で
の
花
壇
づ
く
り
を
通
じ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-シ
ョ
ン
，
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
○
○
×
○
○
○
メ
ン
バ
-の
会
費
。
花
苗
に
つ
い
て
は
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
持
ち
込
み
も
あ
る
。
地
域
住
民
や
町
内
会
と
の
良
好
な
関
係
を
今
後
も
継
続
し
て
築
い
て
い
く
こ
と
。
3
芸
術
の
森
フ
ラ
ワ
-ロ
-ド
に
花
を
咲
か
せ
る
会
「自
分
た
ち
の
足
元
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
」を
合
言
葉
に
，
国
道
沿
い
を
き
れ
い
な
花
で
彩
る
こ
と
。
×
 ・
　
 補
注
２
○
○
○
○
○
地
域
住
民
な
ど
か
ら
の
協
賛
金
。
次
の
世
代
へ
ど
う
交
代
し
て
い
く
か
。
4
秋
桜
(コ
ス
モ
ス
)
団
体
名
に
も
な
っ
て
い
る
コ
ス
モ
ス
な
ど
の
季
節
の
花
が
咲
き
誇
る
美
し
い
地
域
づ
く
り
。
×
○
○
○
○
○
地
域
バ
ザ
-に
よ
る
収
益
。
前
年
度
栽
培
し
た
植
物
か
ら
採
取
し
た
種
子
を
利
用
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
-が
次
第
に
高
齢
化
し
て
き
て
も
，
ま
だ
後
継
ぎ
が
育
っ
て
い
な
い
。
6
A
M
A
サ
ポ
-タ
-ズ
倶
楽
部
か
つ
て
雑
草
で
覆
わ
れ
て
い
た
街
路
沿
道
を
街
の
歴
史
に
ち
な
む
亜
麻
や
ホ
ッ
プ
で
飾
り
，
地
域
の
街
路
を
花
で
彩
る
こ
と
が
目
的
。
×
○
○
○
○
○
地
域
の
バ
ザ
-に
よ
る
収
益
。
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
苗
を
種
子
か
ら
育
て
て
持
ち
寄
っ
て
い
る
。
次
世
代
の
後
継
者
の
育
成
。
1
北
８
－
北
１
１
フ
ラ
ワ
-創
遊
会
創
成
川
沿
い
の
緑
地
帯
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と
と
，
メ
ン
バ
-自
身
の
健
康
の
た
め
に
花
づ
く
り
を
楽
し
も
う
と
い
う
感
じ
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
×
×
×
×
×
○
メ
ン
バ
-の
会
費
。
前
年
度
栽
培
し
た
植
物
か
ら
採
取
し
た
種
子
の
利
用
。
共
に
活
動
し
て
く
れ
る
若
い
参
加
者
が
い
な
い
。
5
あ
い
の
里
花
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
-が
「好
き
な
時
に
，
自
由
に
」参
加
で
き
る
活
動
ス
タ
イ
ル
で
，
楽
し
み
な
が
ら
フ
ラ
ワ
-ロ
-ド
を
作
っ
て
い
く
。
×
×
×
×
○
○
メ
ン
バ
ー
で
育
て
た
苗
を
持
ち
寄
っ
て
い
る
。
前
年
度
栽
培
し
た
植
物
か
ら
採
取
し
た
種
子
を
利
用
し
て
い
る
。
花
の
盗
難
と
，
転
居
に
よ
る
実
働
メ
ン
バ
-
の
減
少
。
活
動
費
の
捻
出
。
7
ま
ち
づ
く
り
サ
ル
ビ
ア
会
園
芸
講
習
会
で
知
り
合
っ
た
仲
間
で
街
中
を
花
で
彩
り
，
無
理
な
く
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
。
×
×
×
×
○
○
前
年
度
栽
培
し
た
植
物
か
ら
採
取
し
た
種
子
を
利
用
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
-の
多
く
が
高
齢
の
た
め
，
実
働
メ
ン
バ
-が
年
々
減
少
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
。
型
運
営
上
の
課
題
活
動
目
的
地
域
組
織
と
の
連
携
町
内
会
近
隣
企
業
･学
校
補
注
１
行
政
か
ら
の
支
援
番 号
そ
の
他
の
花
苗
・
運
営
費
の
調
達
方
法
街 路 系
地 域 連 携 型 単 独 型
系 統表
３
－
２
　
市
民
団
体
の
類
型
化
と
そ
の
特
徴
（そ
の
１
）
団
体
名
補
注
１
：花
苗
や
運
営
費
の
提
供
は
，
企
業
か
ら
提
供
さ
れ
る
場
合
と
し
，
植
栽
管
理
の
協
働
実
施
に
つ
い
て
は
，
企
業
と
学
校
各
々
と
実
施
さ
れ
る
場
合
と
す
る
。
補
注
２
：こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
，
花
苗
植
栽
の
際
に
，
町
内
会
員
は
も
と
よ
り
，
町
内
会
員
以
外
の
住
民
に
よ
る
協
力
も
多
く
み
ら
れ
る
。
補
注
３
：こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
で
は
，
公
園
管
理
事
務
所
主
導
の
活
動
の
た
め
，
管
理
事
務
所
に
よ
っ
て
花
苗
な
ど
が
用
意
・提
供
さ
れ
る
。
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花
苗
や
運
営
費
の
提
供
植
栽
管
理
の
協
働
実
施
花
苗
や
運
営
費
の
提
供
植
栽
管
理
の
協
働
実
施
花
苗
な
ど
情
報
な
ど
*
9
新
琴
似
六
番
通
り
街
づ
く
り
ク
ラ
ブ
(花
く
ら
ぶ
)
道
路
脇
の
空
地
に
花
壇
を
つ
く
り
「み
ん
な
で
創
る
花
壇
」と
し
，
元
々
あ
る
木
々
と
と
も
に
ま
ち
全
体
を
花
や
緑
で
彩
ら
れ
た
ガ
-デ
ン
と
し
た
い
。
○
○
×
×
○
○
特
に
な
し
。
管
理
す
る
花
壇
の
一
つ
で
，
リ
-ダ
-が
不
在
と
な
り
活
動
が
停
滞
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
，
町
内
会
と
う
ま
く
や
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
。
1
6
ゆ
め
ガ
-デ
ン
サ
ポ
-タ
-ズ
(南
羊
ヶ
丘
町
内
会
)
地
域
の
人
々
が
緑
に
触
れ
，
楽
し
み
を
共
有
す
る
こ
と
の
出
来
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
-デ
ン
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
い
る
。
○
×
×
×
×
○
特
に
な
し
。
若
い
人
の
参
加
が
な
い
の
で
世
代
交
代
に
不
安
。
活
動
費
が
足
り
な
い
。
1
7
伏
見
ガ
-デ
ニ
ン
グ
サ
-ク
ル
　
陽
だ
ま
り
「き
れ
い
・安
心
・安
全
」な
町
内
を
目
指
し
，
町
内
会
員
の
有
志
で
結
成
さ
れ
た
ガ
-デ
ニ
ン
グ
サ
-ク
ル
。
○
×
×
×
○
○
特
に
な
し
。
以
前
に
地
域
住
民
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
，
活
動
に
対
す
る
地
域
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
。
*
8
N
P
O
法
人
 シ
-ズ
ネ
ッ
ト
(花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
花
の
世
話
を
通
じ
て
の
「仲
間
づ
く
り
」「
役
割
づ
く
り
」が
主
な
目
的
。
×
×
×
×
 ・
　
 補
注
３
○
○
特
に
な
し
。
特
に
な
し
。
1
0
グ
リ
-ン
エ
プ
ロ
ン
ズ
「オ
-プ
ン
ガ
-デ
ン
へ
の
愛
情
を
地
域
で
も
役
立
て
た
い
」と
い
う
思
い
。
×
×
×
×
○
○
メ
ン
バ
ー
で
育
て
た
苗
も
持
ち
寄
っ
て
い
る
。
特
に
な
し
。
1
1
札
幌
市
立
三
角
山
小
学
校
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
季
節
の
花
で
学
校
を
彩
り
，
無
理
な
く
楽
し
く
活
動
を
行
う
こ
と
。
×
×
×
×
○
○
小
学
校
か
ら
の
運
営
費
の
助
成
。
メ
ン
バ
ｰ
の
会
費
。
メ
ン
バ
ｰ
が
種
子
か
ら
育
て
た
苗
を
持
ち
寄
っ
て
い
る
。
特
に
な
し
。
1
2
東
札
幌
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
-プ
い
ず
み
「ホ
ス
ピ
ス
」な
の
で
，
少
し
で
も
患
者
さ
ん
方
の
気
持
ち
が
安
ら
ぐ
よ
う
に
と
，
院
内
や
屋
上
テ
ラ
ス
な
ど
で
植
物
を
管
理
し
て
い
る
。
×
×
×
×
×
○
病
院
か
ら
の
運
営
費
の
助
成
。
現
在
，
活
動
は
続
い
て
は
い
る
が
，
活
動
者
不
足
に
あ
る
。
1
3
園
芸
療
法
 "
ぐ
り
～
ん
の
会
"
福
祉
施
設
で
の
施
設
利
用
者
さ
ん
方
に
対
す
る
園
芸
療
法
の
実
践
が
目
的
。
×
×
×
×
×
○
施
設
か
ら
の
運
営
費
の
助
成
。
福
祉
施
設
で
の
活
動
な
の
で
，
利
用
者
の
方
に
は
絶
対
に
怪
我
な
ど
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
1
4
大
学
村
の
森
を
守
る
会
北
海
道
在
来
の
山
野
草
や
樹
木
が
育
つ
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
森
を
守
り
，
維
持
し
，
育
む
こ
と
が
目
的
。
×
×
×
×
×
○
メ
ン
バ
ｰ
が
種
子
か
ら
育
て
た
苗
を
持
ち
寄
っ
て
い
る
。
前
年
度
栽
培
し
た
植
物
か
ら
採
取
し
た
種
子
を
利
用
し
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ
っ
て
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
メ
ン
バ
-が
減
っ
て
い
く
中
，
若
い
参
加
者
が
い
な
い
の
で
今
後
に
不
安
も
。
1
5
環
境
サ
ポ
-タ
-ズ
「三
次
郎
の
会
」
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
公
園
を
も
っ
と
身
近
で
，
魅
力
あ
る
場
所
に
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
。
×
×
×
×
 ・
　
 補
注
３
○
○
地
域
住
民
な
ど
か
ら
の
協
賛
金
。
近
隣
の
企
業
や
住
民
に
協
賛
金
を
募
り
に
行
く
が
，
毎
年
活
動
資
金
の
確
保
に
苦
労
す
る
。
1
8
あ
る
ば
ロ
-ズ
白
バ
ラ
を
中
心
に
，
季
節
ご
と
に
彩
り
あ
る
花
を
植
栽
し
て
い
る
。
活
動
場
所
の
大
通
公
園
は
観
光
客
も
多
い
の
で
道
行
く
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
×
×
×
×
×
○
活
動
に
ス
ポ
ン
サ
-が
つ
い
て
お
り
，
そ
の
企
業
か
ら
の
助
成
。
活
動
資
金
が
足
り
な
い
。
1
9
豊
平
公
園
 花
と
ハ
-ブ
の
会
ハ
-ブ
や
宿
根
草
な
ど
の
栽
培
を
楽
し
む
こ
と
と
，
公
園
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
お
手
伝
い
。
×
×
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図－2 市民グループの類型化の模式図 
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補注：病院施設などでは活動する施設に登録などを行い，花苗などの支援を受けている。 
図 ３ - ２  市 民 団 体 型 化 の 模 式 図  
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３ - ４  考 察  
本 研 究 で は ， 札 幌 市 を 事 例 と し て ， ま ち 中 の 公 共 空 間 で 園 芸 ボ
ラ ン テ ィ ア 活 動 を 行 う 市 民 団 体 を ， 活 動 場 所 の 相 違 に よ り 「 街
路 系 」 と 「 花 壇 系 」 に 分 類 し た 。 さ ら に こ れ ら 二 つ の 系 統 各 々
に つ い て ， 地 域 組 織 と の 連 携 に よ る 活 動 展 開 の 有 無 に よ り ，
「 地 域 連 携 型 」 と 「 単 独 型 」 に 分 類 し ， 市 民 団 体 を 計 ４ 集 団 に
分 類 し た 。 以 下 ， そ れ ら ４ 集 団 各 々 へ の 支 援 の あ り 方 な ど に つ
い て 考 察 し て い き た い 。  
活 動 目 的 が 美 し い ま ち 並 み の 形 成 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 醸 成 な
ど ， ま ち づ く り へ と 目 が 向 け ら れ て い る 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携
型 」 で は ， 運 営 上 の 課 題 と し て ， 後 継 者 の 確 保 ・ 育 成 に 関 す る
こ と が あ げ ら れ た 。 こ の 集 団 で は ， 今 後 の 活 動 を 担 い う る 3 0 ～
5 0 歳 代 の メ ン バ ー も 在 籍 し て い る が ， 実 働 メ ン バ ー の 中 心 は 他
の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 同 様 ， 6 0 歳 以 上 の 世 代 で あ る と 考 え ら れ る 。
よ っ て ， 活 動 継 承 の た め ， 仕 事 ・ 子 育 て 世 代 で あ る 次 世 代 の
人 々 で も 無 理 な く 活 動 で き る よ う ， 彼 ら の 活 動 し や す い 活 動 日
や 活 動 時 間 帯 の 設 定 な ど ， 活 動 環 境 を 整 え る こ と が 望 ま れ る 。
ま た ， 連 携 す る 地 域 組 織 を 通 じ て ， 若 い 世 代 に 向 け て 参 加 を 呼
び か け る こ と や ， 門 田 ら （ 2 0 1 1 ） が 述 べ て い る よ う に ， 行 政 や
同 様 の 課 題 に 直 面 す る 他 団 体 な ど ， 多 主 体 と 連 携 し て 後 継 者 の
育 成 方 法 に つ い て 検 討 し ， 取 り 組 む た め の 支 援 が 必 要 と 考 え ら
れ る 。  
一 方 で ， こ の 集 団 で は 多 く の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 で 問 題 と な っ て
い る 実 働 メ ン バ ー 確 保 に つ い て （ 原 ・ 一 ノ 瀬 ， 2 0 0 9 ） ， 課 題 と
し て あ げ ら れ な か っ た 。 そ の 理 由 と し て ， こ の 集 団 に 属 す る 団
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体 の ほ と ん ど で ， も と も と 実 働 メ ン バ ー 数 の 多 い こ と と ， 労 力
を 要 す る 花 苗 植 栽 な ど の 際 に 地 域 組 織 と 協 働 で 活 動 し て 人 材 の
共 有 を 図 っ て い る こ と が 背 景 に あ る と 考 え ら れ る 。 今 後 ， よ り
一 層 地 域 組 織 な ど と の 連 携 を 深 め ら れ る よ う ， 積 極 的 な 意 見 交
換 や 交 流 の 行 わ れ る こ と が 期 待 さ れ る 。  
サ ー ク ル 的 な 要 素 の 強 い 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 で は ， 運 営 上 の 課
題 と し て ， 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 と は 異 な り ， 実 働 メ ン バ ー
の 確 保 に 関 す る こ と が あ げ ら れ た 。 こ の 集 団 で は 活 動 場 所 が 街
路 沿 道 と い う こ と も あ り ， 活 動 範 囲 が 街 路 に 沿 っ て 長 く な る 傾
向 に あ る 。 そ の た め ， 活 動 範 囲 が 集 約 さ れ る 公 園 花 壇 と は 異 な
り ， 花 苗 の 植 え 付 け や 植 栽 管 理 以 外 に ， 活 動 範 囲 内 を 移 動 す る
際 に も 労 力 を 必 要 と す る 。 よ っ て ， メ ン バ ー 数 が 少 な く ， 年 齢
層 の 高 い こ の 集 団 で は ， メ ン バ ー 一 人 当 た り の 体 力 的 負 担 が 大
き く な り ， そ の こ と が 本 集 団 の 課 題 を 誘 起 し て い る と 推 察 さ れ
る 。  
今 後 ， 活 動 を 継 続 的 に 運 営 し て い く た め に は ， 「 街 路 系 ・ 地
域 連 携 型 」 の よ う に ， 花 苗 の 植 栽 の 際 な ど に は ， 町 内 会 や 近 隣
の 企 業 ・ 学 校 な ど の 地 域 組 織 ， さ ら に は 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携
型 」 に 属 す る 団 体 な ど と も 連 携 し て 人 材 を 共 有 で き る よ う な 仕
組 み づ く り が 必 要 と 考 え ら れ る 。  
「 花 壇 系 ・ 地 域 連 携 型 」 で は ， 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 と 同 じ よ う
に ， 小 規 模 団 体 に よ る 集 団 で は あ る も の の ， 活 動 運 営 上 の 課 題
と し て ， 実 働 メ ン バ ー の 確 保 に つ い て は あ げ ら れ な か っ た 。 こ
れ は ， 街 路 系 に 比 べ ， 活 動 場 所 が 遊 休 地 や 道 路 残 地 に 設 置 さ れ
た 花 壇 と い う 一 部 分 に 限 定 さ れ て お り ， 小 規 模 団 体 で も 十 分 に
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対 応 で き る 活 動 範 囲 で あ る こ と が 背 景 に あ る と 考 え ら れ る 。  
こ の 集 団 の 課 題 と し て は ， 将 来 的 に 活 動 を 担 う 後 継 者 の 確 保 と ，
町 内 会 や 地 域 住 民 と の 良 好 な 関 係 の 維 持 や 構 築 に 関 す る こ と が
あ げ ら れ た 。 そ の た め ， 後 継 者 確 保 に 関 し て は 「 街 路 系 ・ 地 域
連 携 型 」 と 同 様 に ， 活 動 環 境 を 整 え る こ と や 共 通 の 課 題 を 抱 え
る 団 体 と 連 携 し て 取 り 組 む こ と が 求 め ら れ る 。 ま た ， 町 内 会 や
地 域 住 民 と の 良 好 な 関 係 を 維 持 ・ 構 築 し て い く た め に は ， 彼 ら
と 協 働 で 花 植 え を 行 っ た り ， 話 し 合 い や 交 流 す る 機 会 を よ り 多
く も ち ， 活 動 や 団 体 に 対 す る 彼 ら の 理 解 や 認 識 を よ り 深 め ら れ
る よ う な ， イ ベ ン ト の 企 画 ・ 提 案 な ど の 支 援 が 重 要 と 考 え ら れ
る 。  
「 花 壇 系 ・ 単 独 型 」 は 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 同 様 ， メ ン バ ー 数 が
小 規 模 の 団 体 で 構 成 さ れ て お り ， ま た 地 域 組 織 と の 連 携 も 弱 い
こ と か ら サ ー ク ル 的 要 素 の 非 常 に 強 い 集 団 で あ る 。 地 域 の 有 志
に よ っ て 結 成 さ れ た 団 体 が あ る 一 方 ， 地 域 外 の 有 志 に よ る 活 動
も 多 く み ら れ ， 多 彩 な ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 が み ら れ る こ と が 特 徴
で あ る 。 そ の た め ， 課 題 に つ い て も ， 運 営 費 や 実 働 メ ン バ ー 不
足 に 関 す る こ と ， そ し て 病 院 施 設 な ど で は 施 設 特 有 の 問 題 な ど ，
様 々 な 問 題 を 抱 え て い る 団 体 が あ る 一 方 ， 現 時 点 で は 問 題 を 抱
え て は い な い と い う 団 体 も み ら れ た 。  
課 題 の 一 つ ， 運 営 費 調 達 に 関 し て は 行 政 の 財 政 ひ っ 迫 で ハ ー ド
面 の 支 援 が 縮 小 傾 向 に あ る 現 状 に お い て ， さ ら な る 補 助 な ど を
期 待 す る こ と は 難 し い 現 状 に あ る 。 そ の た め ， 兵 庫 県 内 の 住 民
団 体 に 関 す る 藤 本 ・ 中 瀬 （ 2 0 0 0 ） の 研 究 で も 述 べ ら れ て い る よ
う に 民 間 助 成 金 の 獲 得 に 関 す る 支 援 が ま す ま す 重 要 と い え よ う 。
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実 働 メ ン バ ー の 不 足 に つ い て は ， 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 で も 述 べ
た よ う に ， 多 主 体 と 連 携 し 人 材 を 共 有 で き る よ う な 仕 組 み が 必
要 と 考 え ら れ る 。 ま た ， 活 動 施 設 特 有 の 課 題 に つ い て は ， 共 通
の 活 動 内 容 の 団 体 ど う し で 連 携 し 情 報 交 換 な ど を 行 う 必 要 が あ
る 。  
課 題 を 特 別 抱 え て い な い 団 体 に 対 し て は ， 現 在 の 団 体 の 特 色 を
さ ら に 発 揮 で き る よ う に ， 同 様 の 活 動 目 的 を も つ 団 体 ど う し で
情 報 交 換 す る 機 会 を 設 け ， 互 い に 刺 激 し 合 う こ と で ， 活 動 の 活
性 化 を 図 る こ と が 期 待 さ れ る 。  
以 上 の よ う に ， 活 動 場 所 や 地 域 組 織 と の 連 携 の 違 い に よ り 4
集 団 に 類 型 化 す る こ と が で き ， 各 集 団 で 課 題 の 異 な る こ と が 明
ら か と な っ た 。 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 で は 後 継 者 の 確 保 ・ 育
成 に 関 す る 支 援 ， 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 で は 実 働 メ ン バ ー 確 保 に
関 す る 支 援 ， 「 花 壇 系 ・ 地 域 連 携 型 」 で は 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携
型 」 同 様 ， 後 継 者 に 関 す る 支 援 と ， 町 内 会 や 住 民 と の 良 好 な 関
係 の 維 持 ・ 構 築 に 関 す る 支 援 ， 「 花 壇 系 ・ 単 独 型 」 で は 資 金 面
や 実 働 メ ン バ ー 確 保 ， 活 動 施 設 特 有 の 課 題 解 決 に 向 け た 支 援 の
必 要 性 が 考 え ら れ た 。  
４ 集 団 各 々 へ の 支 援 策 に は ， い ず れ も 行 政 ， 地 域 組 織 ， ボ ラ ン
テ ィ ア 団 体 な ど ， 多 様 な 主 体 ど う し の 連 携 が 求 め ら れ ， そ の た
め に は 各 主 体 間 の さ ら な る ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 や 拡 充 が 重 要 と
い え る 。 ま た ， 活 動 主 体 間 の 連 携 を 円 滑 に 行 っ て い く た め に は ，
山 崎 ら （ 2 0 1 1 ） が 述 べ て い る よ う に ， 行 政 の 担 当 機 関 の 他 に ，
各 々 の 主 体 間 を 結 び 支 援 を 行 う 組 織 や 仕 組 み に つ い て 今 後 検 討
す る 必 要 が あ ろ う 。 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 を 運 営
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す る 花 と 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 事 務 局 は ， 行 政 と 活 動 団 体 間 を 結 ぶ
中 間 的 な 組 織 と し て 機 能 し て い る が ， 本 事 務 局 自 体 も 活 動 団 体
間 の さ ら な る 連 携 を 促 し た い と 考 え て お り ， 今 後 ， 地 域 組 織 を
含 め ， よ り 一 層 の 活 動 主 体 間 の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の な さ れ る こ
と が 期 待 さ れ る 。  
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第 ４ 章  札 幌 市 を 事 例 と し た 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お け る 団
体 メ ン バ ー の 意 識 と 団 体 形 態  
 
４ - １  背 景 ・ 目 的  
市 民 に よ っ て 管 理 さ れ る ま ち 中 の み ど り は ， 景 観 形 成 や 犯 罪 の
抑 止 に つ な が る だ け で な く ， 活 動 す る 人 々 の 心 身 の 健 康 維 持 な
ど ， 様 々 な 役 割 が 期 待 さ れ て い る 。  
こ の よ う な 役 割 を 担 う 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど で は ， 団 体 代
表 者 の 存 在 が 大 き く 影 響 す る と さ れ て お り （ 平 田 ， 2 0 0 0 ） ， 多
く の 先 行 研 究 に お い て 団 体 代 表 者 に 対 す る 意 識 調 査 が 行 わ れ て
き た （ 堤 ・ 平 田 ， 2 0 0 6 ；  藤 本 ら ， 2 0 0 8 ） 。 そ の 中 で 第 ３ 章 で
は 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 行 う 多 様 な 団 体 の 代 表 者 へ の 意 識 調
査 よ り ， 活 動 の 継 続 的 な 展 開 に は 他 団 体 ・ 組 織 な ど と の 連 携 が
重 要 で あ る こ と を 示 し た 。 し か し ， 団 体 間 の 連 携 な ど を 今 後 推
進 す る に は ， ま ず 団 体 代 表 者 が ど の よ う な 意 識 で 活 動 に 臨 ん で
い る か を 把 握 し ， 次 に 団 体 メ ン バ ー と の 意 識 の 相 違 に つ い て 検
討 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  
本 研 究 の 対 象 地 と し た 札 幌 市 で は 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー
制 度 」 と い う 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 支 援 制 度 を 2 0 0 9 年 よ り
展 開 し て お り ， 多 様 な ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 が み ら れ る 。 そ こ で 本
研 究 で は ， 札 幌 市 の 展 開 す る 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制
度 」 に 登 録 す る ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の メ ン バ ー を 対 象 に ア ン ケ ー
ト 調 査 を 行 い ， 団 体 メ ン バ ー の 参 加 目 的 と 所 属 す る 団 体 の 活 動
目 的 と の 整 合 性 に つ い て ， メ ン バ ー の 属 性 や 問 題 点 な ど も 考 慮
し て 分 析 し ， 今 後 の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の あ り 方 に つ い て 考
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察 す る こ と を 目 的 と し た 。  
 
４ - ２  研 究 の 方 法  
（ １ ） 調 査 対 象  
本 研 究 で は ， 第 ３ 章 と 同 様 に し て ， 札 幌 市 の 展 開 す る 「 さ っ ぽ
ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 に 登 録 し て い る 各 団 体 に 所 属 す る 団
体 メ ン バ ー を 対 象 と し た 。 2 0 1 2 年 ２ 月 現 在 ， 本 制 度 に は 市 内 の
街 路 沿 道 や 公 園 ・ 公 共 施 設 の 花 壇 で 植 栽 管 理 を 行 う 2 4 の ボ ラ ン
テ ィ ア 団 体 が 参 加 し て い る 。 本 研 究 で は ， こ の 2 4 の ボ ラ ン テ ィ
ア 団 体 全 て に 調 査 依 頼 書 を 送 付 し ， 協 力 の 得 ら れ た 1 8 団 体 の 団
体 メ ン バ ー に 対 し て ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。  
（ ２ ） 調 査 手 法  
ま ず 対 象 と な っ た 1 8 団 体 の 特 徴 を 把 握 す る た め ， 第 ３ 章 の 研
究 結 果 を 参 考 に 団 体 の 特 徴 を 整 理 し た 。 第 ３ 章 で は ， 団 体 を 活
動 場 所 の 相 違 と ， 地 縁 組 織 や 近 隣 企 業 な ど の 地 域 組 織 と の 連 携
の 有 無 に よ り ， 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 ， 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 ，
「 花 壇 系 ・ 地 域 連 携 型 」 ， 「 花 壇 系 ・ 単 独 型 」 の ４ 形 態 に 分 類
し て い る 。  
各 々 の 形 態 の 特 徴 に つ い て 簡 単 に 述 べ る と ， 「 街 路 系 ・ 地 域 連
携 型 」 で は 活 動 規 模 の 大 き い 団 体 が 多 く ， 活 動 目 的 が 街 並 み の
形 成 な ど 街 づ く り に 向 け ら れ て い る 。 課 題 と し て は 次 世 代 を 担
う メ ン バ ー の 育 成 が あ げ ら れ て い る 。 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 で は
小 規 模 団 体 が 多 く ， 活 動 を 通 じ て ， 皆 で 楽 し む こ と を 目 的 と し
て お り ， サ ー ク ル の 要 素 が 強 い 。 課 題 と し て は 実 働 メ ン バ ー の
確 保 が あ げ ら れ て い る 。 「 花 壇 系 ・ 地 域 連 携 型 」 は 主 に 小 規 模
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団 体 か ら な り ， 地 域 の 緑 化 や コ ミ ュ ニ テ ィ の 醸 成 を 目 的 と し て
い る 。 課 題 と し て は 次 世 代 の リ ー ダ ー や メ ン バ ー の 育 成 が あ げ
ら れ て い る 。 「 花 壇 系 ・ 単 独 型 」 は 多 種 多 様 な 目 的 を も つ 小 規
模 団 体 が 多 く ， サ ー ク ル の 要 素 が 強 い 集 団 で あ り ， 抱 え る 課 題
も 目 的 同 様 ， 多 様 で あ る 。 本 研 究 で は 団 体 メ ン バ ー の 意 識 と 団
体 特 性 と の 関 係 性 を 検 証 す る に あ た り ， 第 ３ 章 で 示 し た 団 体 分
類 を 用 い て 分 析 を 進 め る も の と し た 。  
続 い て ， 整 理 し た 団 体 の 特 徴 を も と に 団 体 メ ン バ ー に 対 し て ア
ン ケ ー ト 調 査 （ 期 間 ： 2 0 1 2 年 ２ 月 2 3 日 ～ 同 年 ６ 月 ５ 日 ） を 実
施 し た （ 表 ４ - １ ） 。 調 査 用 紙 は ， 各 団 体 の 定 例 活 動 時 に 訪 問 し
て 活 動 が 終 了 し た 際 に 参 加 メ ン バ ー に 直 接 配 布 し ， 調 査 用 紙 に
添 え た 返 信 用 封 筒 に て 郵 送 で 回 収 を 行 っ た 。 ま た ， 団 体 の 都 合
に よ り 活 動 に 参 加 で き な か っ た 場 合 は ， 団 体 代 表 者 を 通 じ て 団
体 メ ン バ ー へ 調 査 用 紙 を 配 布 し て も ら い （ あ ら か じ め 代 表 と 連
絡 を 通 じ て 配 布 可 能 枚 数 を 把 握 し た 。 ） ， 同 様 に し て 郵 送 で 回
収 を 行 っ た 。 調 査 用 紙 の 配 布 数 は 計 3 4 1 枚 ， 回 収 数 は 計 2 0 8 枚
（ 回 収 率 6 0 . 9 ％ ） で あ っ た 。  
ア ン ケ ー ト 調 査 の 内 容 は ， 個 人 の 基 本 属 性 （ 詳 細 は 表 ４ - ４ ） ，
園 芸 活 動 歴 ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 歴 ， 現 在 の 活 動 目 的 （ 1 4
項 目 に つ い て ， １ ： 「 そ う 思 わ な い 」 ～ ５ ： 「 そ う 思 う 」 の ５
段 階 評 価 ， 項 目 の 詳 細 は 表 ４ - ２ ， 表 ４ - ４ ， 図 ４ - ４ ） ， 活 動 に
お け る 問 題 点 （ 「 人 材 面 に つ い て 」 ， 「 運 営 面 に つ い て 」 ，
「 栽 培 管 理 面 に つ い て 」 の ３ 分 類 に 対 し ， 各 ６ 項 目 ， 計 1 8 項 目
に つ い て ， １ ： 「 そ う 思 わ な い 」 ～ ５ ： 「 そ う 思 う 」 に ６ ：
「 わ か ら な い 」 を 加 え た ６ 段 階 評 価 ） ， 花 や 緑 に 関 す る 講 座 の
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受 講 経 験 ， 活 動 を 支 援 ・ サ ポ ー ト す る 専 門 家 ・ 機 関 の 必 要 性
（ １ ： 「 そ う 思 わ な い 」 ～ ５ ： 「 そ う 思 う 」 の ５ 段 階 評 価 ， 詳
細 は 図 ４ - ２ ） に つ い て な ど で あ る 。  
現 在 の 活 動 目 的 1 4 項 目 に 関 し て は 先 行 研 究 を 基 に 設 計 し ， 各
団 体 代 表 者 へ の 予 備 調 査 に よ り 把 握 で き た 内 容 を 参 考 に ， 本 研
究 に 合 致 す る 内 容 へ と 改 良 し た （ 川 根 ら ， 2 0 0 0 ；  林 ら ， 2 0 0
0 ；  御 手 洗 ら ， 2 0 1 1 ） 。 活 動 に お け る 問 題 点 1 8 項 目 に 関 し て
も 先 行 研 究 を 基 に 設 計 し ， 同 様 に し て 改 良 し た （ 都 市 緑 化 基 金 ，
2 0 0 5 ） 。  
（ ３ ） 分 析 手 法  
活 動 目 的 で は 1 4 の 質 問 項 目 を 変 数 と し ， 変 数 に 潜 む 共 通 因 子
を 探 り 出 す た め に 因 子 分 析 を 用 い た 。 こ の 際 算 出 さ れ た 因 子 得
点 を 用 い て ， 団 体 メ ン バ ー を 互 い の 類 似 度 に し た が っ て い く つ
か の 集 団 に 分 割 す る た め に ク ラ ス タ ー 分 析 を 用 い た 。 そ し て 導
か れ た ク ラ ス タ ー 間 で 各 々 の 因 子 得 点 の 平 均 値 を 比 較 す る た め
に K r u s k a l - W a l l i s 検 定 を 用 い ， さ ら に ク ラ ス タ ー と 属 性 ， 活
動 に お け る 問 題 点 ， 園 芸 学 校 ・ 講 習 会 な ど で 学 び た い 内 容 お よ
び 活 動 支 援 者 の 必 要 性 に つ い て ， 独 立 性 を 分 析 す る た め カ イ 二
乗 分 析 を 用 い た 。 な お ， い ず れ の 統 計 解 析 に も S P S S  S t a t i s t i
c s  B a s e  2 0 （ I B M 社 製 ） を 使 用 し た 。  
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４ - ３  結 果  
（ １ ） 現 在 の 活 動 目 的  
現 在 の 活 動 目 的 に 対 す る 質 問 1 4 項 目 に つ い て 「 そ う 思 う 」 と
「 や や そ う 思 う 」 を 合 わ せ た 割 合 の 多 い 上 位 ５ 項 目 を あ げ る と ，
「 地 域 の 景 観 向 上 ・ 美 化 に 貢 献 で き る か ら 」 9 4 . 0 ％ ， 「 明 る い
ま ち づ く り に 貢 献 で き る か ら 」 9 3 . 5 ％ ， 「 植 物 の 栽 培 を 楽 し め
る か ら 」 9 1 . 6 ％ ， 「 メ ン バ ー と の 交 流 が 楽 し い か ら 」 8 6 . 5 ％ ，
「 年 齢 や 性 別 に 関 係 な い 交 流 が も て る か ら 」 8 5 . 6 ％ で あ っ た 。  
次 に 活 動 目 的 1 4 項 目 の ５ 段 階 評 価 で 得 ら れ た 値 を 用 い て 固 有
値 １ 以 上 で 主 因 子 法 ， バ リ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ
た 。 分 析 の 際 ， 因 子 負 荷 量  0 . 4 未 満 の も の を 除 外 し て 再 び 因 子
分 析 を 行 う 方 法 を 取 っ た 。 そ の 結 果 ， 1 3 項 目 ４ 因 子 （ 累 積 寄 与
率 5 8 . 6 3 6 ） が 抽 出 さ れ た 。 そ の 結 果 を 表 ４ - ２ に 示 す 。  
第 １ 因 子 は 「 適 度 な 運 動 と な り ， 健 康 を 維 持 で き る か ら 」 ，
「 生 き が い づ く り と し て 」 ， 「 余 暇 を 有 意 義 に 使 う こ と が で き
る か ら 」 で 構 成 さ れ て い る こ と か ら 「 健 康 ・ 生 き が い づ く り 」
を 示 す 因 子 ， 第 ２ 因 子 は 「 地 域 の 景 観 向 上 ・ 美 化 に 貢 献 に 貢 献
で き る か ら 」 ， 「 明 る い ま ち づ く り に 貢 献 で き る か ら 」 ， 「 地
域 へ の 愛 着 が 増 す か ら 」 ， 「 地 域 の 連 帯 感 を 深 め る こ と が で き
る か ら 」 で 構 成 さ れ て い る こ と か ら 「 地 域 貢 献 」 を 示 す 因 子 ，
第 ３ 因 子 は 「 年 齢 ・ 性 別 に 関 係 の な い 交 流 が も て る か ら 」 ，
「 新 た な 友 人 ・ 知 人 が で き る か ら 」 ， 「 メ ン バ ー と の 交 流 が 楽
し い か ら 」 で 構 成 さ れ て い る こ と か ら 「 交 流 」 を 示 す 因 子 ， 第
４ 因 子 は 「 植 物 の 栽 培 が 楽 し い か ら 」 ， 「 植 物 を 育 て る 知 識 ・
技 術 を 活 か せ る か ら 」 ， 「 植 物 に 関 す る 情 報 や 知 識 ・ 技 術 が 得
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ら れ る か ら 」 で 構 成 さ れ て い る こ と か ら 「 園 芸 活 動 」 を 示 す 因
子 と し て 解 釈 さ れ た （ 表 ４ ‐ ２ ） 。  
（ ２ ） 現 在 の 活 動 目 的 の 因 子 得 点 に よ る 回 答 者 の 分 類  
バ リ マ ッ ク ス 回 転 後 の 4 因 子 の 因 子 得 点 を 用 い て 非 階 層 的 ク
ラ ス タ ー 分 析 （ k - m e a n s 法 ） を 行 い ， 団 体 メ ン バ ー の 分 類 を 試
み た 。 ク ラ ス タ ー 数 は ， 各 ク ラ ス タ ー の 特 徴 が 最 も 顕 著 に 表 れ
た ４ を 採 用 す る こ と と し た 。 ま た ， 分 類 さ れ た ４ ク ラ ス タ ー 間
で 因 子 得 点 を K r u s k a l - W a l l i s 検 定 （ ４ ク ラ ス タ ー 各 々 の 因 子
得 点 に つ い て な ど 分 散 の 検 定 を 行 っ た と こ ろ ， 不 等 分 散 性 が 認
め ら れ た た め K r u s k a l - W a l l i s 検 定 を 行 っ た ） で 比 較 し た と こ
ろ ， ４ 因 子 各 々 で 有 意 な 差 が 認 め ら れ た 。  
得 ら れ た 結 果 よ り 各 ク ラ ス タ ー に つ い て 述 べ て い く と ， ク ラ ス
タ ー １ （ n = 3 4 ） は ， 健 康 ・ 生 き が い づ く り の 目 的 が 高 く ， 地 域
貢 献 ， 交 流 ， 園 芸 活 動 の 目 的 が 他 の ク ラ ス タ ー に 比 べ 低 い 集 団
で あ る 。 ク ラ ス タ ー ２ （ n = 3 3 ） は ， 地 域 貢 献 ， 交 流 ， 園 芸 活 動
の 目 的 が 高 い が ， 健 康 ・ 生 き が い づ く り の 目 的 の み が 低 い 集 団
で あ る 。 ク ラ ス タ ー ３ （ n = 6 8 ） は 健 康 ・ 生 き が い づ く り ， 地 域
貢 献 ， 交 流 ， 園 芸 活 動 の 全 て の 目 的 に 対 し て 高 い 目 的 意 識 を も
っ て お り ， 非 常 に 積 極 的 な 集 団 と 解 釈 で き る 。 ク ラ ス タ ー ４ （ n
= 4 6 ） は 健 康 ・ 生 き が い づ く り と 園 芸 活 動 の 目 的 が 高 い が ， 反 対
に 地 域 貢 献 と 交 流 の 目 的 が 他 ク ラ ス タ ー に 比 べ て 顕 著 に 低 い 。  
こ れ ら の こ と か ら ， ク ラ ス タ ー １ ， ４ で は 個 人 的 な 目 的 に 重 点
を お い て お り ， 反 対 に ク ラ ス タ ー ２ ， ３ で は 個 人 的 な 目 的 に 加
え 社 会 的 な 目 的 に も 重 点 を お い て い る こ と が う か が え る 。 そ こ
で 本 研 究 で は ， ク ラ ス タ ー １ か ら 順 に 「 健 康 ・ 生 き が い 重 視
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型 」 ， ク ラ ス タ ー ２ を 「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 ， ク ラ ス タ ー ３ を
「 個 人 ・ 社 会 目 的 型 」 ， ク ラ ス タ ー ４ を 「 個 人 目 的 重 視 型 」 と
名 称 を 与 え ， 以 下 の 解 析 で 用 い る こ と と し た （ 表 ４ ‐ ３ ） 。  
（ ３ ） ク ラ ス タ ー と 属 性 と の 関 係  
ま ず ， 初 め に 団 体 メ ン バ ー 全 体 の 傾 向 に つ い て 述 べ る と ， メ ン
バ ー の 多 く が 女 性 で あ り （ 7 3 . 2 ％ ） ， 年 齢 層 で は 6 0 代 （ 4 9 .
5 ％ ） と 7 0 代 （ 3 0 . 8 ％ ） を 合 わ せ て ， 全 体 の 約 8 0 ％ を 占 め て
い た 。 職 業 で は 専 業 主 婦 （ 4 6 . 5 ％ ） と 退 職 者 ・ 無 職 者 （ 3 5 .
6 ％ ） が 上 位 を 占 め た （ 表 ４ - ４ ） 。 園 芸 経 験 歴 で は ５ 年 以 上 の
経 験 の あ る 人 が 全 体 の 6 0 ％ に の ぼ っ た が ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 歴
で は ５ 年 以 上 の 経 験 豊 富 な 人 が 約 3 0 ％ 未 満 で あ っ た 。 園 芸 学
校 ・ 講 習 会 の 受 講 経 験 で は ， 受 講 経 験 の あ る 人 が 約 7 0 ％ に の ぼ
っ た （ 表 ４ ‐ ４ ） 。  
続 い て ， 活 動 目 的 を も と に 分 類 し た ク ラ ス タ ー 間 の 相 違 を 検 討
す る た め ， 各 ク ラ ス タ ー と ， 基 本 属 性 （ 性 別 ， 年 齢 層 ， 職 業 ） ，
園 芸 活 動 歴 ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 歴 ， 園 芸 講 習 会 な ど へ の 参 加 経
験 の 有 無 に つ い て カ イ 二 乗 検 定 を 行 っ た （ 表 ４ ‐ ４ ） 。 な お ，
期 待 値 が ５ 未 満 の デ ー タ が あ る 場 合 に は ， デ ー タ に 重 み を つ け
て 処 理 を し た 。 そ の 結 果 ， 基 本 属 性 （ 性 別 ， 年 齢 層 ， 職 業 ） ，
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 歴 に お い て 有 意 な 差 が 認 め ら れ た 。  
ま ず 基 本 属 性 に つ い て み る と ， 「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 で は ，
他 の ク ラ ス タ ー と 比 べ て 男 性 の 割 合 が 顕 著 に 多 く ， ま た 彼 ら の 8
5 . 3 ％ が 6 0 代 以 上 で あ り ， 退 職 者 ・ 無 職 の 人 の 占 め る 割 合 も 他
の ク ラ ス タ ー に 比 べ 多 か っ た 。 「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 は 8 7 . 9 ％
が 女 性 で あ り ， 他 の ク ラ ス タ ー と 比 較 し て 3 0 ～ 5 0 代 の 中 年 齢
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層 の 割 合 が 最 も 多 い 。 ま た ， 職 業 で は 専 業 主 婦 と 退 職 者 ・ 無 職
の 人 の 割 合 が 多 い が ， 会 社 員 の 割 合 が ４ ク ラ ス タ ー の 中 で 最 も
多 い 集 団 で も あ る 。  
「 個 人 ・ 社 会 目 的 型 」 と 「 個 人 目 的 重 視 型 」 は と も に 女 性 の 割
合 が 7 0 ％ な い し そ れ 以 上 で ， 6 0 代 以 上 の 割 合 も 8 0 ％ を 超 え ，
専 業 主 婦 と 退 職 者 ・ 無 職 の 割 合 が 多 い 集 団 で あ る 。 園 芸 ボ ラ ン
テ ィ ア 歴 で は ， 全 て の 活 動 目 的 に お い て 積 極 的 な 「 個 人 ・ 社 会
目 的 型 」 で 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 歴 ３ 年 以 上 の 経 験 豊 富 な 人 の 割 合
が 7 0 ％ を 超 え て お り ， 「 個 人 目 的 重 視 型 」 も 活 動 経 験 ３ 年 以 上
の 人 の 割 合 が 6 0 ％ 近 く に の ぼ る な ど ， 経 験 豊 富 な 人 が 多 い 。 反
対 に 「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 と 「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 で は 経
験 歴 が ３ 年 未 満 の 人 の 割 合 が 各 々 7 3 . 6 ％ と 6 3 . 6 ％ と 多 数 を 占
め ， 活 動 経 験 の 浅 い 人 の 多 い こ と が わ か る 。  
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項目ｚ 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
適度な運動となり，健康を維持できるから 0.812 0.114 0.128 0.068
生きがいづくりとして 0.806 0.006 0.133 0.304
余暇を有意義に使うことができるから 0.759 0.173 0.079 0.065
地域の景観向上･美化に貢献できる 0.047 0.759 0.057 0.295
明るいまちづくりに貢献できるから 0.021 0.708 0.134 0.297
地域への愛着が増すらか 0.160 0.653 0.126 0.091
地域の連帯感を深めることができるから 0.157 0.58 0.362 -0.093
年齢･性別に関係ない交流がもてるから 0.079 0.187 0.806 0.112
新たな友人･知人ができるから 0.131 0.123 0.766 0.032
メンバーとの交流が楽しいから 0.097 0.128 0.662 0.243
植物の栽培が楽しいから 0.071 0.115 0.111 0.791
植物を育てる知識･技術を活かせるから 0.279 0.173 0.027 0.672
植物に関する情報や知識･技術が得られるから 0.054 0.129 0.135 0.448
固有値 2.057 2.008 1.914 1.643
寄与率（％） 15.820 15.449 14.724 12.641
累積寄与率（％） 15.820 31.270 45.994 58.636
表４－２　活動目的に関する因子構造
Z：分析の際，因子負荷量 0.4未満であった項目「植物の種･苗の交換ができるから」を
　 除外したため、因子構造は13項目から構成されている。
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クラスター名（ｎ） 因子名Z 中央値 g
健康・生きがいづくり 0.2137
地域貢献 -0.0409
交流 -0.0689
園芸活動 -1.0732
健康・生きがいづくり -1.2184
地域貢献 0.5607
交流 0.6742
園芸活動 0.0937
健康・生きがいづくり 0.6689
地域貢献 0.5315
交流 0.7596
園芸活動 0.5576
健康・生きがいづくり 0.2052
地域貢献 -0.7854
交流 -0.7276
園芸活動 0.1625
表４－３　クラスターごとにみた因子得点の比較
Z：４因子各々について、クラスター間においてKruskal-Wallis検定により，いずれも
   0.1％水準で有意差あり。
個人目的重視型(n=46)
健康・生きがい重視型(n=34)
園芸・社会目的型(n=33)
個人・社会目的型(n=68)
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（ ４ ） ク ラ ス タ ー と 団 体 メ ン バ ー の 所 属 す る 団 体 形 態 と の 関 係  
各 ク ラ ス タ ー と メ ン バ ー の 所 属 す る 団 体 形 態 と の 関 係 に つ い て
調 べ る に 先 立 ち , 本 研 究 と 同 様 の ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 に つ い て 第 ３
章 の 結 果 を も と に ， 活 動 団 体 の 分 類 を 行 っ た 。  
そ の 結 果 ， 本 研 究 で 対 象 と し た う ち ４ 団 体 （ 団 体 １ ， ２ ， ３ ，
４ ） が 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 に ， ３ 団 体 （ 団 体 ５ ， ６ ， ７ ）
が 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 に ， ２ 団 体 （ 団 体 ８ ， ９ ） が 「 花 壇 系 ・
地 域 連 携 型 」 に ， ９ 団 体 （ 団 体 1 0 ， 1 1 ， 1 2 ， 1 3 ， 1 4 ， 1 5 ， 1
6 ， 1 7 ， 1 8 ） が 「 花 壇 系 ・ 単 独 型 」 に 該 当 す る こ と が わ か っ た 。  
そ こ で ， 団 体 メ ン バ ー の 活 動 目 的 を も と に 分 類 し た 各 ク ラ ス タ
ー に は ， そ れ ぞ れ ど の よ う な 団 体 形 態 の メ ン バ ー が 所 属 し て い
る の か ， 各 ク ラ ス タ ー と 四 つ の 団 体 形 態 に つ い て カ イ 二 乗 検 定
を 行 っ た と こ ろ 有 意 な 差 が 認 め ら れ た （ 図 ４ ‐ １ ） 。 な お ，
「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 と 「 花 壇 系 ・ 地 域 連 携 型 」 で は 対 象 者 が そ
れ ぞ れ 2 9 名 ， 3 7 名 と ， 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 （ 6 0 名 ） と
「 花 壇 系 ・ 単 独 型 」 （ 8 2 名 ） に 比 べ て 少 数 と な っ て い る 。  
各 ク ラ ス タ ー に つ い て み る と ， 「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 ，
「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 お よ び 「 個 人 ・ 社 会 目 的 型 」 で は ， い ず
れ も 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 に 属 す る  人 が 約 3 0 ％ ， 「 花 壇
系 ・ 単 独 型 」 に 属 す る 人 が 約 4 0 ％ と ， 所 属 す る 団 体 の 形 態 に 大
き な 違 い は み ら れ な か っ た が ， 「 個 人 目 的 重 視 型 」 で は 「 花 壇
系 ・ 単 独 型 」 に 属 す る 人 が 約 7 0 ％ と ， 他 の ク ラ ス タ ー に 比 べ て
顕 著 に 多 い 結 果 と な っ た 。  
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個人目的重視型
個人・社会目的型
園芸・社会目的型
健康・生きがい重視型
図４－１ クラスターと団体メンバーの所属する団体形態との関係
街路系・地域連携型 街路系・単独型
花壇系・地域連携型 花壇系・単独型
（カイ二乗検定により，5％水準で有意差あり。）
割合（％）
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（ ５ ） ク ラ ス タ ー と 活 動 に お け る 問 題 点 と の 関 係  
 ま ず ， 活 動 に お け る 問 題 点 に つ い て 分 析 す る に あ た り ， 「 わ
か ら な い 」 と 回 答 し た 人 を 除 外 し ， 回 答 者 を 「 問 題 点 と 考 え て
い る 」 人 （ ５ ： 「 そ う 思 う 」 ・ ４ ： 「 や や そ う 思 う 」 ） ， 「 ど
ち ら と も い え な い 」 人 （ ３ ： 「 ど ち ら と も い え な い 」 ） ， 「 問
題 点 と 考 え て い な い 」 人 （ ２ ： 「 あ ま り そ う 思 わ な い 」 ・ １ ：
「 そ う 思 わ な い 」 ） の 三 つ に 分 け た と こ ろ ， メ ン バ ー 全 体 で
「 問 題 点 と 考 え て い る 」 人 の 割 合 の 最 も 多 か っ た 項 目 は 「 次 世
代 を 担 う メ ン バ ー が 少 な い 」 7 4 . 2 ％ ， 次 い で 「 メ ン バ ー の 高 齢
化 」 6 8 . 9 ％ ， 「 メ ン バ ー 数 が 少 な い ， 増 え な い 」 5 8 . 7 ％ と ， 上
位 を 人 材 に 関 す る 内 容 が 占 め た （ 図 ４ ‐ ２ ） 。  
 続 い て ， 活 動 に お け る 問 題 点 に つ い て ， ク ラ ス タ ー ご と に 意
識 の 違 い を カ イ 二 乗 検 定 に よ り 分 析 し た 結 果 （ 期 待 値 が ５ 未 満
の デ ー タ が あ る 場 合 に は ， デ ー タ に 重 み を つ け て 処 理 を し た ） ，
「 メ ン バ ー の 高 齢 化 」 ， 「 メ ン バ ー 数 が 少 な い ， 増 え な い 」 ，
「 活 動 が マ ン ネ リ 化 し て き て い る 」 ， 「 行 政 と の 情 報 交 換 の 機
会 が 少 な い 」 ， 「 土 づ く り が 難 し い 」 に お い て 有 意 な 差 が 認 め
ら れ た （ 表 ４ ‐ ５ ） 。  
「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 で は ， 「 メ ン バ ー の 高 齢 化 」 ，
「 メ ン バ ー 数 が 少 な い ， 増 え な い 」 ， 「 土 づ く り が 難 し い 」 こ
と を 「 問 題 点 と 考 え て い る 」 人 の 割 合 が 多 く ， 反 対 に 「 活 動 が
マ ン ネ リ 化 し て き て い る 」 ， 「 行 政 と の 情 報 交 換 の 機 会 が 少 な
い 」 こ と に 対 し て は 「 問 題 点 と 考 え て い な い 」 人 の 割 合 が 多 か
っ た 。  
「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 で は ， 「 メ ン バ ー 数 が 少 な い ， 増 え な
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い 」 ， 「 行 政 と の 情 報 交 換 の 機 会 が 少 な い 」 こ と に 対 し て 「 問
題 点 と 考 え て い る 」 人 の 割 合 が 多 か っ た が ， 「 メ ン バ ー の 高 齢
化 」 ， 「 活 動 が マ ン ネ リ 化 し て き て い る 」 ， 「 土 づ く り が 難 し
い 」 こ と に 関 し て は 「 問 題 と し て い な い 」 人 の 割 合 が 多 か っ た 。
「 個 人 ・ 社 会 目 的 型 」 で は ， 「 メ ン バ ー の 高 齢 化 」 ， 「 メ ン バ
ー 数 が 少 な い ， 増 え な い 」 こ と を 「 問 題 点 と 考 え て い る 」 人 の
割 合 が ４ ク ラ ス タ ー の 中 で 最 も 多 く ， こ れ ら 以 外 の 「 行 政 と の
情 報 交 換 の 機 会 が 少 な い 」 ， 「 活 動 が マ ン ネ リ 化 し て き て い
る 」 ， 「 土 づ く り が 難 し い 」 こ と に 関 し て は 「 問 題 点 と 考 え て
い な い 」 人 の 割 合 が 多 か っ た 。  
「 個 人 目 的 重 視 型 」 で は ， 「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 と 同 様
に 「 メ ン バ ー の 高 齢 化 」 ， 「 メ ン バ ー 数 が 少 な い ， 増 え な い 」
こ と を 「 問 題 点 と 考 え て い る 」 人 の 割 合 が 多 く ， 「 活 動 が マ ン
ネ リ 化 し て き て い る 」 ， 「 行 政 と の 情 報 交 換 の 機 会 が 少 な い 」
こ と に つ い て は 「 ど ち ら と も い え な い 」 人 の 割 合 が 多 く ， 「 土
づ く り が 難 し い 」 に 関 し て は 「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 ， 「 個 人 ・
社 会 目 的 型 」 と 同 様 ， 「 問 題 点 と 考 え て い な い 」 人 の 割 合 が 多
か っ た 。  
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0 20 40 60 80 100
植物がうまく育たない
年数回程度の植替え作業が大変
肥料のやり方などが難しい
土づくりが難しい
花壇のデザインが難しい
虫や病気の防除が難しい
事故や怪我の際の行政の支援が不十分
活動がマンネリ化してきている
行政との情報交換の場が少ない
行政からの支援･協力が少ない
地域での認識･功労の機会が少ない
他団体との情報交換の場が少ない
メンバー間で意見の不一致しない
メンバー間で話し合う場が少ない
一部のメンバーに負担が集中
メンバー数が少ない，増えない
メンバーの高齢化
次世代を担うメンバーが少ない
図４－２ 活動における問題点
問題としている どちらともいえない 問題としていない
人
材
に
つ
い
て
活
動
運
営
に
つ
い
て
栽
培
管
理
に
つ
い
て
割合（％）
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（ ６ ） ク ラ ス タ ー と 今 後 の 活 動 に 対 す る 取 り 組 み の 関 係  
（ ⅰ ） 園 芸 学 校 ・ 講 習 会 な ど で 学 び た い 内 容  
今 後 ， 園 芸 学 校 ・ 講 習 会 な ど を 受 講 す る 場 合 ， ど の よ う な 内
容 に つ い て 学 び た い か 単 一 回 答 で た ず ね た と こ ろ ， メ ン バ ー 全
体 で は 「 栽 培 管 理 の 技 術 や 知 識 」 と 回 答 す る 人 が 最 も 多 く 4 2 .
9 ％ ， 次 い で 「 花 や 緑 を 活 か し た ま ち づ く り 」 3 4 . 7 ％ で あ っ た 。  
続 い て ， 活 動 目 的 を も と に 分 類 し た ク ラ ス タ ー ご と に 学 び た
い 内 容 に つ い て ， カ イ 二 乗 検 定 に よ っ て 分 析 し た 結 果 （ 期 待 値
が ５ 未 満 の デ ー タ が あ る 場 合 に は ， デ ー タ に 重 み を つ け て 処 理
を し た ） ， ５ ％ 水 準 で 有 意 な 差 が 認 め ら れ た （ 図 ４ ‐ ３ ） 。
「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 で は 「 栽 培 管 理 の 技 術 や 知 識 」 ，
「 花 や 緑 を 活 か し た ま ち づ く り 」 と 回 答 し た 人 が 最 も 多 く 3 8 .
7 ％ ， 次 い で 「 園 芸 福 祉 や コ ミ ュ ニ テ ィ ガ ー デ ン に つ い て 」 1 6 .
1 ％ で あ っ た 。  
「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 で は 「 栽 培 管 理 の 技 術 や 知 識 」 と 回 答
し た 人 が 最 も 多 く 4 2 . 4 ％ ， 次 い で 「 園 芸 福 祉 や コ ミ ュ ニ テ ィ ガ
ー デ ン に つ い て 」 が 2 7 . 3 ％ で あ っ た 。 「 個 人 ・ 社 会 目 的 型 」 で
は 「 花 や 緑 を 活 か し た ま ち づ く り 」 と 回 答 し た 人 が 最 も 多 く 4 9 .
2 ％ ， 次 い で 「 栽 培 管 理 の 技 術 や 知 識 」 3 3 . 8 ％ で あ っ た 。 「 個
人 目 的 重 視 型 」 で は 「 栽 培 管 理 の 技 術 や 知 識 」 と 回 答 し た 人 が
最 も 多 く 5 7 . 8 ％ と 半 数 以 上 に 及 ん だ 。  
（ ⅱ ） ク ラ ス タ ー と 活 動 支 援 者 の 必 要 性 と の 関 係  
 近 年 ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を は じ め と す る 市 民 に よ る 自 主
的 な 緑 化 活 動 に 対 し て は ， 行 政 の 財 源 不 足 や 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア
か ら の 要 望 の 多 様 化 な ど を 背 景 に ， よ り 充 実 し た 支 援 ・ サ ポ ー
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ト を 提 供 す る た め に 行 政 担 当 部 署 の 他 に ， そ の 業 務 を 補 完 す る
人 材 や 機 関 の 必 要 性 が 検 討 さ れ て い る （ 重 松 ら ， 2 0 1 1 ；  山 崎
ら ， 2 0 1 1 ） 。  
そ こ で ， 行 政 の 担 当 者 に 加 え 活 動 を 支 援 ・ サ ポ ー ト す る 人 材
が 必 要 だ と 思 う か ， ５ 段 階 評 価 で た ず ね た 。 回 答 者 を 「 必 要 と
考 え る 」 人 （ ５ ： 「 そ う 思 う 」 ・ ４ ： 「 や や そ う 思 う 」 ） ，
「 ど ち ら と も い え な い 」 人 （ ３ ： 「 ど ち ら と も い え な い 」 ） ，
「 必 要 と 考 え な い 」 人 （ ２ ： 「 あ ま り そ う 思 わ な い 」 ・ １ ：
「 そ う 思 わ な い 」 ） の 三 つ に 分 け ， ま ず 団 体 メ ン バ ー 全 体 で み
た と こ ろ ， 「 必 要 と 考 え る 」 人 は 3 5 . 4 ％ ， 「 ど ち ら と も い え な
い 」 人 1 4 . 4 ％ ， 「 必 要 と 考 え な い 」 人 5 0 . 0 ％ で あ っ た 。  
続 い て ， ク ラ ス タ ー ご と に そ れ ら の 割 合 を カ イ 二 乗 検 定 で 分 析
し た 結 果 ， 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 ，
「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 で は 「 必 要 と 考 え る 」 人 の 割 合 が 半 数 を
超 え ， 「 個 人 ・ 社 会 目 的 型 」 ， 「 個 人 目 的 重 視 」 で は 「 必 要 と
考 え る 」 人 と 「 必 要 と 考 え な い 」 人 の 割 合 が ど ち ら も 約 4 0 ％ で
意 見 が 分 か れ た （ 図 ４ - ４ ） 。  
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「個人目的重視」型
「個人・社会目的」型
「園芸・社会目的」型
「健康・生きがい重視」型
図４－３ 今後，園芸学校・講習会等で学びたいこと
（単一回答）
植物管理の知識や技術
園芸福祉やコミュニティガーデンについて
花や緑を活かしたまちづくり
ボランティアリーダーとして活動を担える知識や技術
その他
割合（％）
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個人目的重視型
個人・社会目的型
園芸・社会目的型
健康・生きがい重視型
図４－４ クラスターと専門家・機関による支援の
必要性との関係
必要とする どちらともいえない 必要としない
（カイ二乗検定により，5％水準で有意差あり。）
割合（％）
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４ - ４  考 察  
本 研 究 で は ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 行 う 団 体 メ ン バ ー へ の 意
識 調 査 を 行 い ， 活 動 目 的 と し て 「 健 康 ・ 生 き が い づ く り 」 ，
「 地 域 貢 献 」 ， 「 交 流 」 ， 「 園 芸 活 動 」 の ４ 因 子 の あ る こ と を
明 ら か に し た 。 こ の 結 果 は ， 街 路 沿 道 で 行 わ れ る 園 芸 ボ ラ ン テ
ィ ア 活 動 に つ い て 活 動 者 の 参 加 動 機 を 調 査 し た T o d o r o v a ら .
（ 2 0 0 4 ） の 結 果 と 一 致 し た 。  
ま た ， 活 動 に お け る 問 題 点 に 関 し て も ， こ れ ま で 園 芸 ボ ラ ン テ
ィ ア 活 動 を は じ め と す る 多 く の 市 民 活 動 で 問 題 と な っ て い る 人
手 に 関 す る こ と が あ げ ら れ （ 重 松 ら ， 2 0 1 1 ） ， 本 研 究 に お い て
も 多 く の 団 体 メ ン バ ー が 自 身 の 高 齢 化 や 次 世 代 の メ ン バ ー 不 足
に つ い て 不 安 視 し て い る こ と が わ か っ た 。 ま た ， 活 動 目 的 ４ 因
子 に 対 す る 積 極 性 や 意 識 の 相 違 に よ り ， メ ン バ ー は ４ 集 団 に 分
類 さ れ る こ と が 分 か っ た 。  
以 下 ， ４ 集 団 各 々 の 特 徴 に つ い て 述 べ て い く 。 結 果 の 内 容 を 簡
単 に 取 り ま と め た も の を 表 ４ - ６ に 示 す 。  
（ １ ） 活 動 目 的 か ら と ら え た ク ラ ス タ ー の 特 徴  
「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 は ， 地 域 へ の 貢 献 や 交 流 ， 園 芸 活 動
を 行 う こ と に 対 す る 目 的 意 識 が 強 く な く ， 自 ら の 健 康 ・ 生 き が
い づ く り を 主 目 的 に 活 動 し て い る 集 団 と 考 え ら れ た 。 こ の 集 団
で は 年 齢 層 が 高 く ， 他 の 集 団 に 比 べ 男 性 と 退 職 者 ・ 無 職 の 人 の
割 合 が 非 常 に 多 い 。 ま た ， ボ ラ ン テ ィ ア 歴 も 短 い 人 が 多 い こ と
か ら も ， 主 に 定 年 後 の 人 々 が 余 暇 や 生 き が い づ く り と し て ボ ラ
ン テ ィ ア 活 動 に 取 り 組 み 始 め た 集 団 と い え る 。  
団 体 形 態 に つ い て 述 べ る と ， こ の 集 団 に は 活 動 目 的 が ま ち づ く
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り に 向 け ら れ て い る 街 路 系 ・ 花 壇 系 の 地 域 連 携 型 ， 個 人 的 な 目
的 の 高 い 街 路 系 ・ 花 壇 系 の 単 独 型 に 所 属 す る メ ン バ ー の 両 方 が
ほ ぼ 同 数 み ら れ た こ と か ら ， ま ち づ く り へ の 目 的 の 高 い 団 体 内
に も 個 人 的 な 目 的 に 重 点 を お い て 活 動 す る メ ン バ ー の い る こ と
が わ か っ た 。 ま た ， こ の 集 団 で は ， 次 世 代 を 担 う 活 動 メ ン バ ー
の 少 な い こ と や 高 齢 化 に よ る メ ン バ ー 減 少 な ど の 人 手 に 関 す る
こ と を 主 な 問 題 点 と し て い る 人 の 多 い こ と が 明 ら か と な っ た 。  
健 康 ・ 生 き が い づ く り の 目 的 は 低 い が ， 地 域 貢 献 ， 交 流 ， 園 芸
活 動 に 対 す る 目 的 の 高 い 「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 は ， 園 芸 ボ ラ ン
テ ィ ア 歴 の 短 い 人 が 多 い も の の 社 会 貢 献 に 対 し て 積 極 性 の 高 い
集 団 と い え る 。 健 康 ・ 生 き が い づ く り に 対 す る 目 的 の 低 か っ た
理 由 と し て は ， 他 集 団 に 比 べ 年 齢 層 が 若 く ， 退 職 者 ・ 無 職 の 人
の 割 合 が 少 な く ， 健 康 や 特 に 生 き が い に 対 し て あ ま り 意 識 さ れ
て い な い こ と が 背 景 に あ る と 考 え ら れ る 。 こ の 集 団 に は ， ま ち
づ く り や 地 域 づ く り を 目 的 と す る 街 路 系 ・ 花 壇 系 の 地 域 連 携 型
に 属 す る メ ン バ ー の み な ら ず ， サ ー ク ル 要 素 の 強 い 花 壇 系 ・ 単
独 型 に 属 す る メ ン バ ー も 多 く 所 属 し て お り ， 花 壇 系 ・ 単 独 型 の
団 体 形 態 に も ， 地 域 貢 献 や 交 流 を 目 的 に 活 動 し て い る メ ン バ ー
の い る こ と が わ か っ た 。  
ま た ， 「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 は ， 目 的 意 識 の 明 確 な 集 団 で あ る
こ と か ら ， 上 述 し た 各 々 の 団 体 形 態 に お い て 次 世 代 を 担 う 活 動
メ ン バ ー と し て 期 待 で き る 集 団 で も あ る と 推 察 さ れ る 。 し か し ，
問 題 点 と し て は ， 自 ら の よ う な 若 い メ ン バ ー の 少 な い こ と が あ
げ ら れ ， 同 世 代 の 人 々 の 参 加 を 望 ん で い る こ と が う か が え た 。  
全 て の 目 的 に 対 し て 高 い 意 識 を も っ て い る 「 個 人 ・ 社 会 目 的
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型 」 は ， 年 齢 層 が 高 く ， ま た 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 経 験 の 豊 富 な 女
性 の 割 合 が 多 い 。 ま た ， 他 の ク ラ ス タ ー と は 異 な り ， 今 後 園 芸
学 校 ・ 講 習 会 な ど で 学 び た い 内 容 と し て ， 花 と 緑 の ま ち づ く り
に つ い て あ げ る 人 が 最 も 多 か っ た こ と か ら も ま ち づ く り へ の 意
識 の 高 さ が う か が え る 。 こ の 集 団 も 「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 同 様 ，
サ ー ク ル 要 素 の 強 い 花 壇 系 ・ 単 独 型 の メ ン バ ー も 多 く 属 し て い
る が ， 彼 ら の 中 に も 個 人 の 目 的 だ け で な く ， ま ち づ く り へ と 目
を 向 け て い る 人 の 多 い こ と が 考 え ら れ た 。 問 題 点 と し て ， 人 材
に 関 す る こ と を あ げ る 人 が 多 く ， 次 世 代 を 担 う 若 い メ ン バ ー の
少 な い こ と に 加 え ， メ ン バ ー の 高 齢 化 と 実 働 メ ン バ ー 数 の 増 え
な い こ と に 対 す る 不 安 を 抱 え て い る メ ン バ ー の 多 い こ と が わ か
っ た 。   
「 個 人 目 的 重 視 型 」 で は ， 健 康 ・ 生 き が い づ く り と 園 芸 活 動 を
活 動 目 的 と し て お り ， 主 に 自 ら の 楽 し み と し て 活 動 に 参 加 し て
い る 人 々 の 集 団 と 考 え ら れ た 。 団 体 形 態 を み て も ， こ の 集 団 に
は 花 壇 系 ・ 単 独 型 に 所 属 す る メ ン バ ー が 7 0 ％ に 及 ん で お り ， ま
ち づ く り を 主 な 目 的 と す る 地 域 連 携 型 の 団 体 形 態 に 所 属 す る メ
ン バ ー の 少 な い こ と が 関 係 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 問 題 点
に 関 し て は ， 他 ク ラ ス タ ー 同 様 ， 人 材 に 関 し て あ げ る 人 が 多 か
っ た が ， 他 ク ラ ス タ ー で は 問 題 と し て い な い 人 の 多 か っ た 活 動
の 停 滞 に 対 し て ， ど ち ら と も い え な い と す る 人 が 約 半 数 を 占 め ，
今 後 停 滞 し う る 危 険 性 を も っ て い る と 推 察 さ れ る 。  
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（ ２ ） 今 後 の 課 題  
こ の よ う に 活 動 目 的 ４ 因 子 へ の 積 極 性 や 意 識 の 相 違 に よ り ４ 集
団 に 分 類 さ れ た が ， こ れ ら ４ 集 団 各 々 に は 多 様 な 団 体 形 態 に 所
属 す る メ ン バ ー の 含 ま れ て い る こ と が わ か っ た 。 そ し て 各 々 の
団 体 目 的 と メ ン バ ー 自 身 の も つ 活 動 目 的 が 必 ず し も 一 致 す る と
は 限 ら な い こ と も 明 ら か と な っ た 。 高 木 （ 2 0 1 0 ） は ， 福 祉 施 設
で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お い て ， 活 動 者 の 継 続 的 な 参 加 を 妨 げ
る 要 因 と し て ， 活 動 者 と 受 け 入 れ 側 の 施 設 双 方 の 利 益 （ 目 的 ）
に つ い て コ ン セ ン サ ス が 得 ら れ な い こ と を あ げ て い る 。 ま た 伊
藤 （ 2 0 0 6 ） も 福 祉 施 設 で の ボ ラ ン テ ィ ア マ ネ ジ メ ン ト に お い て ，
受 け 入 れ 側 と な る 施 設 も 活 動 者 の ニ ー ズ に 応 え る 必 要 が あ る と
述 べ て お り ， 両 者 の 整 合 を 図 る こ と の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。
こ れ ら の こ と か ら ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お い て も ， 団 体 メ
ン バ ー の 継 続 的 な 参 加 を 促 す た め に は ， メ ン バ ー 自 身 の 参 加 目
的 と 団 体 の 活 動 目 的 と の 整 合 を 高 め る こ と が 必 要 と 考 え ら れ る 。
し か し な が ら ， 目 的 意 識 の 整 合 が 高 ま り す ぎ て ， 活 動 内 容 や 運
営 手 法 が 一 定 の 繰 り 返 し と な っ た り ， メ ン バ ー が 固 定 化 さ れ る
な ど ， 活 動 が マ ン ネ リ 化 す る 恐 れ も あ る た め （ 町 田 市 ， ２ 0 0 1 ） ，
メ ン バ ー と 団 体 双 方 に と っ て バ ラ ン ス の と れ た 目 的 意 識 の 整 合
を 図 る こ と が 重 要 と い え よ う 。  
他 方 で ， 各 ク ラ ス タ ー に お い て 最 も 問 題 と さ れ る こ と は ほ ぼ
共 通 し て 人 材 に 関 す る こ と で あ っ た 。 中 で も ， 次 世 代 を 担 う メ
ン バ ー の 少 な い こ と ， ま た 活 動 メ ン バ ー が 固 定 さ れ メ ン バ ー の
増 え な い こ と に 危 機 感 を 覚 え て い た 。 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ
の 市 民 の 参 加 意 欲 に つ い て 検 討 し た 研 究 （ 御 手 洗 ら ， 2 0 1 2 ） で
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は ， 参 加 を 希 望 し な い 人 の 理 由 と し て ， 時 間 的 余 裕 の 無 さ が あ
げ ら れ て い る 。 次 世 代 を 担 い う る 若 い 世 代 は 仕 事 や 子 育 て で 時
間 的 余 裕 の 少 な い 人 の 多 い こ と が 考 え ら れ る 。 そ の た め ， 今 後
彼 ら の 活 動 し や す い 活 動 日 や 活 動 時 間 帯 の 設 定 な ど ， 活 動 環 境
を 整 え る こ と が 重 要 と い え る 。 ま た ， 田 中 ら （ 1 9 9 9 ） が 述 べ て
い る よ う に ， 団 体 間 で の メ ン バ ー の 共 有 も ， 人 手 の 確 保 に 関 し
て は 有 効 な 手 段 の 一 つ と 考 え ら れ る 。  
他 方 ， 「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 の よ う に 土 づ く り な ど の 栽
培 管 理 に つ い て 問 題 と し て い る メ ン バ ー の 多 い 集 団 に は ， 園 芸
学 校 ・ 講 習 会 な ど の 場 の 提 供 ， 活 動 支 援 者 の 派 遣 ， ま た 栽 培 管
理 に 長 け て い る 他 の 団 体 メ ン バ ー に よ る 技 術 指 導 も 有 効 と 考 え
ら れ る 。 「 個 人 目 的 重 視 型 」 の よ う に 花 壇 系 ・ 単 独 型 の 団 体 メ
ン バ ー が 多 く を 占 め た 集 団 で は ， 活 動 の 停 滞 を 危 惧 し つ つ あ る
が ， こ れ は ， 他 団 体 と の 交 流 な ど を 特 別 行 っ て お ら ず ， 外 部 刺
激 の 少 な い こ と が 原 因 と 考 え ら れ る 。  
現 在 ， さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 で は ， 本 制 度 を 運 営 す
る 花 と 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 事 務 局 を 通 じ て ， 団 体 代 表 者 レ ベ ル で
の 交 流 会 ， 会 報 や イ ン タ ー ネ ッ ト で の 情 報 発 信 ， ワ ー ク シ ョ ッ
プ の 開 催 な ど を 行 っ て い る 。 し か し ， 団 体 の メ ン バ ー ど う し が
と も に 活 動 し た り ， 上 述 し た よ う な 技 術 支 援 に 対 し て 他 団 体 の
メ ン バ ー の 派 遣 な ど は 特 に 行 っ て い な い 。 よ っ て ， 今 後 ， 活 動
の 停 滞 を 防 ぐ た め に は 今 ま で 以 上 に 団 体 メ ン バ ー ど う し の 交 流
や 他 団 体 の 情 報 を 知 る 機 会 の 提 案 な ど ， 活 動 に 対 す る 意 欲 を 刺
激 す る 方 策 の 検 討 が 期 待 さ れ る 。  
 以 上 ， 本 章 で は 活 動 団 体 内 に お い て 様 々 な 活 動 目 的 を も つ メ
92 
 
ン バ ー が お り ， 必 ず し も 団 体 と メ ン バ ー 個 人 の 目 的 が 一 致 し て
い る と は 限 ら な い こ と が 明 ら か と な っ た 。 し た が っ て ， 今 後 ，
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を よ り い っ そ う 継 続 的 に 展 開 す る た め に
は ， メ ン バ ー の 参 加 目 的 と 団 体 の 活 動 目 的 の 整 合 性 に つ い て 検
討 す る 必 要 が あ る と い え る 。 ま た ， 新 規 メ ン バ ー 確 保 の 際 に は ，
活 動 目 的 な ど の 団 体 情 報 を よ り 鮮 明 に 打 ち 出 し ， 活 動 へ の 参 加
を 希 望 す る 人 々 に 対 し て 事 前 に 情 報 を 把 握 で き る よ う に す る こ
と も 重 要 と い え る 。  
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第 ５ 章  総 合 考 察  
 
園 芸 は 誰 も が 気 軽 に 取 り 組 む こ と の で き る 活 動 の 一 つ で あ り ，
日 本 に お い て 余 暇 活 動 の 一 環 と し て 園 芸 ・ 庭 づ く り に 取 り 組 ん
で い る 人 口 は 3 , 0 0 0 万 人 を 超 え て い る （ 日 本 生 産 性 本 部 ， 2 0 1
2 ） 。 こ の よ う に 多 く の 市 民 が 家 庭 の 内 外 問 わ ず 園 芸 を 実 践 し て
い る こ と は ， 市 民 が 食 べ 物 や 経 済 的 利 益 と は 異 な る 多 く の 恩 恵
を 実 践 の 中 で 得 て い る こ と を 示 唆 し て い る （ 松 尾 ， 2 0 0 5 ） 。 園
芸 活 動 や 生 産 物 を 通 じ て 市 民 が ど の よ う な 恩 恵 （ 効 用 ） を 得 て
い る か に つ い て ， 松 尾 （ 1 9 8 6 ） は ８ つ の 効 用 （ ① 生 産 的 効 用 ，
② 経 済 的 効 用 ， ③ 心 理 的 ・ 生 理 的 効 用 ， ④ 環 境 的 効 用 ， ⑤ 身 体
的 効 用 ， ⑥ 社 会 的 効 用 ， ⑦ 教 育 的 効 用 ， ⑧ 精 神 的 ・ 人 間 的 効
用 ） の あ る こ と を 示 し て い る 。 そ し て ， こ れ ら ８ つ の 効 用 を 活
用 し て ， よ り 幸 福 な 暮 ら し を 実 現 し よ う と い う 考 え 方 に 園 芸 福
祉 が あ る 。  
本 研 究 の 対 象 と し た 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は ， ま さ に 園 芸 福
祉 を 実 現 す る た め の 活 動 の 一 つ と い え よ う 。 さ ら に 園 芸 ボ ラ ン
テ ィ ア 活 動 の よ う な 市 民 に よ っ て 維 持 ・ 管 理 さ れ た ま ち 中 の み
ど り は ， 景 観 形 成 や 犯 罪 の 抑 止 に つ な が る だ け で な く （ H y n e s  
a n d  H o w e ,  2 0 0 4 ） ， 参 加 者 ど う し の 交 流 を 通 じ た コ ミ ュ ニ テ
ィ 形 成 も 期 待 で き る と さ れ て い る （ L e w i s ， 1 9 9 6 ） 。 こ の よ う
な 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の も つ 様 々 な 効 用 を 活 用 し て ， 豊 か な
地 域 社 会 の 創 造 を 進 め て い く た め に は ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
の 継 続 的 な 実 施 が 重 要 で あ る 。  
そ こ で 本 研 究 で は ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 制 度 を 開 始 し て ５
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年 目 を 迎 え て ， 諸 問 題 が 発 生 し つ つ あ る と 考 え ら れ る 神 奈 川 県
厚 木 市 と ， 支 援 制 度 の 改 変 を 行 い 先 進 的 な 取 り 組 み を 行 っ て い
る 北 海 道 札 幌 市 を 事 例 と し て ， ２ 地 域 に お け る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ
ア 活 動 の 実 態 を 明 ら か に し ， 活 動 の 継 続 的 な 実 施 に 向 け た 方 策
を 導 き だ す こ と を 目 的 と し た 。  
 
５ - １  厚 木 市 に お け る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動  
 第 ２ 章 「 厚 木 市 『 花 未 来 事 業 』 を 事 例 と し た 園 芸 ボ ラ ン テ ィ
ア 活 動 に お け る 参 加 者 意 識 と 活 動 継 続 の 条 件 」 で は ， 神 奈 川 県
厚 木 市 で 行 わ れ て い る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 「 花 未 来 事 業 」 に
つ い て ， 活 動 に 携 わ る 団 体 代 表 者 と 団 体 メ ン バ ー 双 方 の 意 識 か
ら ， 活 動 実 態 を 把 握 す る と と も に ， 活 動 が 継 続 す る た め の 条 件
に つ い て 検 討 し た 。  
そ の 結 果 ， 団 体 代 表 者 に 対 す る 聞 き 取 り 調 査 か ら 活 動 目 的 と
し て 地 域 貢 献 や コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 と い っ た 快 適 な 地 域 環 境 づ
く り を 主 目 的 に あ げ る 団 体 が 多 く ， ま た 団 体 メ ン バ ー へ の ア ン
ケ ー ト か ら も 地 域 の 景 観 向 上 ・ 美 化 や 交 流 な ど の 社 会 的 な 目 的
を 参 加 目 的 と し て あ げ る 人 が 多 か っ た 。 そ し て 実 際 の 活 動 を 通
じ て ， 地 域 の 景 観 向 上 や 交 流 を 通 じ て 人 間 関 係 の 輪 を 広 げ る こ
と が で き た だ け で な く ， 園 芸 そ の も の を 楽 し む と と も に 新 た な
園 芸 の 知 識 ・ 技 術 を 得 ら れ た こ と に 関 し て も 高 い 満 足 感 を 示 し
て い た 。  
ま た ， 団 体 代 表 者 な ら び に 団 体 メ ン バ ー は 活 動 す る 地 域 に お
い て ゴ ミ の 減 少 な ど の 活 動 効 果 の み ら れ た こ と ， 活 動 に 対 す る
地 域 の 人 々 の 労 い の 声 や 関 心 な ど ， 活 動 に 対 す る 評 価 を 実 感 し
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て お り ， こ の こ と が 参 加 者 の 満 足 感 の 高 ま り に も 関 係 し て い る
こ と が 推 察 さ れ た 。 さ ら に ， 今 後 の 活 動 に 対 す る 継 続 意 欲 は 非
常 に 高 く ， そ の 背 景 と し て ， 活 動 年 数 が 浅 い 団 体 が ほ と ん ど で
あ り ， 活 動 の 停 滞 は 起 き て い な い こ と と 考 え ら れ る が ， そ の 一
方 で 行 政 に よ る 花 苗 支 給 な ど の ハ ー ド 面 の 支 援 と と も に ， 気 軽
に 参 加 で き る 活 動 形 態 で あ る こ と ， 団 体 内 の 人 間 関 係 の 良 好 な
こ と な ど の ソ フ ト 面 の 条 件 の 充 実 し て い る こ と も 活 動 継 続 に 関
し て 重 要 な 要 素 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。  
以 上 の こ と よ り ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 展 開 し 始 め て 間 も
な い 厚 木 市 に お い て ， 活 動 を 辞 退 す る 団 体 が み ら れ ず ， 多 く の
参 加 者 の 継 続 意 欲 を 高 く 維 持 で き て い る 背 景 に は ， 参 加 者 の 目
的 が 十 分 に 達 成 さ れ て い る こ と ， ま た 行 政 か ら の 園 芸 資 材 な ど
の ハ ー ド 面 の 支 援 と と も に ， 気 軽 に 参 加 で き る な ど の 活 動 の 自
由 度 の 大 き い こ と ， そ し て 団 体 内 の 人 間 関 係 の 良 好 な こ と と い
っ た ソ フ ト 面 の 条 件 の 充 実 が あ る と い え る 。  
一 方 で ， 6 0 歳 以 上 の 参 加 者 が ７ 割 を 超 え る 「 花 未 来 事 業 」 の
現 状 を 考 え る と ， 今 後 ， 多 く の 先 行 研 究 で 指 摘 さ れ て い る よ う
な 参 加 者 不 足 が 懸 念 さ れ る 。 よ っ て ， 今 は 順 調 に み え る 厚 木 市
に お い て も 他 の 地 域 同 様 ， メ ン バ ー の 減 少 が 今 後 の 活 動 継 続 に
お け る 課 題 と な り う る こ と が 推 察 さ れ た 。  
 
５ - ２  札 幌 市 に お け る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動  
第 ３ 章 「 札 幌 市 で 展 開 さ れ る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お け る 市
民 団 体 の 類 型 化 と そ の 特 徴 」 で は ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 先
進 的 に 展 開 さ れ て い る 北 海 道 札 幌 市 で の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
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に つ い て ， 近 年 ， 活 動 に 携 わ る 市 民 団 体 の 形 態 が 多 様 化 し て い
る 背 景 を 踏 ま え て ， 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 に 登 録
し て 活 動 を 行 っ て い る 市 民 団 体 の 類 型 化 を 試 み る と と も に ， 活
動 を 継 続 的 に 運 営 す る 上 で の 課 題 に つ い て 考 察 し た 。  
そ の 結 果 ， 活 動 場 所 の 相 違 と ， 地 縁 組 織 や 近 隣 企 業 な ど の 地 域
組 織 と の 連 携 の 有 無 に よ り ， 団 体 を 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 ，
「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 ， 「 花 壇 系 ・ 地 域 連 携 型 」 ， 「 花 壇 系 ・ 単
独 型 」 の ４ 形 態 に 分 類 で き た 。 ① 「 街 路 系 ・ 地 域 連 携 型 」 で は
活 動 規 模 の 大 き い 団 体 が 多 く ， 活 動 目 的 が 街 並 み の 形 成 な ど 街
づ く り に 向 け ら れ て い る 。 課 題 と し て は 次 世 代 を 担 う メ ン バ ー
の 育 成 が あ げ ら れ て い る 。 ② 「 街 路 系 ・ 単 独 型 」 で は 小 規 模 団
体 が 多 く ， 活 動 を 通 じ 皆 で 楽 し む こ と を 目 的 と し て お り ， サ ー
ク ル の 要 素 が 強 い 。 課 題 と し て は 実 働 メ ン バ ー の 確 保 が あ げ ら
れ て い る 。 ③ 「 花 壇 系 ・ 地 域 連 携 型 」 は 主 に 小 規 模 団 体 か ら な
り ， 地 域 の 緑 化 や コ ミ ュ ニ テ ィ の 醸 成 を 目 的 と し て い る 。 課 題
と し て は 次 世 代 の リ ー ダ ー や メ ン バ ー の 育 成 と 町 内 会 と の 良 好
な 関 係 維 持 が あ げ ら れ て い る 。 ④ 「 花 壇 系 ・ 単 独 型 」 は 多 種 多
様 な 目 的 を も つ 小 規 模 団 体 が 多 く ， サ ー ク ル の 要 素 が 強 い 集 団
で あ り ， 抱 え る 課 題 も 目 的 同 様 ， 多 様 で あ っ た 。  
こ の よ う に 各 集 団 で 活 動 目 的 や 課 題 の 異 な る こ と が 明 ら か と な
っ た が ， 各 々 の 課 題 で あ る 人 材 の 育 成 や 共 有 ， 町 内 会 な ど の 地
域 組 織 と の 良 好 な 関 係 維 持 な ど の 問 題 点 を 解 決 し ， 団 体 活 動 を
継 続 し て い く た め に は ， 行 政 ， 地 域 組 織 ， ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 な
ど 多 様 な 主 体 ど う し の 連 携 が 重 要 と い え る 。 ま た ， 活 動 主 体 間
の 連 携 を 円 滑 に 行 っ て い く た め に は ， 行 政 の 担 当 機 関 の 他 に ，
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各 々 の 主 体 間 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 支 援 す る 組 織 や 仕 組 み の
必 要 性 も 示 唆 さ れ た 。  
 続 い て ， 第 ４ 章 「 札 幌 市 を 事 例 と し た 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
に お け る 団 体 メ ン バ ー の 意 識 と 団 体 形 態 」 で は ， 札 幌 市 で 展 開
さ れ る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 支 援 制 度 の 一 つ で あ る 「 さ っ ぽ
ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 に つ い て ， 当 該 制 度 に 登 録 す る 市 民
団 体 の 代 表 者 で は な く ， 団 体 メ ン バ ー を 対 象 に ア ン ケ ー ト 調 査
を 実 施 し ， 団 体 メ ン バ ー の 参 加 目 的 と 所 属 す る 団 体 の 活 動 目 的
と の 整 合 性 に つ い て ， メ ン バ ー の 属 性 や 問 題 点 な ど も 考 慮 し て
分 析 し ， 今 後 の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の あ り 方 に つ い て 考 察 す
る こ と を 目 的 と し た 。  
そ の 結 果 ， ま ず 団 体 メ ン バ ー へ の 意 識 調 査 に よ っ て ， 活 動 へ
の 参 加 目 的 と し て 「 健 康 ・ 生 き が い づ く り 」 ， 「 地 域 貢 献 」 ，
「 交 流 」 ， 「 園 芸 活 動 」 の ４ 因 子 の あ る こ と が わ か っ た 。 そ し
て ， 抽 出 さ れ た 活 動 へ の 参 加 目 的 ４ 因 子 に 対 す る 積 極 性 や 意 識
の 相 違 に よ り ， 団 体 メ ン バ ー を ４ 集 団 に 分 類 す る こ と が で き た 。  
４ 集 団 各 々 に つ い て 述 べ る と ， ① 主 に 定 年 後 の 人 々 が 余 暇 や
生 き が い づ く り と し て ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 取 り 組 み 始 め た 人 々
で 構 成 さ れ た 「 健 康 ・ 生 き が い 重 視 型 」 ， ② 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア
歴 の 短 い 人 が 多 い も の の 目 的 意 識 は 高 く ， 次 世 代 を 担 い う る 若
い 世 代 で 構 成 さ れ た 「 園 芸 ・ 社 会 目 的 型 」 ， ③ 園 芸 ボ ラ ン テ ィ
ア 経 験 の 豊 富 な 女 性 の 割 合 が 多 く ， 全 て の 目 的 に 対 し て 高 い 意
識 を も っ て い る 人 々 で 構 成 さ れ た 「 個 人 ・ 社 会 目 的 型 」 ， ④ 健
康 ・ 生 き が い づ く り や 園 芸 活 動 な ど ， 主 に 自 ら の 楽 し み と し て
活 動 に 参 加 し て い る 人 々 で 構 成 さ れ た 「 個 人 目 的 重 視 型 」 で あ
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る 。  
さ ら に 本 章 で は ， 団 体 メ ン バ ー の 参 加 目 的 を 基 に 分 類 さ れ た
４ 集 団 に 関 し て ， そ れ ぞ れ ど の よ う な 団 体 形 態 の メ ン バ ー が 所
属 し て い る か を 検 証 す る た め ， 第 ３ 章 で 明 ら か と な っ た 市 民 団
体 ４ 形 態 を 用 い て ， 団 体 メ ン バ ー ４ 集 団 と ４ 団 体 形 態 と の 関 係
性 に つ い て 分 析 し た 。 そ の 結 果 ， こ れ ら ４ 集 団 各 々 に は 多 様 な
団 体 形 態 に 所 属 す る メ ン バ ー が 含 ま れ て い る こ と が わ か っ た 。
そ し て 団 体 の 活 動 目 的 と メ ン バ ー 自 身 の も つ 活 動 へ の 参 加 目 的
が 必 ず し も 一 致 す る と は 限 ら な い こ と も 明 ら か と な っ た 。 今 後 ，
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を よ り 継 続 的 に 展 開 す る た め に は ， メ ン
バ ー の 参 加 目 的 と 団 体 の 活 動 目 的 の 整 合 性 に つ い て 考 慮 す る こ
と が 求 め ら れ よ う 。  
 
５ - ３  厚 木 市 と 札 幌 市 に お け る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 比 較 と
今 後 の 課 題  
 厚 木 市 と 札 幌 市 に お け る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に つ い て 比 較
し て み る 。 ま ず 団 体 形 態 に つ い て 述 べ る と ， 厚 木 市 の 「 花 未 来
事 業 」 で は 自 治 会 の 本 体 や そ の 一 部 ， ま た は 老 人 会 や 婦 人 会 な
ど ， 地 縁 組 織 に よ る 参 加 が 半 数 を 占 め て お り ， 活 動 団 体 の 全 て
が 有 志 団 体 で あ る 札 幌 市 の 事 例 と は 異 な る 結 果 と な っ た 。 札 幌
市 で は ， 現 在 展 開 す る 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 以 前
は ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に お い て 指 導 的 な 役 割 を 担 う 「 緑 の
愛 護 員 」 を 設 け ， 町 内 会 の 役 職 者 に 委 嘱 し て い た が ， 町 内 会 の
負 担 軽 減 が 求 め ら れ て い た こ と や 多 様 な ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の 発
生 の た め ， 「 緑 の 愛 護 員 」 を 廃 止 し た 経 緯 が あ る 。 厚 木 市 の
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「 花 未 来 事 業 」 で も ， 活 動 年 数 が ３ 年 に 満 た な い 団 体 を み て み
る と ， 地 縁 組 織 に 比 べ 有 志 団 体 が 多 く み ら れ る 傾 向 に あ っ た 。
こ の こ と か ら 厚 木 市 に お い て も ， 地 縁 組 織 以 外 の 多 様 な ボ ラ ン
テ ィ ア 団 体 の 参 加 が 徐 々 に み ら れ て き て い る こ と や ， さ ら に 近
年 の 町 内 会 を は じ め と す る 地 縁 組 織 へ の 加 入 者 が 減 少 し て い る
現 代 の 日 本 社 会 の 実 情 を 考 慮 す る と （ 内 閣 府 ， 2 0 0 7 ） ， 今 後 札
幌 市 同 様 ， 有 志 団 体 が 主 要 と な る こ と が 推 測 さ れ ， 有 志 団 体 が
活 動 を 円 滑 に 行 え る よ う な 支 援 の 充 実 が 求 め ら れ る 。 続 い て ，
活 動 に 携 わ る 参 加 者 の 意 識 を み る と ， 団 体 代 表 者 の 活 動 目 的 と
し て ， 厚 木 市 と 札 幌 市 と も に 地 域 の 美 化 や 住 民 間 の 交 流 の 促 進
と い っ た 地 域 づ く り に 関 す る こ と と ， 園 芸 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
そ の も の を 通 じ た 楽 し み の 共 有 と い っ た レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関
す る こ と の 二 つ が あ げ ら れ た 。 厚 木 市 に お い て は 活 動 団 体 と し
て 地 縁 組 織 が 半 数 を 占 め て い た こ と か ら ， 地 域 づ く り の 中 で も ，
地 域 の 美 化 や 防 犯 を 目 的 と す る 声 が 多 く 聞 か れ た 。 一 方 ， 札 幌
市 で も ， 地 域 の バ ザ ー へ の 出 店 や 小 学 生 た ち と の 交 流 を 行 う な
ど ， 地 縁 の 組 織 と の 連 携 を 深 め ， 活 動 を 大 規 模 に 展 開 し て い る
有 志 団 体 で は ， 地 域 づ く り を 目 的 と し て あ げ る 団 体 が 多 く み ら
れ た 。 こ の こ と か ら ， 地 縁 組 織 と の 関 係 性 が 強 い 団 体 で は ， 地
縁 組 織 同 様 ， 地 域 づ く り へ と 目 が 向 け ら れ る 傾 向 に あ る こ と が
推 察 さ れ た 。 次 に ， 活 動 に 参 加 す る メ ン バ ー の 意 識 に つ い て 考
察 す る と ， 厚 木 市 の 団 体 メ ン バ ー は 主 に 地 域 の 景 観 向 上 や メ ン
バ ー ど う し の 交 流 な ど ， 社 会 的 な 目 的 を 強 く 意 識 し て い た 。 札
幌 市 の 団 体 メ ン バ ー も 同 様 に ， 地 域 の 景 観 向 上 や 明 る い ま ち づ
く り へ の 貢 献 ， メ ン バ ー ど う し の 交 流 な ど ， 社 会 的 な 目 的 を 意
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識 し て い る こ と が わ か っ た 。 こ の こ と か ら ， 活 動 目 的 に 関 し て
は ， 調 査 地 域 に よ る 違 い は み ら れ な い こ と が 推 察 さ れ た 。  
上 記 の 考 察 を 踏 ま え 今 後 の 課 題 に つ い て 述 べ る と ， 札 幌 市 で
は 花 苗 な ど の ハ ー ド 面 の 支 援 は も と よ り ， 活 動 団 体 間 の 連 携 を
促 す 施 策 実 施 な ど ， ソ フ ト 面 の 支 援 を 充 実 さ せ ， 先 進 的 な 事 業
運 営 を 行 っ て い る 。 こ の こ と を 踏 ま え る と ， 厚 木 市 で の 園 芸 ボ
ラ ン テ ィ ア 活 動 で は ， 参 加 者 の ソ フ ト 面 で の 条 件 は 充 足 さ れ て
は い た も の の ， 行 政 に よ る 支 援 は い ま だ に ハ ー ド 面 の 支 援 に 留
ま っ て い る 。 し た が っ て ， 今 後 ， 有 志 団 体 の 参 加 が 見 込 ま れ る
厚 木 市 に お い て ， 活 動 を よ り 活 発 に 展 開 し て い く た め に は ， 札
幌 市 の よ う に 活 動 主 体 間 の 交 流 を 促 す べ く 交 流 の 場 を 設 け た り ，
ニ ュ ー ス レ タ ー や ホ ー ム ペ ー ジ を 用 い て 積 極 的 に 活 動 団 体 の 情
報 発 信 を 行 う な ど ， 団 体 間 の 連 携 を 図 る よ う な ソ フ ト 面 の 支 援
充 実 が 重 要 と 考 え ら れ る 。 行 政 に よ る ソ フ ト 面 の 支 援 は ， 参 加
者 の 目 的 達 成 い っ た ソ フ ト 面 の 充 足 に お い て も 貢 献 す る だ け で
な く ， よ り 良 い メ ン バ ー 相 互 の 関 係 の 構 築 に も 寄 与 す る も の と
期 待 さ れ る 。  
次 に ， 厚 木 市 の 活 動 で 今 後 問 題 と な り う る と 指 摘 さ れ た 人 手
不 足 に つ い て ， 札 幌 市 の 活 動 団 体 で は 町 内 会 や 小 学 校 な ど の 地
域 組 織 と 連 携 し て ， 人 数 を 必 要 と す る 活 動 の 際 に は 人 材 の 共 有
を 進 め る な ど の 対 策 を 講 じ て お り ， こ の こ と を 参 考 に す る こ と
が で き る 。 ま た ， 札 幌 市 に お い て も ， 活 動 主 体 間 の 連 携 は ， 活
動 す る 市 民 団 体 と そ の 周 辺 の 地 縁 組 織 と の 連 携 に 留 ま っ て お り ，
活 動 す る 地 域 の 枠 を 越 え て の 団 体 間 の 連 携 は ま だ み ら れ て い な
い 。 そ の た め ， 今 後 ， 厚 木 市 と 札 幌 市 に お い て ， 地 縁 組 織 や ボ
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ラ ン テ ィ ア 団 体 ， そ し て 地 元 企 業 や 学 校 な ど ， 多 様 な 活 動 主 体
間 で 連 携 を 図 れ る よ う な 仕 組 み づ く り や 支 援 が 行 わ れ る こ と が
求 め ら れ る 。  
一 方 で ， こ れ ま で の 公 共 空 間 で の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を は
じ め と す る 花 と 緑 の ま ち づ く り に 関 す る 多 く の 先 行 研 究 で は ，
団 体 代 表 者 の 意 識 と 団 体 メ ン バ ー の 意 識 に つ い て ， 両 者 の 意 識
の 相 違 な ど に つ い て 考 察 さ れ た 研 究 は な か っ た 。 し か し ， 本 研
究 で は ， 団 体 メ ン バ ー と 活 動 団 体 の 目 的 意 識 に つ い て ， 必 ず し
も 一 致 し な い こ と が 示 さ れ た 。 し た が っ て ， 両 自 治 体 の 活 動 を
よ り い っ そ う 継 続 的 に 展 開 す る た め に は ， 団 体 メ ン バ ー と 活 動
団 体 の 目 的 意 識 の 整 合 性 に つ い て 考 慮 す る 必 要 が あ る と 考 え ら
れ た 。  
厚 木 市 の 展 開 す る 「 花 未 来 事 業 」 で は ， 活 動 場 所 が 公 園 花 壇
に 限 定 さ れ て い る が ， こ れ は 本 事 業 の 運 営 主 体 が 厚 木 市 の 公 園
緑 地 課 で あ る こ と が 起 因 し て い る 。 厚 木 市 で の 調 査 が 行 わ れ た 2
0 0 9 年 に 厚 木 市 道 路 維 持 課 で は ， 街 路 沿 道 で 行 わ れ る 園 芸 ボ ラ
ン テ ィ ア 活 動 の 支 援 制 度 「 道 路 里 親 制 度 」 を 開 始 し た 。 そ の た
め ， 2 0 1 3 年 現 在 ， 厚 木 市 で は 公 園 花 壇 と 街 路 沿 道 の 二 か 所 で 園
芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 展 開 さ れ て い る が ， 各 々 の 活 動 の 運 営 先
と な る 市 の 担 当 課 が 活 動 場 所 に よ っ て 異 な っ て い る 。 そ の た め ，
活 動 団 体 に よ っ て は 公 園 花 壇 と 街 路 沿 道 の 二 つ の 場 所 で 活 動 し
て い る 団 体 も あ り ， 各 種 手 続 き の 際 に 負 担 と な っ て い る こ と が
推 察 さ れ る 。 そ の た め ， 今 後 厚 木 市 に お い て も ， 花 苗 な ど の ハ
ー ド 面 の 他 に ， 交 流 会 や ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 企 画 ・ 実 施 し て
い く 際 に は ， 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 同 様 ， 市 の 担
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当 課 の 他 に 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 専 門 と す る 運 営 主 体 を 設 け
て 一 元 的 に 団 体 を 管 理 し ， 円 滑 に 支 援 を 行 う こ と が 期 待 さ れ る 。  
 以 上 よ り ， 公 共 空 間 で の 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 継 続 的 に 展
開 す る た め に は ， ① 園 芸 資 材 な ど の ハ ー ド 面 の 支 援 と ， メ ン バ
ー の 活 動 目 的 の 達 成 や メ ン バ ー 相 互 の 良 好 な 関 係 性 維 持 と い っ
た ソ フ ト 面 の 条 件 の 充 実 ， ② 各 々 の 団 体 の 抱 え る 問 題 の 解 決 や
ソ フ ト 面 の 支 援 充 実 に 向 け た 多 様 な 活 動 主 体 間 の 連 携 ， ③ 団 体
メ ン バ ー と 活 動 団 体 間 の 意 識 の 整 合 を 高 め る こ と の ３ 要 因 が 重
要 で あ る こ と が 示 さ れ た （ 図 ５ - １ ） 。 活 動 団 体 に お い て は ， こ
れ ら ３ 要 因 各 々 に つ い て 柔 軟 に 対 応 し ， そ れ ぞ れ の 団 体 に 適 し
た か た ち で 取 り 入 れ る こ と が 望 ま れ る 。  
園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は 継 続 的 に 展 開 さ れ る こ と に よ っ て ，
活 動 す る 人 々 に 対 し て は 園 芸 や 植 物 を 通 じ た 癒 し や 安 ら ぎ を も
た ら し ， ま た ボ ラ ン テ ィ ア と い う 社 会 貢 献 を 通 じ て 自 己 実 現 へ
の 一 助 と も な り 得 る 。 ま た ， ま ち 全 体 に と っ て は 色 と り ど り の
植 物 が 植 栽 さ れ る こ と に よ り ， ま ち な み の 形 成 に つ な が る と と
も に ， 大 勢 の 人 々 で 取 り 組 む こ と に よ り 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活
性 化 へ の 展 開 も 可 能 で あ ろ う 。 今 後 ， 全 国 各 地 で 園 芸 ボ ラ ン テ
ィ ア 活 動 が 継 続 的 に 展 開 す る こ と に よ り ， 豊 か な 社 会 の 構 築 に
貢 献 す る こ と を 期 待 し た い 。  
 
５ - ４  本 研 究 の 限 界 と 課 題  
本 研 究 で は ， 厚 木 市 と 札 幌 市 を 対 象 と し て 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア
活 動 の 実 態 に つ い て ， 共 通 性 や 地 域 性 に よ る 違 い な ど を 踏 ま え
て 考 察 し ， 今 後 の ま ち づ く り に お け る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ
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の 支 援 の た め の 資 料 を 提 示 す る こ と が で き た 。 し か し ， 本 研 究
で は 調 査 対 象 地 が ２ 地 域 に 限 定 さ れ て お り ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア
活 動 の 普 遍 性 を 示 す に は 限 界 が み ら れ た 。 ま た ， ま ち づ く り に
お け る 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 焦 点 を あ て た も の の ， 園 芸 ボ ラ
ン テ ィ ア 活 動 が 継 続 さ れ る こ と に よ り ， ま ち の 花 苗 生 産 な ど の
産 業 に 与 え る 効 果 に ま で 検 証 す る に は 至 っ て い な い 。 今 後 ， 比
較 対 象 地 を 全 国 に 広 げ ， 園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 普 遍 性 に つ い
て さ ら な る に 研 究 が な さ れ る と と も に ， ま ち の 産 業 に 与 え る 効
果 な ど に つ い て も 詳 し い 調 査 の な さ れ る こ と が 求 め ら れ る 。  
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図 ５ － １  園 芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 継 続 要 因 モ デ ル  
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奈 氏 ， 元 さ っ ぽ ろ 花 と 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 事 務 局 職 員 都 築 仁 美 氏 ，
な ら び に 「 さ っ ぽ ろ タ ウ ン ガ ー デ ナ ー 制 度 」 参 加 者 の 皆 様 に 心
よ り 感 謝 い た し ま す 。  
最 後 に な り ま す が ， こ れ ま で の 研 究 に 対 し て と も に 取 り 組 ん
で 頂 い た 後 輩 諸 君 ， ま た 大 学 院 で の 研 究 生 活 を 支 え て く だ さ っ
た 両 親 に 心 よ り 深 謝 い た し ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。   
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小 野 博 明 ． 2 0 0 4 ． ボ ラ ン テ ィ ア ・ デ ビ ュ ー の す す め ． 9 1 p p ．
旬 報 社 ． 東 京 ．  
大 阪 市 ． 2 0 1 3 ． 種 か ら 育 て る 地 域 の 花 づ く り 活 動 ． 〈 h t t p : / /
w w w . c i t y . o s a k a . l g . j p / k e n s e t s u / p a g e / 0 0 0 0 0 4 6 3 2 3 . h
t m l 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 1 日 ） ．  
相 模 原 市 ． 2 0 1 3 ． 街 美 化 ア ダ プ ト 制 度 ． 〈 h t t p : / / w w w . c i t y .
s a g a m i h a r a . k a n a g a w a . j p / s h i s e i _ s a n k a / p a r t n e r s h i p
/ 0 0 5 7 5 9 . h t m l 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0 日 ） ．  
相 模 原 市 み ど り の 協 会 ． 2 0 1 3 ． 花 の ま ち づ く り ・ み ど り い っ ぱ
い 運 動 ． 〈 h t t p : / / w w w . c i t y . s a g a m i h a r a . k a n a g a w a . j p
/ s h i s e i _ s a n k a / p a r t n e r s h i p / 0 0 5 7 5 9 . h t m l 〉 ． （ 参 照
日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0 日 ） ．  
さ い た ま 市 ． 2 0 1 3 ． さ い た ま 市 花 い っ ぱ い 運 動 推 進 会 ． 〈 h t t
p : / / w w w . c i t y . s a i t a m a . j p / w w w / c o n t e n t s / 1 3 2 3 9 4 2 6 0
8 4 5 3 / i n d e x . h t m l 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0 日 ） ．  
堺 市 ． 2 0 1 3 ． み ど り 活 動 支 援 事 業 ． 〈 h t t p : / / w w w . c i t y . s a k
a i . l g . j p / k u r a s h i / k o e n / k e i k a k u / s h i e n / m a c h i z u k u r i
m o d e l . h t m l 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0 日 ） ．  
堺 市 公 園 協 会 ． 2 0 1 3 ． 花 と 緑 の ま ち づ く り 交 流 会 ． 〈 h t t p : / /
w w w . s a k a i - p a r k . j p / 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0
日 ） ．  
札 幌 市 ． 2 0 1 2 ． 札 幌 市 環 境 局 み ど り の 推 進 部 平 成 2 4 年 度 事 業
概 要 ． 〈 h t t p : / / w w w . c i t y . s a p p o r o . j p / r y o k u k a / s h i r y o
/ d o c u m e n t s / 2 0 1 2 0 7 2 0 0 2 . p d f 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 2 年 1 1
月 2 6 日 ） ．  
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さ っ ぽ ろ 花 と 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 事 務 局 ． 2 0 1 3 ． 花 と 緑 の ネ ッ ト
ワ ー ク ． 〈 h t t p : / / w w w . s a p p o r o - p a r k . o r . j p / f l o w e r s
/ 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0 日 ） ．  
札 幌 市 教 育 委 員 会 ． 1 9 9 4 ． さ っ ぽ ろ 文 庫  町 内 会 今 昔 ． p 2 5 1 -
2 5 2 ． 北 海 道 新 聞 社 ． 札 幌 ．  
札 幌 市 北 区 ． 2 0 1 3 ． ま す 花 壇 制 作 事 業 ． 〈 h t t p : / / w w w . c i t y .
s a p p o r o . j p / k i t a k u / o s h i r a s e / d o b o k u / k i j i / d o c u m e n t s
/ z i s s i y o u r y o u . p d f 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0 日 ） ．  
仙 台 市 公 園 緑 地 協 会 ． 2 0 1 3 ． 杜 の ひ ろ ば ． 〈 h t t p : / / w w w . s e n
d a i - p a r k . o r . j p / w e b / s u p p o r t / m a k e / i n d e x . h t m l 〉 ．
（ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0 日 ） ．  
食 品 容 器 環 境 美 化 協 会 ． 2 0 1 0 ． ア ダ プ ト ･ プ ロ グ ラ ム 導 入 概 況
一 覧 ． 〈 h t t p : / / w w w . k a n k y o b i k a . o r . j p / a d o p t / d o m e s t
i c - a c t i v i t e s 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 0 年 7 月 2 5 日 ） ．  
食 品 容 器 環 境 美 化 協 会 ． 2 0 1 1 ． ア ダ プ ト ･ プ ロ グ ラ ム 導 入 概 況
一 覧 ． 〈 h t t p : / / w w w . k a n k y o b i k a . o r . j p / a d o p t / d o m e s t
i c - a c t i v i t e s 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 9 日 ） ．  
食 品 容 器 環 境 美 化 協 会 ． 2 0 1 2 ． ア ダ プ ト ･ プ ロ グ ラ ム 導 入 概 況
一 覧 ． 〈 h t t p : / / w w w . k a n k y o b i k a . o r . j p / a d o p t / d o m e s t
i c - a c t i v i t e s 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 2 年 1 1 月 2 6 日 ） ．  
食 品 容 器 環 境 美 化 協 会 ． 2 0 1 3 ． ア ダ プ ト ･ プ ロ グ ラ ム 導 入 概 況
一 覧 ． 〈 h t t p : / / w w w . k a n k y o b i k a . o r . j p / a d o p t / d o m e s t
i c - a c t i v i t e s 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 0 月 2 8 日 ） ．  
渋 谷 菜 穂 子 ・ 水 溪 雅 子 ． 2 0 0 1 ． 在 宅 高 齢 者 と 施 設 入 所 者 の 主 観
的 幸 福 感 に 関 す る 一 考 察 ． 日 本 看 護 医 療 学 会 雑 誌  ３ ( １ ) ： 3
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9 - 4 7 ．  
重 松 良 佳 ・ 亀 井 靖 子 ・ 曽 根 陽 子 ． 2 0 1 1 ． 公 園 管 理 に お け る 住 民
参 加 の 実 態 ： 横 浜 市 を 事 例 と し て ． 日 本 建 築 学 会 大 会 学 術 講
演 梗 概 集 ( 関 東 ) ： 1 2 6 9 - 1 2 7 0 ．  
島 尾  勝 ・ 西 川  清 ・ 内 芝  平 ． 1 9 9 3 ． 住 民 参 加 に よ る 緑 化 活
動 の 組 織 化 に 関 す る 研 究 ． 造 園 雑 誌 5 6 ( ４ ) ： 3 3 7 - 3 4 9 ．  
指 定 都 市 市 長 会 事 務 局 ． 2 0 1 3 ． 指 定 都 市 と は ． 〈 h t t p : / / w w w .
s i t e i t o s i . j p / a b o u t / a b o u t . h t m l 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1
0 月 2 8 日 ） ．  
静 岡 市 ． 2 0 1 3 ． 花 と 緑 の ま ち づ く り 協 議 会 ． 〈 h t t p : / / w w w . c
i t y . s h i z u o k a . j p / d e p s / k o u e n - k e i k a k u / k y o u g i k a i . h t
m l 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0 日 ） ．  
杉 尾 邦 江 ． 1 9 9 8 ． ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ ク ラ イ ス ト チ ャ ー チ に 於
け る 私 有 地 緑 化 （ ホ ー ム ガ ー デ ン ） の 実 態 （ そ の １ ） ． P R E C
 S T U D Y  R E P O R T  ２ ： 6 2 - 6 9 ．  
総 務 省 ． 2 0 0 6 ． 平 成 1 8 年 社 会 生 活 基 本 調 査 ． 〈 h t t p : / / w w w .
e - s t a t . g o . j p / S G 1 / e s t a t / L i s t . d o ? b i d = 0 0 0 0 0 1 0 0 8 0 1 0
& c y c o d e = 0 〉 （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0 日 ） ．  
高 木 寛 之 ． 2 0 1 0 ． 福 祉 施 設 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 受 け 入 れ の 方
法 に 関 す る 研 究  :  ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 を 通 じ た 地 域 福 祉 推 進 の
あ り 方 ． 人 間 関 係 学 研 究  :  社 会 学 社 会 心 理 学 人 間 福 祉 学  :  大
妻 女 子 大 学 人 間 関 係 学 部 紀 要 1 2 ： 8 5 - 9 7 .  
田 中 聖 美 ・ 丸 田 頼 一 ・ 柳 井 重 人 ． 1 9 9 9 ． 東 京 都 世 田 谷 区 に お け
る 市 民 団 体 に よ る 緑 化 活 動 の 実 態 に 関 す る 基 礎 的 研 究 ． 環 境
情 報 科 学 論 文 集 別 冊  1 3 ： 7 9 - 8 4 ．  
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辰 井 美 保 ･ 藤 井 英 二 郎 ． 2 0 0 6 ． 市 民 に よ る 里 山 管 理 活 動 が 植 生
と 参 加 者 の 意 識 に 与 え る 影 響 ． ラ ン ド ス ケ ー プ 研 究  6 9
( ５ ) ： 7 7 7 - 7 8 0 ．  
T o d o r o v a  A ,  A s a k a w a  S  a n d  A i k o h  T ． 2 0 0 4 ． T h e  M o
t i v a t i o n ,  P r o b l e m s  a n d  O p i n i o n s  o f  R e s i d e n t s  I n v
o l v e d  i n  S t r e e t  F l o w e r - P l a n t i n g  i n  S a p p o r o ． J o u r
n a l  o f  E n v i r o n m e n t a l  I n f o r m a t i o n  S c i e n c e 3 2 ( ５ ) ：
1 1 1 - 1 1 8 ．  
都 市 緑 化 基 金 ． 2 0 0 5 ． コ ミ ュ ニ テ ィ ガ ー デ ン の す す め ． 1 0 3 p p ．
誠 文 堂 新 光 社 ． 東 京 ．  
堤  公 平 ・ 平 田 富 士 男 ． 2 0 0 6 ． 住 民 主 体 の ま ち づ く り 活 動 の 展
開 と 緑 化 活 動 と の 関 係 性 に 関 す る 研 究 ． 環 境 情 報 科 学 論 文 集 2
0 ： 2 3 5 - 2 4 0 ．  
山 崎 雄 弘 ・ 柳 井 重 人 ・ 秋 田 典 子 （ 2 0 1 1 ） ： 幕 張 ベ イ タ ウ ン に お
け る 住 民 参 加 型 都 市 公 園 管 理 の 地 区 全 域 で の 展 開 に 向 け た
題 ： 課 題 ： ラ ン ド ス ケ ー プ 研 究 7 4 ( ５ ) ， 5 7 5 - 5 8 0 ．  
横 浜 市 緑 の 協 会 ． 2 0 1 3 ． 緑 化 推 進 ． 〈 h t t p : / / r y o k u k a . h a m a
- m i d o r i n o k y o k a i . o r . j p / 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1 月 2 0
日 ） ．  
全 国 社 会 福 祉 協 議 会 ． 2 0 1 3 ． 東 日 本 大 震 災  災 害 ボ ラ ン テ ィ ア
セ ン タ ー 報 告 書 ． 〈 h t t p : / / w w w . s h a k y o . o r . j p / r e s e a r c h
/ 2 0 1 1 _ p d f / 1 1 v o l u n t e e r . p d f 〉 ． （ 参 照 日 ： 2 0 1 3 年 1 1
月 2 5 日 ） ．  
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Summary 
 
Citizens living in contemporary urban areas are inc reasingly interested in 
developing their communities. As a part of the process, various kinds of citizen groups 
are engaged in horticultural volunteer activities in public spaces such as urban parks, 
open spaces along sidewalks and several public facilities. In this study, we focused on 
the following projects: “Hanamirai Project” operated by Atsugi City and “Sapporo 
Town Gardener Project” operated by Sapporo City to reveal the factors related to 
continued development of the horticultural volunteer activitie s.  
Chapter 1 
In this chapter, we conducted interviews and questionnaires with participants of 
23 citizen groups cultivating flowers in Atsugi city, examining the attitudes and, in 
particular, the purpose of their activities; this included the satisfaction  they derived, the 
degree to which their activities continuously occupied their consciousness, the results 
of their efforts, and the elements necessary for the continuation of their activities. Our 
results suggested that participants derived most satisfact ion principally from building 
new human relations and interpersonal communication, and secondly from their 
contribution to the improvement of scenery and beautification of their neighborhood. In 
addition, we found that almost all the participants had a high continuous consciousness 
directed toward their activities, and they recognized the evaluations of their activities 
by their neighbors. For example, appreciation of their activities, this also resulted in a  
decreased amount of trash around the parks.  
Chapter 2 
In this chapter, we conducted interviews with each leader of 20 citizen groups 
cultivating flowers in Sapporo city to reveal the attitudes of their groups. In the process 
of this research, we focused on the difference between the places where these volunteer 
activities were being conducted and between the relationships with neighbors. 
According to our results, the 20 citizen groups were classified into four categories from 
two perspectives as follows: whether they are planting and maintaining flowers on 
sidewalks or on neighboring flowerbeds, and whether they worked co -operating with 
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other neighbor volunteer groups. Each four categories have different motivations or 
issues relating to horticultural volunteer activities. In order to take measures to add ress 
each issue, it is necessary to build coalitions across several volunteer groups and 
community groups. 
Chapter 3 
In this chapter, we conducted a questionnaire survey with members of 18 citizen 
group cultivating flowers in Sapporo city to examine their attitudes towards their 
activities and, in particular, their motivations for continuing with these activities and 
the problems they encountered. It was apparent that members were engaged in their 
activities because of four motivations are as follows: one was to improve their quality 
of life; the second was to contribute to their neighborhoods; the third was to 
communicate with other members; and the forth was to cultivate flowers. Furthermore, 
members could be divided into four clusters based on these four motivations, and each 
four clusters contained members who belonged to several volunteer groups with 
different purposes. In conclusion, it appeared that volunteer groups comprised several 
members with various motivations for their horticultural volunteer ac tivities. In order 
to promote these activities, it was necessary to improve the matching of consciousness 
between a group leader and group members.  
In conclusion, three factors emerged as significant in related to continuing 
horticultural volunteer activit ies are as follows: (1) the necessity not only of material 
support such as flower seeds and seedlings but also of moral support, in maintaining 
good relations with members; (2) the necessity of building coalitions across several 
volunteer and community groups; (3) the necessity of improving the matching of 
consciousness between a group leader and the group members. In future, it is expected 
that horticultural volunteer activities held in several communities would continually 
develop for long periods and contribute to development of the comfort of the 
communities. 
 
 
 
